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序

私たちの郷土熊谷には、原始・古代の集落や中世の館跡等の埋蔵文化財が、

数多く分布しております。

こうした埋蔵文化財は、郷土の発展やその過程を物語る証しであるとともに、

私たち子孫の繁栄の指標ともなる先人の貴重な足跡であります。私たちは、こ

うした文化遺産を継承し、次世代に伝え、さらに豊かな熊谷市形成の礎として

いかなければならないと考えております。

熊谷市では、市民が暮らしやすく、生活環境の豊かさを実感できる土地利用

を図ることを目的に土地区画整理事業を進めております。上之土地区画整理事

業もその一つであります。事業地内には事前の試掘調査により、原始・古代か

ら中世に至るおびただしい遺跡が確認されており、遺跡の重要性に鑑みて関係

部局と保存に向けて協議を行ってまいりました。しかし、土地区画整理事業上

やむを得ず計画等の変更ができない街路築造工事、調節池造成箇所等に関して

は、記録保存の方策を講ずることとなりました。

本書は、平成10年度から平成12年度に実施された街路築造工事に伴う発掘調

査の成果をまとめたものです。

今回報告いたします前中西遺跡の発掘調査では、多数の弥生時代中期から後

期の土器棺墓や方形周溝墓等の墓跡、弥生時代、古墳時代後期及び古代の集落

など、当地域における弥生時代の墓制の様相、集落の変遷を考える上で貴重な

資料を得ることができました。

本書が埋蔵文化財保護、学術研究の基礎資料として、また埋蔵文化財の普

及・啓発の資料として広く活用されることとなれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書刊行に至るまで、文化財保護法の

趣旨を尊重されご理解、御協力を賜りました熊谷市都市整備部都市計画課、土

地区画整理上之事務所、並びに地元関係者には厚くお礼申し上げます。

平成 15年 3月

熊谷市教育委員会

教育長飯塚誠一郎
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例

本書は、埼玉県熊谷市大字上之2656番地 1他に所在する前中西遺跡(埼玉県遺跡番号59-107)の

発掘調査報告書である。

本調査は、熊谷都市計画事業上之土地区画整理事業に伴う事前記録保存のための発掘調査であり、

熊谷市教育委員会が実施した。

本事業の組織は、 I章のとおりである。

発掘調査期間は、平成10年10月 1日~平成11年 3月31日、平成11年10月 1日~平成12年 2月18

日及び平成12年 9月18日~平成13年 3月30日である。

整理・報告書作成期間は、平成14年4月10日~平成15年 1月31日である。

発掘調査の担当は、平成10年度は熊谷市教育委員会松田 哲・秋本太郎(現群馬県箕郷町教育委員

会)、平成11年度は熊谷市教育委員会吉野 健・越前谷 理(現埼玉県三芳町教育委員会)、平成12

年度は熊谷市教育委員会金子正之・松田 哲が、整理報告書作成事業は、吉野が担当した。

本書の執筆は、 吉野が担当した。 また、一部の弥生土器の実測・トレースについては松田の補助を

得た。

写真撮影は、発掘調査を各々の担当者が、遺物を吉野が行った。

出土遺物は、熊谷市教育委員会で保管している。

本書の作成にあたり、下記の方々及び機関等からご教示、ご協力を賜った。記して謝意を表します。

(敬称略)

磯崎 吉田 稔、細田 勝、大里郡市文化財担当者会



凡例

1 本文中、遺構の表記記号は、次のとおりである。

SA. . .掘立柱列、 SB・・・掘立柱建物跡、 SD・・・溝跡、 SE . . .井戸跡、 SG.. . 

木棺墓、 SJ . • .住居跡、 SK.・・土坑、 SR・・・方形周溝墓、 ST・・・竪穴状遺構、

SX.・・土器棺墓、 p • • .ピット

2 各遺構の番号は、整理作業の段階で変更した。

3 土層断面図中の表記記号は、次のとおりである。

S • .・川原石、 p.・・土器、 B・・・骨

4 遺構挿図の縮尺は、次のとおりである。

遺構全測図・・・ 1/600、住居跡・竪穴状遺構・掘立柱建物跡・掘立柱列・木棺墓・井戸跡・土

坑・溝跡土層断面図・・・ 1/60、住居跡カマド土層断面図・・・ 1/40、溝跡平面図・・・ 1/120・

1/160、方形周溝墓・・・ 1/80、土器棺墓・・・1/20、ピット平面図・・.1/180、その他、遺跡

位置図、周辺遺跡分布図等は、ーその都度スケール脇に縮尺率を示した。

5 遺構平面図・土層断面図中の遺物番号は、遺物挿図中の遺物番号に一致する。

6 遺構土層断面図及びエレベーション図のポイントの標高は、その都度、ポイント脇に示した。また、

原則として、同一図版・同一遺構の標高はAポイントに表記した。

7 遺物実測図の縮尺は、弥生土器・土師器・須恵器・灰軸陶器・陶器・土錘・瓦・砥石は 1/4、弥

生土器(拓影図・底部) ・石器(石斧・一部の砥石・磨石)は 1/3、石鍛・紡錘車・種子、その他

特殊遺物は 1/2、管玉は 1/1とした。

8 遺物実測図の中で、中心線はすべて実線で示し、遺物観察表にできる限り残存率で示した。また、

断面表現は、須恵器のうち還元焔焼成のものは黒塗り、酸化焔焼成のものは白抜き、灰紬陶器は

それ以外の土師器、陶器等の遺物はすべて白抜きで示した。

9 スクリーントーン指示は、赤彩は麗雷、黒色処理[J、灰紬仁コ、油煙は聞E、火だすき

D 、漆麗璽、炭化箇所[3]で示し、その他についてはその都度示した。また、墨書は黒塗り

で示した。

10 遺物観察表の凡例は、次のとおりである。

法量の単位は、 cm、gである。また、推定値は括弧付けで示した。

胎土は、土器に含まれる含有鉱物を以下の記号で示した。 A..・白色粒子、 B.・・黒色粒子、

C・・・赤色粒子、 D ・・・褐色粒子、 E. . .赤褐色粒子、 F.・・白色針状物質、 G.・・長石、

H ・・・石英、 1 .・・白雲母、 J・・・黒雲母、 K ・・・角閃石、 L .・・片岩、 M ・・・砂粒、

N.・・操、 0 ・・・金雲母

色調は、『新版標準土色帖~ (農林水産省農林水産技術会議事務局監修1997年版)に照らし最も近

似した色相を示した。

焼成は、次のように区分した。 A.. .良好、 B..・普通、 C・・・不良
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I 発掘調査の概要

1 調査に至る経過

昭和61年6月6日付け61熊都発第148号で、熊谷市長より上之第一地区土地区画整理事業(現上之土

地区画整理事業)地内の埋蔵文化財の所在及び取り扱いに関する照会が出された。事業地内には、全域

に弥生時代から平安時代の遺跡が所在する地域であり、工事に先立つて発掘調査を実施する必要がある

旨を回答し、熊谷市教育委員会は、平成7年11月13日から平成8年 1月19日にかけて、遺跡の所在確

認調査を実施した。その結果、弥生時代から近世の集落跡及び墓跡が広範囲に分布することを確認した。

この結果を踏まえて平成8年2月9日付け熊教社発第865号で、熊谷市教育委員会教育長から熊谷都市

計画事業上之土地区画整理事業代表者熊谷市長あてに次のように通知した。

事業地内には、埋蔵文化財包蔵地(前中西遺跡、藤之宮遺跡及び諏訪木遺跡)が所在する。当該地は

現状保存するか、または埋蔵文化財に影響を及ぼさない方法での開発が望ましい。やむを得ず埋蔵文化

財に影響を及ぼす場合は、事前に記録保存のための発掘調査を実施すること、なお、発掘調査の実施に

ついては教育委員会と協議すること。

その後、保存について協議を重ねたが、工事計画の変更は不可能であると判断されたため、記録保存

の措置を講ずることとなった。文化財保護法第57条の 3第 1項の規定に基づく埋蔵文化財発掘の通知は

代表者熊谷市長より平成10年9月24日、平成11年9月13日及び平成12年9月11日付けで提出された。

発掘調査は、平成10年度、平成11年度及び平成12年度に熊谷市教育委員会により実施された。

発掘調査に関わる熊谷市教育委員会の報告、通知及び埼玉県教育委員会からの通知は以下のとおりで

ある。

平成10年度

平成10年9月24日付け熊教社発第620号(報告)

平成10年10月5日付け教文第3-446号

平成11年度

平成11年9月27日付け熊教社発第653号(報告)

平成11年10月1日付け教文第3-488号

平成12年度

平成12年9月12日付け熊教社発第509号(通知)

平成12年10月18日付け教文第3-475号

2 発掘調査・報告書作成の経過

(1)発掘調査

今回報告する前中西遺跡の発掘調査は、平成10年10月1日~平成11年3月31日、平成11年10月1日

~平成12年2月18日及び平成12年9月18日~平成13年3月30日にかけて行われた。調査面積は、遺跡

面積約290，000m'のうち街路築造工事によって破壊をうける5，241.17m'(平成10年度2，165師、平成11

年度1，581m'、平成12年度1，495.17m')であった。
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いずれの年度も上之土地区画整理事業地内における南東隅付近の街路工事部分の調査を実施した。

それぞれの調査区で遺構確認面まで重機による表土剥ぎを行い、作業員による遺構確認のための精査

を行った。順次遺構掘削作業を行い、遺構・遺物の実測、写真撮影を行った。空中写真は、平成11年3

月、平成12年1月及び平成13年1月に撮影した。

平成10年3月31日、平成12年2月18日及び平成13年3月30日には現地における調査のすべてを終了

した。

(2 )整理・報告書作成作業

本書の整理作業は、平成14年4月から平成15年1月にかけて実施した。

遺物の洗浄・注記を実施し、土器の接合・復元作業を行い、遺物の分類を行い、実測作業を開始した。

また、遺構の図面整理も実施した。

次に、土器等の遺物のトレース、拓本を採り図版組を行い、遺構のトレース・図版組を行った。そし

て、遺構の写真整理・遺物写真撮影を行い、写真図版の割付をした。また、それと並行して原稿執筆を

行い、業者の選定をし、本報告書の刊行をした。

3 発掘調査、整理・報告書刊行の組織

主体者 熊谷市教育委員会

(1)発掘調査

平成10年度 主任 寺 社 下 博

教育長 岡嶋 一 夫 主任 渡漫 操

教育次長 坂巻 篤(故人) 主任 吉野 健

社会教育課長 氏 家 保 男 主事 松田 哲

社会教育課副参事 鈴木敏昭 発掘調査員市川康弘

社会教育課長補佐 ~t 俊明 発掘調査員小林貴郎

社会教育課文化財保護係主幹兼係長金子正之 発掘調査員越前谷理

主任 寺社下博 平成12年度

主任 渡遺 操 教育長 飯塚誠一郎

主任 吉野 健 教育次長 野辺良雄

主事 松田 哲 社会教育課長 浜島義雄

発掘調査員佐々木健策 社会教育課副参事 浅野晴樹

発 掘 調 査 員 市 川 康 弘 社会教育課長補佐 北 俊明

発掘調査員秋本太郎 社会教育課文化財保護係主幹兼係長金子正之

平成11年度 主査 浅 見 敦 夫

教育長 飯塚誠一郎 主任 寺 社 下 博

教育次長 坂巻 篤(故人) 主任 吉野 健

社会教育課長 氏家 保 男 主事 松田 哲

社会教育課副参事 浅野晴樹 発掘調査員小林貴郎

社会教育課長補佐 北 俊明 発掘調査員越前谷理

社会教育課文化財保護係主幹兼係長金子正之 発掘調査員 小野寺弘光
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(2)整理・報告書作成事業

平成14年度

教育長 飯塚誠一郎

教育次長 小林武夫

社会教育課長 岩田 隆

社会教育課担当副参事 田中英司

社会教育課長補佐 藤原 清

社会教育課文化財保護係主幹兼係長金子正之

主査 寺社下博

主査 浅見敦夫

主査 吉野 健

主事 松田 哲

発掘調査員加藤隆則

発掘調査員渡漫大土

発掘調査員船場昌子

関山地 E
 

E
 

tつ低地

第 1図埼玉県の地形
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E 遺跡の立地と環境

前中西遺跡は、熊谷市大字上之2656番地 1他に所在し、 JR高崎線熊谷駅の北東約1.2km、荒川から

北へ約2.0"'-'2.5km、利根川から南へ約7.0"'-'9.0kmに位置する。

前中西遺跡の所在する中西・末広・上之・箱田地区は、熊谷市の中央部付近東にあたり、櫛挽台地の

北端及びその北と北東に展開する妻沼低地にある。櫛挽台地は、寄居町末野付近を扇頂に荒川の両岸に

広がる洪積扇状地である荒川扇状地の荒川左岸側の一帯が、浸食されてできたものである。そして、本

遺跡が立地する妻沼低地は、利根川及びその支流により形成された沖積地であり、熊谷市の大半を覆っ

ている沖積扇状地の新荒川扇状地(熊谷扇状地)と自然堤防が広がる地区に分けられる。本遺跡は、そ

の新荒川扇状地の縁辺部上、標高24.5m前後に立地し水田となっていた。現地表から遺構確認面までは

おおよそ1.0""'1.5mの厚さをもっていた。

次に、本遺跡を中心に主に妻沼低地における歴史的環境の一端を簡単に見ていきたいと思う。

まず、旧石器時代から縄文時代であるが、この時期の遺跡の発見例はきわめて少ない状況である。旧

石器時代で知られているのは、平安時代の住居跡の埋土中から出土した櫛挽台地上の龍原裏遺跡の黒曜

石製尖頭器が唯一の例である。縄文時代になると、櫛挽台地上さらには妻沼低地上にも発見例が少々増

える。妻沼低地上の寺東遺跡では前期関山式土器が、櫛挽台地上の三ヶ尻遺跡内の林遺跡でも前期黒浜

式期の集落が発見されている。そして、同じく三ヶ尻遺跡内の天王遺跡では中期から後期の集落が発見

されている。後期に至っては、前述の寺東遺跡で称名寺式期の埋衰を伴う土坑等が発見されている。ま

た、深谷市の自然堤防上でも発掘調査された中期後葉から後期の遺跡が存在し、妻沼低地の自然堤防上

に生活の場を展開していったことが窺える。

一方、縄文時代晩期から弥生時代前半にかけての熊谷市内の発見例はほとんどないが、本遺跡の近辺

の北島遺跡で縄文時代晩期末から弥生時代中期の土器・石器が出土した。また、縄文時代晩期の深谷市

の妻沼低地では、前時期の遺跡を継承した位置に再び集落が営まれたようである。

次に熊谷市内において本格的展開の知られる遺跡は、現段階では弥生時代中期まで待つことになる。

須和田式期の再葬墓が16基発見された横間栗遺跡、同じく須和田式期の査が発見されている三ヶ尻遺跡

内の上古遺跡が知られる。再葬墓群や土器を伴う土坑が検出されている遺跡は、深谷市上敷免遺跡、妻

沼町飯塚遺跡・飯塚南遺跡が知られる。また、上敷免遺跡では包含層から県内初の前期遠賀川式土器が

出土している。本遺跡では、中期後半の土器棺墓と方形周溝墓の 2タイプの葬送形態が近接して発見さ

れていて、特異な様相を示している。また、北島遺跡・平戸遺跡・行田市小敷田遺跡も同時期の遺跡と

して挙げられ、北島遺跡でも再葬墓や土坑墓群が、小敷田遺跡では関東地方で最も古い段階の須和田式

期の方形周溝墓が検出されている。同時期の集落や住居跡が検出されている遺跡としては、池上遺跡・

飯塚南遺跡が存在し、特に池上遺跡は環濠集落として知られている。そして池上遺跡や小敷田遺跡のよ

うな中核的な集落の周辺部に、天神遺跡・平戸遺跡・北島遺跡のような小規模な遺跡が形成されている。

後期には妻沼低地の各地に遺跡が見られ始める。妻沼町弥藤吾新田遺跡・中条条里遺跡内の東沢遺跡・

行田市池守遺跡が存在する。本遺跡においても引き続き集落が形成されており、中期末から後期初頭に

かけての集落が発見されている。東沢遺跡・池守遺跡では吉ヶ谷式土器が、弥藤吾新田遺跡では南関東

系の弥生町式土器が出土している。これら弥生時代の遺跡を概観すると、すでにこの時期には低地を利
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用した積極的な水田経営が行われていたと推測される。当地域における集落の時期的動向は、池上遺跡

から北島遺跡、そして前中西遺跡と続くと考えられる。

古墳時代に入ると、古墳は台地・自然堤防等の微高地に形成され、集落は台地ばかりでなく低地帯の

自然堤防上にも営まれるようになり、次第に遺跡数も増加傾向にある。前期では、妻沼低地に大きく遺

跡が展開している。池上遺跡・池守遺跡・小敷田遺跡・東沢遺跡・北島遺跡・天神東遺跡・中条遺跡内

の雷電塚遺跡・行田市星宮皿尾遺跡・弥藤吾新田遺跡・中耕地遺跡・別府条里遺跡・一本木前遺跡等が

ある。北島遺跡では住居跡が21軒検出されており、北島遺跡、弥藤吾新田遺跡等は比較的大規模な集落

と推定されている。小敷田遺跡では畿内や東海地方等の外来系の土器が多数出土しており、東沢遺跡と

あわせて河川跡から鋤・鍬をはじめとした多量の木製農具を出土した遺跡として知られている。また、

北島遺跡からも当該期の木製農具が出土している。また、雷電塚遺跡では脚部に穿孔のある高杯・器

台・ S字状口縁台付費等が、剣形等の滑石製模造品と伴に出土している。最近、本遺跡に隣接する藤之

宮遺跡でも前期集落が初めて確認された。墓域の存在としては、小敷田遺跡・一本木前遺跡・深谷市上

敷免遺跡・東川端遺跡等で方形周溝墓群が検出されており、特に東川端遺跡第2号方形周溝墓からはパ

レススタイルの大型壷が出土している。

中期の様相は、他の時期と比べて不明な点が多いが、集落が大規模に展開していくのは中期後半以降

となるようである。北島遺跡・中条遺跡内の権現山遺跡・同遺跡内の常光院東遺跡等で遺構・遺物が検

出されている。北島遺跡では住居跡から須恵器の鹿を模倣した土師器小型壷が、権現山遺跡では出現期

の竃をもっ住居跡が検出され、把手付大型甑等が出土している。そして、本遺跡においても中期の住居

跡が4軒検出され、高杯を主体にして比較的まとまって土器を出土している。また、古墳に目を転じて

みると、数こそ少ないが、妻沼低地の福川の自然堤防上に横塚山古墳が存在する。これは、 B種横刷毛

の埴輪をもっ前方後円墳(後円部は一部欠損)である。

そして、後期になると遺跡は爆発的な増加をみる。台地ばかりでなく自然堤防上にもさらに積極的に

進出を図っていったようである。集落は、古墳時代後期から奈良・平安時代へと継続して展開する大規

模なものが市内では目立つようになる。櫛挽台地上及び新荒川扇状地上では、樋の上遺跡で古墳時代後

期から平安時代の住居跡が90軒以上検出され、このうち古墳時代後期のものは14軒以上を数える。また、

同遺跡内の上辻・下辻遺跡でも後期から平安時代の住居跡が50軒以上検出された。一方、妻沼低地の自

然堤防上では、北島遺跡・中島遺跡・光屋敷遺跡・池守遺跡・行田市持田藤の宮遺跡・一本木前遺跡・

飯塚南遺跡等が存在する。北島遺跡では6世紀後半以降集落の規模が拡大し、広範囲に展開した状況が

確認されている。また、多量の黒色土器が出土しているほか、いわゆる「比企型」の杯等も搬入されて

いる。中島遺跡・光屋敷遺跡・中条遺跡内の常光院東遺跡等は、いずれも遺跡自体の規模が拡大し奈

良・平安時代へと長期にわたって集落が継続する特徴を示している。現在調査中の一本木前遺跡でも後

期を中心に奈良・平安時代までの住居跡が450軒以上検出されており、当該期の祭記跡も発見されてい

る。

一方、古墳を見てみると群を形成して築造されているのがわかる。櫛挽台地上の別府古墳群・龍原裏

古墳群・三ヶ尻古墳群、新荒川扇状地上の玉井古墳群・広瀬古墳群・坪井古墳群・石原古墳群・肥塚古

墳群、荒川右岸の段丘堆積層上の村岡古墳群、妻沼低地上の中条古墳群・上之古墳群・行田市酒巻古墳

群等が分布する。これらは概ね6世紀から 7世紀ないしは8世紀初頭にかけて形成された古墳群である。
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第2図周辺遺跡分布図
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本遺跡の北東端に分布する上之古墳群には墳丘の残る古墳が存在し、試掘調査により多量の円筒埴輪が

出土する箇所が確認されており、さらなる古墳の存在の可能性を示唆している。本遺跡の北西に分布す

る肥塚古墳群では川原石乱石積と角閃石安山岩切組積の 2種類の胴張型横穴式石室をもっ古墳が確認さ

れており、前者は荒川水系の石材、後者は利根川水系の石材と判断され非常に興味深い様相を呈してい

る。さらに、北には鎧塚古墳・女塚 1""6号墳・権現山古墳・大塚古墳等からなる中条古墳群が存在す

る。鎧塚古墳は全長43.8mの帆立員式前方後円墳で、須恵器高杯型器台等(県指定文化財)を伴う墓前

祭杷跡2ヶ所が確認されており、築造年代は、 5世紀末""6世紀初頭に比定されている。大塚古墳は大

型の胴張型横穴式石室をもち、側壁に角閃石安山岩、奥壁・天井石に緑泥片岩を使用しており、 7世紀

前半に比定されている。利根川の右岸に分布する酒巻古墳群の酒巻14号墳では、馬に旗を立てる道具で

ある蛇行状鉄器をつけた馬形埴輪等が出土しており、渡来系の要素が多くみられる。そして、櫛挽台地

上の龍原裏古墳群は、川原石乱石積の胴張型横穴式石室を有する古墳群であるが、 7世紀末の築造と考

えられる八角形の墳形をもっ古墳の存在が知られており、終末期の古墳の様相、さらには幡羅郡の郡寺

的な機能を有するとも考えられている 8世紀初頭創建の西別府廃寺という初期寺院との関係においても

見逃すことのできない発見である。さらには、滑石製模造品を使った水辺の祭杷が行われた西別府祭杷

遺跡が所在し、近接する深谷市の幡羅遺跡では最近総柱倉庫群が発見され、幡羅郡衝の正倉と考えられ

ている。

また、広瀬古墳群中の宮塚古墳は、上円下方墳という特異な墳形を今に残し熊谷市唯一の国指定史跡

として知られている。

古墳時代後半に自然堤防上の微高地に形成された集落の多くは、増減はするものの奈良・平安時代へ

と継続されていく。奈良時代には、この地域も律令体制に組み込まれていき、低湿地一帯では中条条

里・小敷田条里・南河原条里等条里制に関わる遺構の痕跡を止めている。このころの中心的集落遺跡は

第2図掲載遺跡一覧表

1前中西遺跡

7河上氏館跡

13熊谷氏館跡

19万吉西浦遺跡

2藤之宮遺跡

8八幡上遺跡

14天神前遺跡

20村岡館跡

3諏訪木遺跡

9出口上遺跡

15兵部裏屋敷跡

21北西原遺跡

4平戸遺跡 5成田氏館跡 6箱田氏館跡

10出口下遺跡 11肥塚中島遺跡 12肥塚館跡

16御蔵場跡 17市田氏館跡 18久下氏館跡

22中耕地遺跡 23西通遺跡 24東通遺跡

25土用ヶ谷戸遺跡

30天神東遺跡

26横塚山古墳 27奈良東耕地遺跡 28下河原上遺跡 29北島遺跡

36光屋敷遺跡

31田谷遺跡

37女塚遺跡、

42小敷田遺跡 43池守遺跡

48弥藤吾新田遺跡

I中条古墳群 A鎧塚古墳

N玉井古墳群 V坪井古墳群

33天神遺跡32上川上東遺跡

38鎧塚遺跡 39中島遺跡

44古宮遺跡 45上河原遺跡

B女塚 1----6号墳

VI石原古墳群

C大塚古墳

vn村岡古墳群
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34中条遺跡

40中条条里遺跡

46星宮皿尾遺跡

E肥塚古墳群

vm酒巻古墳群

35中条氏館跡

41池上遺跡

47持田藤の宮遺跡

E上之古墳群



北島遺跡にみられる。 300軒以上もの住居跡が検出されている大規模集落である。 7世紀から 9世紀を

中心に12世紀さらには中世にまで及ぶ集落であり、大規模な掘立柱建物跡・道路状遺構・河川跡等様々

な遺構と遺物が検出されている。また、 9世紀前半には二重の溝で区画され、区画内に大型の掘立住建

物跡と少数の竪穴住居跡で構成される地区が登場している。この区画施設は、 10世紀前半には位置を変

え、 11世紀前半には消滅する。つまり、北島遺跡は周辺に前述の条里制地域をひかえ地域の中核となる

典型的律令制集落である。また、本遺跡においても北島遺跡と同様に掘立柱建物跡をともなう集落が形

成されており、地方の豪族居館的様相も看取できる。さらには 7世紀末から 8世紀初頭頃の出挙木簡を

出土した小敷田遺跡、整然と配された 9世紀代の掘立柱建物跡群が検出された池上遺跡も存在する。本

遺跡の東には古墳時代後期から平安時代にかけての祭記が行われた河川跡が確認された諏訪木遺跡が存

在する。祭相関連の遺物としては、馬頭骨、管玉・切子玉・勾玉等の玉類、耳環、銅錦、滑石製の臼玉

さらには斎串・人形等が土師器・須恵器・農具等の木製品と伴に出土しており、村(地域)の祭記であ

る民間祭聞から律令体制下の祭班、すなわち国家祭杷へと祭記形態が変化していったことが確認された

例として注目される。また平安時代の溝に区画された集落跡や大型の掘立柱建物跡群、多数の灰軸陶器

や緑紬陶器が検出されるなど特殊な様相を示し、やはり地方豪族居館的様相が看取できる遺跡である。

平安時代末から中世になると、武蔵七党やその他の在地武士団の館跡が散在するようになる。中条氏

館跡・成田氏館跡・熊谷氏館跡・市田氏館跡・久下氏館跡・皿尾城(星宮皿尾遺跡)等であるが、いず

れの居館も実態の判明するものはほとんどない。その中で遺構の残りの良いものの中に、中条氏館跡

(県指定史跡)がある。中条家長の居館で常光院及びその周辺が当てられており、常光院の境内に土塁の

一部と堀を良く残している。この他中条氏関連の遺跡としては、光屋敷遺跡・常光院東遺跡・権現山遺

跡等があり、これらは主に中世前半の館跡と考えられる。光屋敷遺跡は、中条氏の祖・中条常光の館跡

と伝えられている。しかし、発掘調査によって館跡の存在は確認されたが、出土遺物から室町時代の館

跡が存在したというところまでの確証に止まっている。中世に関しては、資料がまだまだ不足している

状態で、今後の資料の蓄積に期待されるといった状況である。
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第 3図 上之土地区画整理事業地内遺跡グリッド図

第4図前中西遺跡位置図
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E 遺跡の概要

1 調査の方法

発掘調査の方法は、 1辺5mのグリッドを用いて行い、土地区画整理事業施行地域全体を網羅できる

ように設定し、北東隅を 1-1として南・東へと 1・2・3・・・とし、東西軸を優先して呼称した。

例えば lラインは北から南へ 1-1・1-2・1-3・・・と呼称した。 2ライン以東も 1ラインと同

様に呼称し、グリッド設定を行った。なお、今回報告する前中西遺跡は東西軸 1から160、南北軸121

から201までのグリッドに収まり、本報告の調査区は北東隅13-153グリッドから南西隅68-203グリ

ッドまでの範囲である。

2 検出された遺構と遺物

今回の発掘調査で検出された主な遺構は、弥生時代の竪穴住居跡6軒、竪穴状遺構 1基、方形周溝墓

13基、土器棺墓3基、木棺墓 1基、土坑4基、溝跡16条、古墳時代の竪穴住居跡7軒、掘立柱建物跡6

棟、土坑 5基、井戸跡2基、溝跡27条、奈良時代の竪穴住居跡6軒、掘立柱建物跡2棟、土坑4基、井

戸跡 l基、溝跡3条、平安時代の竪穴住居跡8軒、掘立柱建物跡7棟、竪穴状遺構 1基、土坑8基、井

戸跡5基、溝跡17条、中世の土坑4基、井戸跡11基、溝跡3条、その他時期不明の竪穴住居跡 1軒、掘

立柱建物跡3棟、掘立柱列 1列などである。出土した遺物は、縄文時代後期の土器、弥生時代中・後期

土器・石器・木製品・石製品・管玉、古墳時代及び奈良・平安時代の土師器・須恵器・灰軸陶器・瓦・

土製品・石製品・勾玉・馬歯、中世の陶器・磁器・土師質土器・瓦質土器・曲物・古銭などコンテナ約

50箱分の出土量であった。

縄文時代の遺物は、溝跡の遺物である。

弥生時代の遺物は、竪穴住居跡、竪穴状遺構、方形周溝墓、土器棺墓、木棺墓、士坑、ピット、溝跡

などの遺物である。

古墳時代の遺物は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、ピット、井戸跡、溝跡などの遺物である。

奈良時代の遺物は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、ピット、井戸跡、溝跡などの遺物である。

平安時代の遺物は、竪穴住居跡、掘立住建物跡、竪穴状遺構、土坑、ピット、井戸跡、溝跡などの遺

物である。

中世の遺物は、土坑、井戸跡、溝跡などの遺物である。
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N 遺構と遺物

1 竪穴住居跡

住居跡は、総数28軒検出され、大きく分けて弥生時代中期末から後期、古墳時代後期、奈良時代、平

安時代の時期のものが検出できた。住居跡は、調査区東側の北及び南のそれぞれの地区で集中して検出

された。

第 1号住居跡(第7図、第 1表)

19-162グリッドに位置する。第11号土坑と重複関係にあり、本遺構が切られる。

平面形は、住居跡南側が調査区域外となっているため長軸は不明であるが、短軸は2.42mを測る小判

形のプランと推定される。主軸方向はおよそN-5
0

-Wを指す。

床までの深さは約14cm、埋土は自然堆積と考えられる。

柱穴、炉、壁溝は検出できなかった。

住居内北側に 1つピットが検出され、規模は、径64X54cm、深さ約10cmであった。

出土遺物は、弥生土器査破片などが出土した。また、他に土師器杯、須恵器杯が出土したが、周囲の

遺構からの混入遺物と思われる。

oo-マ
N
4

第l明主居跡

1灰色土(黄褐色土ブロック若干、火山灰、酸化鉄多量に含む)

2灰色土曜豊ヒ鉄多量に含む)
2m 

1 : H() 

¥---=寸ι-lJ7 ~三ご二ド二7a
。 lOcm

ヒ二 h:4 

ξテ況

説、2

f、3

、4

第7圏第 1号住居跡・出土遺物

第 1表第 1号住居跡出土遺物観察表

議~!

10cIIl 

) : ;} 

番号 器 種 口径 器品 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 弥生土器壷 にぶい黄燈色 頚部

2 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 竹管による利突文。

3 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 竹管による刺突文。

4 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胸部 竹管による刺突文。

5 弥生土器壷 明赤褐色 頚部 沈線文聞に縄文施文?

6 弥生土器壷 (6.0) GLNO 明赤褐色 底部

7 土師器杯 (11.5) ABH 燈色 A 10%以下 混入遺物。

8 須恵器杯 (12.1) ABLN 灰色 A 10%以下 末野産。混入遺物。

丘
U
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第2号住居跡(第8図、第2表)

21-174グリッドに位置する。第19号土坑及び第33号溝跡と重複関係にあり、それぞれに本遺構が切

られている。古い順に並べると、本遺構、第33号溝跡、第四号土坑の順となる。西側が調査区域外とな

っており、東側の一部が試掘調査時のトレンチによる撹乱を受けている。

平面形は長軸が不明であるが、短軸2.8mを測るやや|璃丸の長方形のブPランと推定される。主軸方向は

およそN-16'-Wを指す。

床までの深さは22cm"-28cm、埋土は自然堆積と考えられる。

柱穴はP1のみ検出された。規模は径24X20cmを測り、深さは浅くわず、か6.8cmである。

炉、壁溝は検出できなかった。

調査区域外 十--F-三』

SK旬¥、、
「-T一一一

1¥ 、L l¥¥/、--ノ 、ーーー 、 _-〆 ¥ 〆-- ーー一一一『ー_- ， 
撹乱、¥ ¥ 

¥ 

ι14.00 一畠'

第2号住居跡

1灰色土(黄椅色土粒子、火山灰、酸化鉄多量に吉む)

2灰色土般的生、火山灰、炭化物若干含む)

3灰色土(酸化鉄多量に吉む)

4灰色土織化鉄ブロック・粒子多量に含む)

5黄褐色土
2m 

1 :(;0 

第8図 第2号住居跡・出土遺物

第2表第2号住居跡出土遺物観察表

lOcm 

1 : 4 
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10cm 
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番号 器種 口径 器局 底径 胎士 色調 焼成 残存率 備 考

l 弥生土器壷 2.4 AJLMN 黒褐色 B 45% 

2 弥生土器褒 にぶい燈色 胴部 条痕文。

3 弥生土器費 援色 胴部 条痕文。

4 弥生土器費 にぶい褐色 胴部 条痕文。

5 土師器杯 (12.4) AJH 明赤褐色 A 10%以下 混入遺物。

6 土師器鉢 (22.7) 12.2 (3.3) ABEHJM にぶい褐色 A 20% 混入遺物。

円

i-Eム



出土遺物は、住居跡のほぼ中央を横断する形で溝跡が切っていたため出土量は比較的少なく、弥生土

器査・費などが出土した。壷には小型のものも見られた。また、土坑とも切りあっていたため、土師器

部・鉢などの混入が認められた。

第3号住居跡(第9図、第3表)

18-162グリッドを中心に位置する。第11・12号溝跡と重複関係にあり、本遺構がそれぞれに切られ

ている。古い順に、本遺構、第12号溝跡、第11号溝跡の順となる。また、北側は調査区域外となってお

り、住居の南東隅が撹乱により壊されている。

平面形は、住居跡北側が調査区域外となっているため全体が把握できず、規模を測れるのは短軸と考

えられる一方軸方向のみで、 3.47mであった。隅丸長方形のプランと推定される。主軸方向はおよそN

-16
0 -wを指す。

床までの深さは最も深いところで約47cm、平均35cmほどである。床面は、緩い段をもち東側が一段深

い。埋土は自然堆積と考えられる。堆積土層の数ヶ所を貫く噴砂の跡が確認された。

壁の立ち上がりは、西側の一部がテラス状になっている箇所が確認された。

住穴、炉、壁溝は検出できなかった。

出土遺物は少なく、弥生土器壷・嚢などが出土した。

第4号住居跡(第10図、第4表)

面l

¥ 
/ 

/ 

撹乱

岨l
，0.24.00 _A'. 

¥， 
¥，畿、3

lOcm 

J ;3 

第3号住居跡

1灰色土(浅黄色土ブロック吉む、火山灰、喜劇凶失多量に含む)

2灰色土機化鹸プロック多量に含む)

3灰色土(浅黄色士ブロック若干、劇ヒ鉄多量に含む)

4噴砂

2m 

第9図第3号住居跡・出土遺物

1 :(;U 

第3表第3号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 弥生土器壷 灰白色 胴部 沈線文区画内にLR縄文。
2 弥生土器褒 黒褐色 胴部 条痕文。

3. 弥生土器壷 灰黄褐色 胴部

4 弥生土器壷 6.7 にぶい黄燈色 底部

。。
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31-171グリッドに位置する。プランの一部が後世の暗渠排水により撹乱を受けていた。

平面形は推定長軸3.5m、短軸2.9mのやや小判形を呈する隅丸長方形のフ。ランで、面積は約9.5ぱを測

る。主軸方向はおよそN-1T-Eを指す。

埋土は自然堆積と考えられる。床までの深さは約20cm、

P2は炉の可能性があるが、調査の段階では明らかこの内P1は住穴、ピットは2つ検出されたが、

P2が径35X30cm、深さ9.6cmである。深さ8.7cm、にできなかった。各々の規模は、 P1が径30X29cm、

壁溝は検出できなかった。

出土遺物は非常に少なく、弥生土器高坪・壷破片などが出土した。

第5号住居跡(第11図、第5表)

また、38-173グリッドを中心に位置する。第47号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切られている。

東側の大部分が調査区域外となっている。

平面形は不明であるが、おそらく隅丸長方形のプランを呈すると推定される。主軸方向はおよそN-

6"-Eを指すと推定される。

床までの深さは約30cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

柱穴、炉、壁溝は検出できなかった。

出土遺物はほとんどなく、図示可能な遺物は少なかった。弥生土器査・費破片などが出土した。

第6号住居跡(第12図、第6表)

66・67-188グリッドに位置する。住居の北・東・西3方向のほとんど、の部分が調査区域外となって
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事4号住居跡

1絹灰色枯質土(しまり強い、相性弱い、パミス、酸化鉄多量に含む)

2暗灰色結質土(しまり強い、粘性弱い、パミス少量酸仕鉄若干吉む)

-A: A_14.00 

2m 

1:60 

第4号住居跡・出土遺物第10図

第4号住居跡出土遺物観察表

考

内外面に赤彩。

櫛描簾状文及び波状文

地文にLR縄文。
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¥__上てフ5

第5号住居跡

1灰色土強化鉄少量、炭仕効わずか、火山灰若干含む)

2黄灰色粘質土(灰白色シルト粒子少量、火山灰若干、炭イ凶勿、土器含む)

3灰色粘置土(灰白色シルト粒子若干、火山灰わず削こ含む)

4暗灰色粘質土俵似脚少量吉む)

5灰色粘質士(灰色粘質土プロック少量吉む)

6灰色粘質土(灰色粕質土ブロックわず糾こ吉む)
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第5号住居跡・出土遺物第11図

第5号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 地文に縄文。

2 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 地文に縄文。

3 弥生土器褒 暗赤褐色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

4 弥生土器費 にぶい赤褐色 胴部 条痕文。

5 弥生土器壷 (7.7) にぶい燈色 底部

第5表

隅丸の方形プランと推定される。主軸はおよそN平面形は、南東角を残すのみで軸長は不明で、

37'-Eを指す。

床までの深さは、約27cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

P2が径52X43cm、深さP2の2つが検出された。規模はP1が径不明、深さ22cm、柱穴はP1、

P1P2間のやや南寄りに袋状の掘り方のP3が検出されたが、炉であるかは不明である。

壁溝は検出できなかった。

26cmを測る。

また、その他のピットとしてはP4が検出され、その平面形は一辺72X55cmの方形フoランに直径約

38cmの穴が掘り窪まれているもので、深さは40cmを測る。

出土遺物は比較的少なく、弥生土器高坪・壷・嚢などが出土した。

第7号住居跡(第13図、第7表)

20-156グリッドを中心に位置する。第4号土坑、第10号ピット、第2号溝跡と重複関係にあり、本

カマドの部分は本来調査区域外となっていたが、その他の遺構に切られる。遺構が第2号溝跡を切り、

拡張して調査を行った。

平面形は長軸約3.46m、短軸2.0mのほぼ長方形のフ。ランで、面積は7.27凶を測る。主軸方向は短軸方

-20-
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調査区域外

A14•OO 
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第6号荘居跡

1黒色土 t灰オリープ色土粒子吉む}

2黒色土 t灰オリープ色土プロック、炭仕草勿含む)

3灰オリープ色土(黒色士、割合むJ
4褐灰色士〈灰オリープ色土ブロック、相宿む)。 2m 

1 :60 

第12図第6号住居跡・出土遺物

第6表第6号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率

1 弥生土器高杯 (16.8) AEHJN にぶい黄燈色 B 15% 

2 弥生土器費 (19.0) AIJN にぶい黄櫨色 A 10% 

3 弥生土器褒 AHIJ にぶい黄燈色 10% 

4 弥生土器査 にぶい燈色 口縁部

5 弥生土器壷 (7.7) にぶい褐色 底部

6 弥生土器壷 (7.7) にぶい燈色 底部

7 弥生土器壷 (7.6) にぶい褐色 底部

8 弥生土器褒 (7.9) にぶい燈色 底部

備 考

外商刷毛目。内面口縁部付近刷毛目。

内外面刷毛目。

外面刷毛目。

内外面赤彩。

外面刷毛目。

外面刷毛目。

外面刷毛目。

床までの深さは平均約16cmで、深いところで約20cmである。埋土は自然堆積と考えられる。

柱穴と考えられるピット P1が 1つ検出できた。その規模は径25X23cm、深さ15cmを測る。

1:3 

カマドは東壁のやや南寄りに設けられ、煙道は最大幅約36cmで、約70cm東に延び、ている。袖は、検出

で、きなかったが、両袖の補強材として使用されたと推定できる土師器曹が倒立して検出された。また、

燃焼部と考えられる規模径68X49cmを測るピットが検出された。

カマド右脇、住居の東南隅に貯蔵穴と考えられるピットが検出された。その規模は、径55X49cm、深

さ33cmを視リる。

壁溝は検出できなかった。

21-
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第7号性居跡カマド

1灰色土(火山灰、酸仕鉄多量に含む)

2灰色土(火山灰、焼土プロック、酸化鉄多量に古む)

3灰層(焼土プロック若干含む)

第7射揖跡

4灰色土(浅黄色土ブロック少量、火山灰、酸化鉄多量、焼土若干含む)

。
1灰色士(地山土プロック、火山灰、酸仕重要多量1に古む)

2灰色士(地山士プロック、火山灰、酸化鉄多量に吉む)

3黄褐色土(灰色土ブロック多量に吉む)

。

第13圏第7号住居跡・出土遺物
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第7表第7号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 (11.8) AHJ 燈色 B 10%以下

2 土師器杯 (13.2) ABEGJK にぶい褐色 B 10%以下

3 土師器杯 12.7 3.2 ABEJ 浅黄燈色 B 80% 

4 土師器斐 (11.8) ABCHLMN 櫨色 A 50% 内部に粘土輪積痕。

5 土師器褒 (23.0) ABEGMN 燈色 A 60% 

6 土師器雪量 18.0 ABEGHJMN 燈色 A 70% 

7 土師器費 (22.0) ABEHMN にぶい赤褐色 A 20% 

8 須恵器壷 AEHM 灰色 A 胴部 外面カキ目。内面青海波文。

9 須恵器褒 AHM 暗灰色 A 胴部

10 弥生土器壷 にぶい褐色 口縁部 口縁部外面及び口唇部にLR縄文。混入遺物。

11 弥生土器査 燈色 口縁部 混入遺物。

12 弥生土器壷 黄灰色 胴(上半)部 混入遺物。

13 弥生土器壷 にぶい燈色 胴部
L___ 

出土遺物は、カマド及び南西隅付近に主に分布し、土師器杯・費、須恵器嚢などが検出された。土師

器は、いず、れも比較的良好な資料であった。また、付近からの混入で弥生土器壷破片が出土した。

第8号住居跡(第14図、第8表)

16・17-162・163グリッドに位置する。第17号掘立柱建物跡と重複関係にあるが、新旧関係は明ら

かにできなかった。住居の南側のほとんと、が調査区域外となっている。

平面形は、カマドの一部及び北東隅がわずかに検出できただけでプランは不明であるが、おそらく長

方形ないしは正方形を呈すると推定される。主軸はおよそN-7'-Wを指す。

調査区域外の壁により断面観察をしたところ、床までの深さは最深で約36cm、埋土は自然堆積と考え

られる。堆積土層の一部が噴砂により撹乱されていた。

カマドは北壁のほぼ中央に設けられ、残存していた煙道の規模は、最大幅約60cmで、約60cm北に延び、

ていた。袖は、検出できなかった。また、燃焼部も検出できなかった。

カマド右脇、住居の東南隅で貯蔵穴と考えられるピットの一部を検出した。その規模は、残存最大幅

1.10mを測る。

SD10 

4 JI 
第8号住居跡

1焼土ブロック層

2灰色土似く山灰、酸仕鉄多量、焼士若干吉む)

3灰色土曜睦化鉄多量こ吉む)

4灰色土〈灰白色士粒子、齢化鉄多量に含む)

5灰色土(劇倣多量、焼土少量吉む)

6灰色士(黄褐色土プロック少量、酸仕鉄事量に吉む)

7噴砂

-坦~

2m 

1 : 60 
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第14圏第8号住居跡・出土遺物

第8表第8号住居跡出土遺物観察表

備考

外面吸炭により黒色化。

頚部櫛描簾状文。口縁部刷毛目状調整。混入遺物。
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壁溝は、西壁にその痕跡を土層断面上で観察できた。

柱穴は、 当然のごとく検出できなかった。

出土遺物は土師器杯・嚢破片がわずかではあるが検出されたが図示可能な遺物はほとんどなかった。

図示した弥生土器費破片は、隣接する溝跡からの混入遺物であると考えられる。

第9号住居跡(第15図、第9表)

27-194・195グリッドを中心に位置する。カマド及び、住居の北西隅が調査区域外となっている。

平面形は、土層観察が困難であったためプランを推定するに止まった。その長軸は、 4.6m、短軸3.9

mの長方形のブρランで、面積は17.94mを測る。主軸は長軸で、およそN-24.-Eを指す。

床までの深さは床面ぎりぎりの検出であったため不明である。

第 9表
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第15図 第9号住居跡・出土遺物

第9号住居跡出土遺物観察表
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柱穴はP1、P2の2つのみ検出された。各々の規模はP1が径32X26cmで、深さ 16cm、P2が径

30X26cm、深さ16cmを測る。

カマドは北壁のやや西寄り中央部に設けられていた。カマド軸は住居主軸より東へ約10
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第10表第10号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器蓋 (14.9) ABHN 灰白色 A 10% 

2 土師器杯 (11.9) ABCJHK 浅黄燈色 B 10% 

3 土師器杯 (12.3) ABEJ 灰黄褐色 B 10% 

4 土師器杯 (12.0) ABEHJ 燈色 C 10% 

5 土師器杯 (12.0) AEJK 灰褐色 C 10% 

6 土師器杯 (13.1) ABHKMN 燈色 B 10% 

7 土師器褒 (22.5) ABEG にぶい燈色 A 10%以下

8 土師器費 ABGJMN 燈色 A 10% 混入遺物。

9 須恵器褒 (13.4) ABN 灰色 A 底部

10 須恵器褒 AB 灰色 A 口縁部 11と同一個体。

11 須恵器褒 AB 灰色 A 口縁部 10と同一個体。

12 弥生土器費 燈色 鯛部 櫛描波状文。混入遺物。

13 弥生土器褒 (8.8) にぶい燈色 底部 混入遺物。
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調査区域外、

第 II号住居跡

1黒灰色粘質土(しまり強い、軸性弱い、パミス少量、焼士、炭化物多量に吉む)

2褐灰色粘質土(しまり強い、柑甥車い、パミス、酸化最多量に吉む)

3オリーブ褐色結質土(しまり強い、粘性弱い、酸化齢、炭化期措子宮む)

4青灰色結質土(しまり強い、軸4損事い、やや砂賞、パミス少量、酷化鉄若干含む)。

-w-
てE

¥sd 5，m 

1:2 

第17圏 第"号住居跡・出土遺物

ιu 
つ山

ミ己J
ヒユヲイ

子弓す

達三三 ノ7 達三←;Jt

¥iiJ;A日 4
~- I -{f 

ドイコ)三¥1

¥ 
2m 

1 :60 

講義、15¥

/、
-_/ -....ー一一一戸ノ

¥、

ヒゴぉ
10'皿

1:3 



第11号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 (10.8) (3.4) AElJ 明赤褐色 C 15% 

2 土師器杯 (10.5) (3.2) ACJ にぶい燈色 B 15% 

3 土師器杯 (10.8) ADJK 鐙色 A 15% 

4 土師器坪 (10.6) AHJ 灰黄褐色 B 15% 

5 土師器杯 (11.5) AElJ 浅黄燈色 B 10% 

6 土師器杯 (10.9) AHJN 者量色 A 10% 

7 土師器杯 (11.3) AHJ 灰黄褐色 A 15% 

8 土師器杯 (13.3) ABEJK 灰黄色 B 20% 

9 士師器杯 (13.0) AHJK 灰黄褐色 B 20% 

10 土師器士干 (15.6) AEHJN にぶい赤褐色 A 15% 

11 土師器費 (24.1) ABEHJM 灰黄色 B 10%以下

12 士師器壷 ABEGHKMN 赤色 B 15% 

13 土師器壷 7.4 AEJM にぶい樫色 A 底部 混入遺物。

14 弥生土器壷 ABEHJMN 浅黄燈色 B 15% 混入遺物。

15 弥生土器壷 にぶい黄櫨色 胴部 地文LR縄文。混入遺物。

16 弥生土器歪 (8.8) にぶい黄櫨色 底部 混入遺物。

17 紡錘車 広商径4.3狭商径3.2厚さ1.5 半欠損 重さ23.7g。滑石製。広面は全面剥離。

第11表
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| 第四号住居跡 | 
1灰色土(白色土粒子、焼土、炭化物多量に含む)

2灰色士(灰黄色土粒子若干、火山灰劇色最多量に含む)

3灰色士(白色土粒子、焼土、炭{凶勿、酸倣失多量に含む)

4灰色士〈灰黄色士プロック、火山灰、酸化鉄多量、炭化物若干吉む)

5灰色結質土幌士、炭化物多量に古むの

6灰色士(灰色土ブロック、火山灰、酬改笑多量に古む)

5032 

第12号住居跡・出土遺物第18図

第12号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器蓋 (16.3) ABCGHJ 灰褐色 A 10%以下

2 土師器杯 (11.8) (3.3) ABHKM 燈色 C 10% 

3 土師器杯 (12.8) ABJK にぶい掻色 B 10% 

4 土師器杯 (12.0) 4.1 AGKN 燈色 C 20% 

5 須恵器坪 (12.5) ABFH 灰色 A 10%以下 南比企産。

6 土師器費 20.6 AEHJKMN 燈色 B 10% 

7 須恵器壷 ABN 灰色 A 10% 胴部外面カキ目。

第12表
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ていた。煙道は幅約42cmである。袖は、両袖に補強材としての土師器警が倒立した状態で検出できた。

壁溝、貯蔵穴は検出で、きなかった。

出土遺物は、図示したカマド袖の土師器嚢2点、燃焼部で土師器甑 1点が検出できたに止まった。

第10号住居跡(第16図、第10表)

33・34-171グリッドを中心に位置する。第22号土坑、第106号ピットと重複関係にあり、本遺構が

それぞれに切られている。また、カマドの一部、住居の北東隅及び、南西隅が調査区域外となっている。

平面形は長軸約5.4m、短軸5.14mのほぼ正方形のプランで、面積は27.76rrfを測る。主軸方向はおよ

そN-33
0

-Wを指す。

床までの深さは約18cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

ピットが 1つ検出されたが、それが柱穴にあたるかは不明である。規模は、径37X27cm、深さ約67

cmを測る。

カマドは北壁のほぼ中央部に設けられていたと推定されるが、詳細は明らかにできなかった。

壁溝は、東壁の北寄り、南壁の東と西に途切れ途切れに検出できた。その規模は、幅26cm、深さ 8cm

から幅30cm、深さ 6cmを測った。

出土遺物は主に破片であったが、土師器坪・曹、須恵器費などを検出したほか、他時期の遺物として

弥生土器費などの破片が混じっていた。

第11号住居跡(第17図、第11表)

35-171・172グリッドに位置する。第13号井戸跡、第41号溝跡、第123...._，133号ピットと重複関係

にあり、それぞれの遺構に本遺構が切られる。南側の一部は調査区域外となっている。

平面形は、他遺構との切り合いが大きく、プランを正確に把握することはできないが、方形のプラン

を呈すると推定できる。また、規模及び主軸方向を判断することも困難である。

床までの深さは約18cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

カマド、柱穴、壁溝、貯蔵穴は検出できなかった。

出土遺物は、他遺構との切り合いが大きかった割には出土量が多く、土師器坪・曹のほか、滑石製の

紡錘車などが検出された。また、他時期の遺物として弥生土器壷、土師器壷などの破片が混じっていた。

第12号住居跡(第18図、第12表)

20-172・173グリッドを中心に位置する。第32号溝跡と重複関係にあり、第32号溝跡が埋まりきっ

た後に本遺構がつくられたようである。住居の南西隅が試掘調査時のトレンチにより撹乱を受けている。

また、東側は調査区域外となっている。

平面形は、軸長が測れる一方向で、長さ4.58mを測る長方形のブpランであったと推測される。主軸方

向はほぼ真北を指す。

床までの深さは、最深で約30cmであった。埋土は自然堆積と考えられる。

カマドは北壁に設けられていたが、東側は調査区域外となり不明である。ほぽ燃焼部のみの検出で、

煙道の詳細は不明である。袖は、左袖のみ確認された。

柱穴、壁溝、貯蔵穴は検出できなかった。

出土遺物は大量に検出されたが、細かい破片資料ばかりで、図示可能な遺物は少なかった。須恵器

蓋・壷、土師器杯・棄などが出土した。
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第13号住居跡(第19図、第13表)

20-156・157グリッドに位置する。第3号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。また、第

15号ピットに本遺構が切られている。住居の東側の大部分が調査区域外となっている。

平面形は明らかにすることができなかったが、おそらく長軸方向と考えられる軸長の測れる一方向で

約5.40mの長方形のフランと推測される。主軸はおよそN-15
0

-Wを指すと推定される。

床までの深さは約17cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

壁溝は、平面的に検出できなかったが、土層断面観察から北壁の一部にわずかに認められた。幅は、

約10cm、深さはわずかに 4cmほどである。

カマド、住穴、貯蔵穴は検出できなかった。

出土遺物は少なく、土師器杯、須恵器壷などの破片のほか、弥生土器査などの破片が混入遺物として

出土した。

第14号住居跡(第20図、第14表)

21-164グリッドを中心に位置する。第28号住居跡、第12号土坑と重複関係にあり、それぞれに本遺

「

g 

ヨ
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第 13号住居跡

1灰色士(黄褐色土粒子少量、火山灰、酸化鉄多量、焼士、炭仕幼若干吉む)

2灰色士(黄褐色土プロック、酸化鉄多量に吉む)

3黄褐色土(灰色土プロック、焼土、炭化物ブロック若干含む)

4灰色土織化鉄多量に吉む)
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第19圏 第13号住居跡・出土遺物

第13表第13号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 (12.3) ABHJKM 櫨色 B 10%以下

2 土師器杯 (13.8) AEJLN 澄色 C 10%以下

3 土師器坪 (12.3) AHJKM 燈色 B 10% 

4 須恵器壷 AB 灰色 A 胴(下半)部 外面カキ目。

5 弥生土器壷 にぶい黄褐色 胴(上半)部 混入遺物。
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構が切られている。古い順に、本遺構、第12号土坑、第28号住居跡である。住居の西側が調査区域外と

なっている。また、南東隅が試掘調査時のトレンチにより撹乱を受けている。

平面形は、正確には明らかではないが、短軸方向の軸長2.72mで東西に長軸をもっ長方形プランであ

ると推定される。主軸はおよそN-16
0

-Wを指すと推定される。

床までの深さは、土層断面観察の結果約28cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

大小のピットがP1から P5まで5つ検出されたが、いずれが柱穴にあたるか不明である。その規模

は、それぞれ径、深さの順にP1が37X28cm、10.lcm、P2が33X27cm、8.3cm、P3が最大径82cm、

18cm、P4が一方径45cm、10cm、P5が35X31cm、12.8cmを測る。

カマド、壁溝、貯蔵穴は検出できなかった。

戸

¥-_J J2 

モ十一メ

旦_j!'

第 14

1灰色土焼土炭化物多量に含む)

2灰色土(火山灰多量、地山士粒子少量、焼十、炭化物若干含む)

3灰色土(地山土ブロック、劇ヒ鉄多量に吉む)

4灰色土(地山土ブロック多量、焼土、炭化物若干含む)

5灰色粕質士(酸回表ブロック多量1に吉む)

第 28号4揖跡カマド

1灰色士(火山灰多量、酸化鉄、焼士、炭化物若干吉む)

~3 子三4ーイ4

@ 

第20図 第14・28号住居跡、第14号住居跡出土遺物

第14表第14号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考ー

l 須恵器坪 (12.1) ABFN 灰色 B 10%以下 南比企産。

2 須恵器坪 (9.9) ABFGH 灰色 A 10%以下 南比企産。

3 須恵器坪 (8.5) ABF 灰色 A 10%以下 南比企産。

4 須恵器椀 9.2 ABJL 灰色 A 10% 末野産。

5 須恵器壷 AB 黄灰色 A 10%以下 外面肩上半に自然紬。

2m 

1 : 60 

6 須恵、器費 AFN 褐灰色 A 胴部 外面一部平行叩き目。内面あて具痕。南比企産。

7 土錘 長さ4.8 幅1.3 厚さ1.3 にぶい黄燈色 ほぼ完存 重さ8.3g。
L一一一一 L 一一一
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出土遺物は、図示可能だ、った須恵器坪・椀・壷・嚢のほか、破片のため図示できなかった土師器坪・

嚢などが少量検出できた。また、土錘の検出があった。

第15号住居跡(第21図、第15表)

20・21-158グリッドを中心に位置する。第4号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切られる。住居の

およそ西半分が調査区域外となっている。

平面形は長軸が不明、短軸2.72mの長方形のフ。ランと推定できる。主軸はおよそN-1r-wを指す。

床面の起伏がやや激しいが、床までの深さは平均約20cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

カマドは北壁に設けられ、残存していた煙道は、約90cm北に延び、ていた。袖は、右側にわずかに検出

できた。燃焼部はわず、かな窪みが確認できた。

大小のピットがP1から P5まで 5つ検出されたが、いずれも柱穴ではないと考えられる。その規模

は、それぞれ径、深さの順にP1が82X48cm、7cm、P2が90X88cm、10cm、P3が38X28cm、27cm、

P4が60x42cm、14cm、P5が最大径38cm、12cmを測る。

壁溝、貯蔵穴は検出できなかった。

出土遺物は少なく、須恵器坪・椀、土師器嚢などがわずかに検出できたに止まった。
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l 問問問問問仰
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干、 P3 p， 

MZ多物酬
第 15号住居跡

1灰色士(灰白色土粒子、焼土多量に含む)

2灰色士

3灰色土(灰白色士粒子、火山灰、焼士、炭化物多量に含む)

4灰色土(焼土、炭化物多量に吉む)

5灰色土(焼士ブロック多量に吉む)

6灰色土(シル卜質、火山灰、齢化鉄、炭化物、焼士多量に吉む)

7灰色土(ンルト賀、酸七鉄、焼士多量に吉む)

8灰色士(断七鉄多量、焼士、炭化物若干含む)

第 15号住居内ヒ。ット

1灰色土(灰白色上粒子若干、酸化鉄多量、焼士、炭化物古む)
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第21図 第15号住居跡・出土遺物
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第15号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器杯 (13.1) ABF 灰色 A 10%以下 南比企産。

2 須恵器杯 7.1 ABFN 灰色 A 15% 南比企産。

3 須恵器杯 (9.0) AF 灰黄褐色 B 10%以下 南比企産。

4 須恵器椀 (9.6) ABM 灰色 A 15% 

5 土師器費 (21.3) ACJMN 鐙色 A 10%以下

6 土師器蜜 (23.6) ABEHJKLM 燈色 A 10%以下

7 土師器蜜 (4.2) ABEK にぶい赤褐色 A 10% 

第 15表

第16号住居跡(第22図、第16表)

19-196グリッドを中心に位置する。住居の南側の大部分が調査区域外となっている。

正方形ないしは南北に長い長方形のプランでいずれの軸長も測れず詳細は不明であるが、平面形は、

あったと推定される。主軸はおよそN-26
0

-Eを指す。

床までの深さは約10cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

カマドは北壁に設けられていた。煙道は幅約48cmで、約70cm北へ延び、ていた。燃焼部、袖は検出でき
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第16号住居跡・・出土遺物第22図

第16号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 {庸 考

l 須恵器杯 (12.6) (3.5) 7.6 BGHJN 灰白色 C 50% 

2 須恵器杯 (7.5) ABHN 灰色 A 20% 底部に窯印 fXJ。

3 須恵器杯 (12.6) 3.7 7.4 ABHJLMN にぶい黄燈色 C 60% 末野産。

4 土師器嚢 (20.8) AGM にぶい燈色 B 10%以下

5 土師器饗 (14.7) AEMN 燈色 C 10%以下
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壁溝は、北壁のカマド付近から西壁にかけてL字形に検出できた。その規模は、幅12cm、深さ10cmを

測った。

柱穴、貯蔵穴は検出できなかった。

出土遺物は、カマドから北壁寄りに分布して出土し、土師器杯・費、須恵器杯などが見られた。

第17号住居跡(第23図、第17表)

21-194グリッドを中心に位置する。住居の北側の大部分が調査区域外となっている。

平面形は、軸長が測れる一方方向で長さ4.12mの正方形ないしは長方形のプランであったと推定され

る。主軸は東西方向と考えられ、ほぽ真西を指す。

床面はわずかに検出できたにすぎず、床までの深さはわずかに約6cmであった。

カマド、柱穴、壁溝などは検出で、きなかったが、カマドの位置については、同時期の住居跡例から推

定すると西に設けられていた可能性が考えられる。

出土遺物は、調査面積に比して多量に検出され、須恵器蓋・坪・費、土師器杯・嚢のほか土錘が検出

できた。土師器杯には、内面に放射状の暗文を施すものも認められた。

調査区域外
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第23図 第17号住居跡・出土遺物

第17表第17号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎士 色調 焼成 残存率 (庸 考

l 須恵器蓋 18.2 3.7 ABFHN 灰白色 A 45% 南比企産。

2 須恵器蓋 ABFH 灰白色 A つまみ部 南比企産。

3 土師器士干 13.8 2.4 (10.2) ABEHJM にぶい燈色 A 10% 内面放射状暗文。

4 士師器杯 (10.1) (8.4) AHJM にぶい燈色 B 10% 

5 須恵器杯 7.2 ABFJ 灰白色 A 30% 南比企産。

6 須恵器杯 (8.2) AFH 灰白色 A 10%以下 南比企産。

7 須恵器坪 (7.5) ABH 灰色 B 15% 底部静止へラケズリ。

8 土師器褒 (18.0) AEGJKN 燈色 C 10%以下

9 土錘 長さ2.7 幅0.7 厚さ0.8 灰褐色 完存 重さ1.6g。
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第18号住居跡(第24図、第18表)

21-195グリッドを中心に位置する。第240号ピットと重複関係にあり、本遺構が切られている。ま

た、カマドの一部が撹乱を受けており、南側の一部が調査区域外となっている。

平面形は、短軸方向しか測るととができなかったが、長さ3.57mの南北に長い長方形のフ。ランであっ

たと推定できる。主軸は短軸方向で、ほぽ真西を指す。

床までの深さは約7cmと非常に浅かった。埋土は自然堆積と考えられる。

カマドは西壁のやや北寄りに設けられていたと推定され、煙道は大部分削平を受けている上に一部撹

乱を受けていた。袖は検出で、きなかったが、燃焼部を比較的良好な状態で検出できた。燃焼部のほぼ中

央には、直径約26cm、深さ約10cmのピットが確認できた。これは、おそらく支脚を据え付けたピットで

あると考えられる。

壁溝は、調査できた範囲で全周して検出できた。その規模は、幅12cm、深さ 7cmを測った。壁溝の一

部にピットがつくられていた。そのピットの規模は、径30X27cm、深さ 18.6cmを測った。

柱穴、貯蔵穴は検出で、きなかった。

出土遺物は、住居のほぼ全面に分布し、須恵器蓋・杯・嚢、土師器嚢などの土器のほか、土錘が検出

された。また、土師器の有段口縁壷も検出されたが、これは周囲からの混入遺物と考えられる。

第19号住居跡(第25図、第四表)

22・23-195グリッドを中心に位置する。第63号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。住居

の北東隅及び東の一部が撹乱を受けている。また、南側が調査区域外となっている。

平面形は、いずれの軸長も測れず詳細は不明であるが、東西に長い長方形のプランであったと推定さ

れる。主軸は長軸方向で、およそN-111
0

-Wを指すと推定される。

床までの深さは平均約15cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

第18表第18号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 須恵器蓋 AFGHN 灰色 A 60% 南比企産。

2 須恵器蓋 ABFHN 灰白色 A 35% 南比企産。

3 須恵器蓋 (16.8) ABF 灰白色 A 10%以下 南比企産。

4 須恵器蓋 (16.2) ABH 灰白色 A 10%以下

5 須恵器蓋 (15.8) AF 灰色 A 10%以下 南比企産。

6 須恵器蓋 (14.2) ABFHN 灰色 A 10%以下 南比企産。

7 須恵器杯 (13.2) 3.5 (8.0) ABFHJN 灰色 A 10%以下 南比企産。

8 須恵器杯 (12.3) ABFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

9 須恵器杯 (7.3) GN 灰白色 B 15% 

10 須恵器杯 (8.2) ABF 灰白色 A 10%以下 南比企産。

11 須恵器土不 (9.1) AFN 灰色 A 10% 南比企産。

12 須恵器杯 (7.2) ABFG 灰色 A 20% 南比企産。

13 土師器奏 (5.3) AEM にぶい赤褐色 B 10%以下

14 土師器奏 (13.1) ABCGHKM 明赤褐色 B 10%以下

15 土師器査 AGHM にぶい樫色 B 10%以下 混入遺物。

16 土師器査 (7.9) AHJM 明赤褐色 A 10%以下 混入遺物。

17 須恵器奏 AB 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面青海波文。

18 須恵器奏 AG 灰色 A 1阿部 外面平行叩き目。内面青海波文。

19 須恵器褒 ABHM 黄灰色 A 胴部 外面平行叩き目。

20 須恵器費 AFHN 灰色 B 胸部 内面あて具痕。南比企産。

21 士錘 長さ4.8 幅1.4 厚さ1.4 赤褐色 一部欠損 重さ7.4g。
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第 18号住居跡
1オリーブ黒色粘質士(しまり強い、細生弱い、焼士、炭似勿、火山灰少量、酸化多量に吉む)

2オリープ黒色粘賀士(しまり強い、縦性弱い、韓土、白色上粒子少量、炭似勢、酸化鉄多量に含む)

3オリーブ黒色粕質士(しまり強い、相生j弱し、)

4黒色土(灰層、暗士少量吉む)

5オリーブ黒色粘質土(しまり弱い、制主弱い、白色土粒子、焼上、炭化物」量、酷化鉄多量に古む)

6民オリーブ色粘質i:(しまり強い、粕性弱い、白色土粒子少量、酎七献多量に吉む)
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第24圏 第18号住居跡・出土遺物
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第19表第四号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 須恵器蓋 ABFN 灰白色 A 15% 南比企産。

2 須恵器蓋 (17.3) ABHF 灰色 A 10%以下 南比企産。

3 須恵器蓋 (16.2) ABFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

4 土師器杯 (13.2) AEJM 燈色 C 10%以下

5 須恵器杯 (13.0) ABFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

6 須恵器:J;f (13.5) 3.7 (8.3) ABFN 灰白色 A 25% 内外面火だすき痕。南比企産。

7 須恵器杯 (7.6) AFN 灰色 B 20% 南比企産。

8 須恵器杯 (7.2) AFHN 灰色 A 15% 南比企産。

9 須恵器杯 (7.2) ABFHN 灰色 A 10% 南比企産。

10 須恵器杯 (7.2) AFGKN 灰白色 A 30% 

11 須恵器杯 (7.9) ABFN 灰白色 A 15% 南比企産。

12 須恵器郎 (6.4) AFHN にぶい黄燈色 C 20% 南比企産。

13 須恵器椀 (14.7) ABFN 灰色 A 15% 内面火だすき痕。南比企産。

14 土師器褒 (21.8) ABCJKM 燈色 B 30% 

15 須恵器長頚壷 ABN 灰色 A 20% 外面自然紬。

16 須恵器奏 ABN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。

17 土師器高杯 ABHJKMN にぶい黄褐色 B 30% 外面赤彩痕跡。混入遺物。

ピットはP1から P4まで4つ検出されたが、その内住穴にあたると考えられるピットはP1である。

その規模は、径36X33cm、深さ18cmを測る。その他のピットの規模は、 P2が径30X28cm、深さ18.7

cm、P3が径88X37cm、深さ18.1cm、P4が直径33cm、深さ23.2cmを測る。

カマドの位置は不明であるが、おそらく西壁に設けられていたと考えられる。

壁溝は検出できなかった。

出土遺物は、土師器杯・嚢、須恵器蓋・杯・長頚壷・嚢などが検出され、本遺構の所属時期以外の遺

物として、土師器高杯などが出土した。

第20表第20号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 須恵器蓋 (17.8) ABLN 灰色 A 10%以下 末野産。

2 土師器杯 (12.2) BEK にぶい燈色 B 15% 

3 土師器杯 (11.8) (9.9) BHJM にぶい燈色 A 15% 内外面タール付着。灯明皿用途。

4 土師器杯 (11.1) ABEHM 燈色 C 15% 

5 須恵器杯 (12.7) ABFH 灰色 A 10% 南比企産。

6 須恵器杯 (12.2) AF 灰色 A 10% 南比企産。

7 須恵器杯 (14.0) ABF 灰色 A 10%以下 南比企産。

8 須恵器杯 (8.6) ABFN 灰色 A 10% 南比企産。

9 須恵器杯 (7.3) ABFN 灰色 A 20% 南比企産。

10 須恵器杯 (6.5) ABFH 灰白色 A 10% 南比企産。

11 須恵器杯 (6.7) ABCFH 灰色 A 15% 南比企産。

12 須恵器杯 (7.6) AF 灰色 A 10% 南比企産。

13 須恵器杯 (5.8) ABFH 灰色 A 10%以下 南比企産。

14 須恵器椀 (6.2) AFK 灰色 A 10% 南比企産。

15 土師器饗 (21.9) ABEGHKM 燈色 A 10%以下

16 土師器褒 (21.0) AJKM 燈色 A 10%以下

17 土師器褒 (17.2) AEHJMN 灰黄色 B 10% 

18 土師器奏 (18.5) AEGIMN にぶい黄櫨色 B 10% 

19 土師器台付費 AIJKN にぶい燈色 B 15% 外面煤付着。

20 須恵器長頚査 (6.1) ABINL 灰色 A 10% 末野産。

21 須恵器長頚査 ABN 灰色 A 10% 自然紬。

22 須恵器長頚壷 (11.2) ABN 灰色 A 10% 
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第20号住居跡(第26図、第20表)

18・19-195グリッドを中心に位置する。第21・23号住居跡、第42号土坑と重複関係にあり、第23

号住居跡に本遺構が切られ、第42号土坑の上部を切り本遺構がつくられ、撹乱により不明であるが第21

号住居跡に切られていると推定される。古い順に第42号土坑、本遺構、第21号住居跡、第23号住居跡

である。

平面形は、長軸約5.53m、推定短軸長4.5mのやや長方形のフ。ランで、面積は24.89mを測る。主軸方

向は短軸方向でおよそN-llT-Eを指すと推定される。

床までの深さは約10cmを測る。

カマドの位置については、最も可能性がある箇所はカマド、柱穴、壁溝などは検出されなかったが、

東壁と考えられる。

出土遺物は住居南付近に集中して分布し、遺構確認面からの床面までの深さは浅かったが非常に多く

検出された。土師器杯・嚢・台付嚢、須恵器蓋・杯・長頚査などが出土した。
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第21明主居跡

1黒灰色粕質士(しまり強い、粘性弱い、睦土、炭化物少量、酸仕鉄多量に古む)

2黒灰色粘贋土(しまり強い、粘性弱い、焼土、炭化物灰オリープ色粘土少量吉む)
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第21号住居跡・出土遺物第27図

第21号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 須恵器蓋 (15.2) ABFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

2 須恵器士不 (7.0) ABFIN 灰白色 A 15% 南比企産。

3 須恵器杯 (6.6) ABFH 灰色 A 10% 南比企産。

4 須恵器椀 (7.9) ABFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

5 土師器賓 (5.6) ABEJK にぶい褐色 B 10%以下

6 須恵器饗 AB 灰色 A 胴部 外商自然紬。

第21表

-39一



第21号住居跡(第27図、第21表)

19・20-195グリッドに位置する。第20・22号住居跡、第42号土坑と重複関係にあり、本遺構が第

20号住居跡及び第42号土坑を切り、第22号住居跡に切られる。古い順に第42号土坑、第20号住居跡、

本遺構、第22号住居跡となる。住居の中央が試掘調査時のトレンチによって東西に撹乱を受けている。

平面形は、軸長が測れる短軸方向で長さ3.1mを測る東西に長い長方形のフ。ランである。主軸はおよそ

N-4
0

-Eとほぼ真北を指す。

床までの深さは浅く約8cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

カマドは北壁の東寄りに設けられていた。煙道は幅約40cmで、北へと延びているが、削平が激しく非

常に短い。燃焼部、袖は検出できなかった。

壁溝は、北壁の北西隅付近にわずかに検出され、その規模は幅約10cm、深さ 7cmを測った。

柱穴などのピットは検出できなかった。

出土遺物は、カマド付近及び住居南部を中心に出土し、土師器費、須恵器蓋・坪・椀・嚢などが検出

された。また、第42号土坑との重複関係から、古墳時代後期の土師器杯・嚢などの破片も混じっていた。

第22号住居跡(第28図、第22表)

20・21-195グリッドに位置する。第21号住居跡、第240号ピットと重複関係にあり、本遺構が前者

を切り、後者に切られている。住居中央部を東西に試掘調査時のトレンチが横断し撹乱している。

平面形は、長軸約5.12m、短軸3.64mのほぼ長方形のブ?ランで、面積は18.64niを測る。主軸方向は

ほぼ真北を指す。

床までの深さは約10cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

カマドは北壁のほぼ中央に設けられていた。ほぼ燃焼部のみの検出で煙道は確認できなかった。燃焼

部は方形の掘り方を呈しており、灰が大量に検出できた。袖は検出できなかった。

柱穴、壁溝などは検出できなかった。

出土遺物は、中央部が撹乱を受けていたため出土量が少なかった。カマド、住居のほぼ全体に分布し

て検出され、土師器杯・護、須恵器蓋・坪などが検出でき、土錘や欠損が著しかったが滑石製紡錘車も

検出できた。

第23号住居跡(第29図、第23表)

18-195グリッドに位置する。第20号住居跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。

平面形は、長軸約4.54m、短軸4.0mの長方形のフoランで、面積は18.16mを測る。主軸方向はおよそ

N-18
0

-Eを指す。

第22表第22号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器蓋 (17.1) 4.0 ABGHN 灰白色 A 40% 末野産?

2 土師器杯 (12.9) BDJM にぶい燈色 A 20% 

3 須恵器杯 (13.3) 3.7 (8.6) ABHI 灰白色 A 35% 

4 須恵器杯 12.9 3.0 7.5 AFHN 灰色 A 85% 南比企産。

5 須恵器土干 (13.8) BDJF 灰白色 C 10% 南比企産。

6 須恵器杯 (8.0) ABFGN 灰色- A 10% 南比企産。

7 土師器台付費 (13.0) ABGJM 燈色 A 10% 

8 土錘 長さ4.1 幅0.9 厚さ1.05 にぶい鐙色 一部欠損 重さ3.7g。

9 紡錘車 広面径4.1狭面径 厚さー 半欠損 重さ23.8g。滑石製。

-40-
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床までの深さは非常に浅く約6cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

ピットはP1から P5まで 5つ検出できたが、いずれが柱穴にあたるか不明である。それぞれの規模

は、 P1が径28X20cm、深さ28.3cm、P2が径28X27cm、深さ 17.5cm、P3が径32X26cm、深さ25.4

cm、 P4 カ~f歪38X23cm、 j栗さ 8.7cm、 P5 カ1径:42X38cm、;栗さ 30.2cmを測った。

カマドは北壁のやや西寄りに設けられていた。燃焼部のみの検出で、煙道は不明である。燃焼部には

灰と焼土が顕著に検出できた。袖は、左右両側に検出できた。

壁溝は住居のほぼ全周で検出でき、規模は幅約 7cmから20cmで、深さは約 5cmから10cmを測った。

出土遺物は、カマド及びカマド付近を中心に出土したが、出土量は比較的少なかった。土師器杯・

費・台付嚢、須恵器坪などが検出できた。また、須恵器杯には体部外面に「山Jの墨書があるものが見

られた。
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第23表 第23号住居跡出土遺物観察表

第29図 第23号住居跡・出土遺物

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器土不 (7.0) ABFN 灰色 A 25% 南比企産。

2 須曹、器杯 (13.2) (7.4) 3.6 ABFH 灰色 A 45% 体部外面墨書「山」。南比企産。

3 土師器奏 (17.2) EGM にぶい赤褐色 B 10%以下

4 土師器台付費 (12.2) ABCHJM 燈色 B 10%以下

つU44 



第24号住居跡(第30・31図、第24表)

22・23-194・195グリッドに位置する。住居の北及び西が調査区域外となっている。

平面形は、軸長が測れるものではなかったが、東西に長い長方形であると推定される。また、主軸は

長軸方向で、 N-119
0

-Wを指すと推定される。

床までの深さは非常に浅く約 8cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

ピットはP1から P6まで6つ検出されたが、その内柱穴にあたると考えられるピットはP2とP4

である。その規模は、 P2が径30X25cm、深さ25cm、P4が径28X27cm、深さ25cmを測る。その他の

ピットの規模は、 P3が直径27cm、深さ30.9cm、P5が径35X27cm、深さ 13.9cm、P6が径46X40cm、

深さ26.4cmを測る。

カマドの位置は不明であるが、住居西寄りのP1 (規模長軸104cm、深さ60cm)が燃焼部の可能性が

考えられるので、西壁に設けられていた可能性がある。

壁溝は検出できなかった。

出土遺物は多く、住居のほぼ全体に分布して検出された。土師器坪・嚢、須恵器蓋・杯・椀・嚢のほ

か、土錘、土製紡錘車、砥石などが検出できた。須恵器の杯が顕著に見られ特徴的であったほか、土製

紡錘車の広端面には、米の籾痕が認められた。また、当該期以外の遺物として土師器高坪の脚裾部の出

土があった。

第24表第24号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器蓋 (17.9) AF 灰色 A 10%以下 南比企産。

2 土師器坪 (12.7) AEJKM にぶい櫨色 B 10%以下 内面放射状暗文。

3 土師器杯 (12.1) 3.1 ABEIJLM 燈色 C 30% 

4 土師器杯 (12.1) 3.6 7.6 AHJKN にぶい赤褐色 A 50% 

5 須恵器坪 (12.7) 3.1 (7.7) ABEFH 灰白色 A 10% 

6 須恵器杯 (7.6) ABFI 灰色 A 25% 南比企産。

7 須恵器杯 (11.7) 3.3 (6.5) ABFN 灰色 A 40% 南比企産。

8 須恵器土干 (7.4) AFN 灰色 A 25% 南比企産。

9 須恵器F平 12.7 3.5 7.9 ABFH 灰白色 A 70% 南比企産。

10 須恵器杯 (13.0) 3.3 (8.0) AFN 灰色 A 30% 南比企産。

11 須恵器杯 (12.4) ABFHN 灰白色 A 10% 南比企産。

12 須恵器坪 (13.8) AFGN 灰色 A 15% 南比企産。

13 須恵、器杯 (13.2) ABFHN 灰白色 A 15% 南比企産。

14 須恵器杯 (6.9) ABFN 灰色 A 25% 南比企産。

15 須恵器坪 (7.6) AFN 灰色 A 25% 南比企産。

16 須恵器杯 (7.6) ABFHN 灰色 C 15% 南比企産。

17 須恵器杯 6.5 ABHL 灰色 B 30% 末野産。

18 須恵器郎 (11.8) 3.5 (5.4) AFN 灰色 A 40% 南比企産。

19 須恵器杯 12.2 3.4 6.1 ABFHN 灰白色 B 95% 南比企産。

20 須恵器杯 (6.5) ABHL 灰色 B 20% 末野産。

21 須恵器椀 (18.6) AFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

22 須恵器椀 (16.2) 4.9 (8.4) ABFN 灰白色 A 40% 南比企産。

23 土師器嚢 (18.2) ACHJ 燈色 C 10%以下

24 土師器褒 (5.3) AEHKMN 燈色 B 10%以下

25 土師器奏 (21.3) AGHM 黒褐色 B 10%以下

26 須恵器費 ABCGHKLN にぶい黄燈色 C 底部 外面平行叩き目。内面あて具痕。

27 須恵器奏 ABHN 灰白色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。外面自然紬。

28 土師器高杯 (15.6) AEHJK 掻色 B 10%以下 混入遺物。

29 土錘 長さ4.5 幅1.2 厚さ1.2 にぶい赤褐色 ほぼ完存 重さ6.6g。

30 砥石 長さ5.5 幅2.9 厚さ2.2 上・下欠損 重さ60.1g。砥面4面使用。砂岩製。

31 紡錘車 広面径6.1狭面径5.9厚さ2.1 にぶい赤褐色 半欠損 重さ57.2g。外面に米の籾痕。土製。
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第 24号イ主居跡

1オリーブ黒色粘質士(しまり強い、粘性弱い、焼土、炭化物、火山灰 I浅間B?l少量、酸化鉄多量

に吉む)

Pl 

1吠オリ)プ色粘日質上(しまり強い、焼士、炭化物少量、酷化鉄多量に吉む)

2オリーブ黒色紺質土(しまり強い、税姓強い、焼土、炭化物少量、酸化鉄多量に含む)

3黒色シル卜(しまり強い、柑性強い、憐士、炭化井砂少量、酷化鉄多量に吉む)

4灰色ンルト(しまりす晶、粘性強し¥劇じ鉄少量古む)
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第24号住居跡出土遺物 (2)第31図

第25号住居跡(第32図)

17-195グリッドに位置する。住居の大部分が調査区域外と

なっている。

平面形は、軸長が測れる一方軸方向で長さ3.07mを測る正方

形ないしは長方形のプランであると推測される。主軸は不明で

ある。

床までの深さは浅く約13cmで、ある。

カマド、壁溝、柱穴なと、は検出できなかった。カマドの位置

句「

調

査

区

域

外

については、最も可能性があるのは北壁に設けられていた可能
君
事
叫

I
J

哩d 

性で、第21・22号住居跡と同時期の可能性を考えたい。
M

l

跡居住号RJV 

司

L第 出土遺物は、全く検出できなかった。第32図

第26号住居跡(第33図、第25表)

20・21-167グリッドを中心に位置する。第21・22号溝跡、第17・18号土坑と重複関係にあり、本

遺構が第22号溝跡及び第17号土坑を切り、第21号溝跡及び第18号土坑に切られている。古い順に並べ

ると、第22号溝跡、第17号土坑、本遺構、第18号土坑、第21号溝跡という順になる。

平面形は、長軸約3.57m、短軸3.0mの変形した長方形のフ。ランで、面積は10.7mを測る。主軸方向は

およそN-72
0

-Eを指す。

床までの深さは約10cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

FI0 
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カマドは東壁の南寄りに設けられていた。ほぼ燃焼部のみの検出で煙道は不明である。燃焼部内では

大量に遺物が出土した。

住穴、壁溝は検出できなかった。

また、住居内には土坑とピットが検出された。住居内土坑は、住居北壁付近に検出され、規模は径

114X lOOcm、深さ 14cmを測った。また、ピット P 1は、直径26cm、深さ 11.6cmを測った。

出土遺物は、カマドを中心に検出され、土師器杯・費・台付費、須恵器蓋・杯・椀・長頚壷、灰紬陶

器皿のほか、土錘が検出できた。
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第26号企居跡

1灰色士 ωく山灰多量に含む)

2灰色士鍛化鉄多量、焼土、炭化物若干含む)

3黄灰色土(焼士ブロック多量、炭化物若干古む)

4灰色粘質士幌土、炭化物多量に含む)

5黄灰色土(酸化鉄多量、炭化物焼土若干吉む)

6黄灰色士(灰色土ブロック状に混じる)

7灰色土伏山灰、劇峨ブロック多量、炭化物若干含む)

8灰色粘質土 t灰色土ブロック状に混じる酸化鉄多量に吉む)。 2m 
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第25表第26号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器蓋 (16.4) AHN 灰色 A 10%以下 末野産?

2 土師器坪 (12.1) (5.6) DN 燈色 B 10%以下

3 土師器:I:f (13.7) (5.8) AE 燈色 C 10%以下

4 土師器杯 (12.3) (3.6) (6.3) ABDMN にぶい黄燈色 B 70% 

5 須恵器杯 (13.0) ABEHN にぶい鐙色 C 10% 

6 須恵器椀 (13.9) 5.9 (6.2) ABDHLN にぶい黄鐙色 C 65% 末野産。

7 須恵器椀 (7.2) ABHN 灰色 A 10% 末野産。

8 須恵器椀 (6.8) ABEIJN 灰色 B 25% 末野産。

9 灰紬陶器皿 (14.7) ABN 灰白色 A 30% 東濃産?

10 土師器饗 (19.5) ABEHJM 燈色 A 35% 

11 土師器費 (20.4) ABGJKM 燈色 A 10%以下

12 土師器台付費 (10.0) (9.4) ABEIMN 明赤褐色 A 15% 

13 須恵器長頚壷 ABN 灰色 A 10%以下 外面自然紬。

14 土錘 長さ3.9 幅2.7 厚さ(2.5) 赤褐色 半欠損以上 重さ 12.6g。

第27号住居跡(第34図、第26表)

20-165グリッドに位置する。第14号土坑と重複関係にあり、本遺構が切られている。また、住居の

西側の一部が試掘調査時のトレンチにより撹乱を受けている。

平面形は、長軸約3.46m、短軸2.54mの長方形のフ。ランで、面積は8.79rriを測る。主軸方向はおよそ

N-66
0

-Eを指す。

床までの深さは約18cmで、埋土は自然堆積と考えられる。

ピットが4つ検出できたが、柱穴にあたると考えられるものはP1及びP4である。それぞれの規模

は、 P1が径52X45cm、深さ 16cm、P4が径27X20cm、深さ 12cmを測る。その他のピットの規模は、

P2が径35X26cm、深さ9.2cm、P3が径20X22cm、深さ15.5cmを測った。

カマドは東壁の南寄りに設けられていた。ほぼ燃焼部のみの検出で、煙道は不明である。袖は、検出

できなかった。

壁溝は、検出できなかった。

また、住居中央の床面では、長径1.8m、短径1.5mの楕円形状の貼り床が確認できた。埋士は2層に

分かれ、黄褐色砂質土ブロック混じりの灰色士の上層に黄褐色砂質土がのせられていた。

出土遺物は、住居の中央部付近を中心に出土し、出土量は比較的少なかった。土師器坪・費、須恵器

杯・椀・棄なと、のほか、砥石が検出できた。また、弥生土器破片の混入が見られた。

第26表第27号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 (12.6) 3.8 (9.0) AE にぶい燈色 C 40% 

2 須恵器杯 (12.6) AFGN 灰色 A 25% 南比企産。

3 須恵器椀 7.2 ABGHLN 灰色 A 40% 末野産。

4 須恵器椀 6.3 ABEGJLN にぶい黄撞色 C 40% 外面黒色処理。

5 土師器斐 (7.0) ABEGJKN にぶい赤褐色 A 15% 

6 土師器費 (20.1) ABGJKN 燈色 A 15% 

7 土師器斐 3.2 ABEJK 鐙色 C 20% 

8 須恵器饗 AFGIN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目、自然紬。

9 砥石 長さ8.4 幅4.3 厚さ2.2 欠損 重さ 107.6g。砥面 3面残存。一つの砥面に

刃物傷。砂岩製。

10 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 平行沈線文内にLR縄文施文。混入遺物。
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A 24.00 一且'第27号世据跡カマド

1灰色士(;/(山灰プロック多量に吉む)

2黄灰色土砂く山灰、焼土、炭仕物多量に吉む)

3灰色土門中/ノレト質、灰黄色土プロック、焼土プロックやや多く含む)

4灰層(キ中粘性あり)

5灰色対質土俵{凶札焼士多量に含む)

6灰色士(シルト質、灰黄色士プロック、酸化鉄多量に吉む)

o A-A' 
七二

__!I~ 旦一

第27号住居跡

I灰色土(灰黄色土ブロック、火山灰、断機多量に吉む)

2灰色土(灰黄色士ブロック多量、火山灰、焼士、炭化物若干含む)

3灰色土恢黄色土粒子、火山灰若干酸化鉄多量に吉む)

4灰色士けく山灰多量、焼士、炭化物若干吉む)

5灰色土(灰色土若干、酸化鉄多量に吉む)

6灰色土〈灰色土ブロック状に混じる)

7灰色土恢色土ブロック状に混じる)

8灰色土(黄褐色土プロック状に混じる) ，--， 
9灰色士側土ブロック軒含む)~" LJ貼り床
貼り床士層(黄褐色砂質土・灰色土[黄褐色相質土プロック混じり)) 0 
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第28号住居跡(第20図)

20・21-164グリッドに位置する。第14号住居跡、第12号土坑、第12号掘立柱建物跡、第7号井戸

跡と重複関係にあり、本遺構が第14号住居跡、第12号土坑、第12号掘立柱建物跡を切り、第7号井戸

跡に切られている。古い順に並べると第14号住居跡、第12号土坑、本遺構、第7号井戸跡の順になる。

そして、第12号掘立柱建物跡については本遺構以前の遺構ではあるが、その他の遺構との新旧関係は明

らかにできなかった。また、住居の中央部は南北に試掘調査時のトレンチにより撹乱を受けている。

平面形は、軸長を正確に測れるものではなかったが、長軸2.8m、短軸2.4mの東西に長い長方形であ

ると推定される。主軸は不明である。

床までの深さは約12crnで、埋土は自然堆積と考えられる。

カマド、柱穴、壁溝は検出できなかったが、カマドについては、他のほぼ同時期の住居跡の例から推

測すると東壁にあった可能性がある。

ピットはP1のみ検出され、その規模は、径54X50crn、深さ36crnを測る。

出土遺物は、ほとんど検出できなかった。土師器杯・曹、須恵器坪の小破片が検出されたが図示可能

な遺物ではなかった。

2 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、総数にして18棟検出した。第 1区と第2区にのみ検出され、第 1区が12棟と最も多

かった。第 1区に 6世紀末から 7世紀後半と 9世紀後半ないしはそれ以降の 2時期にピークをもっ建物

が存在する傾向が見られた。一方、第2区は、 8・9世紀の建物が中心である。

また、主軸をほぼ南北にとる一群と、西に大きく傾く軸をとるものに別れた。

第 1号掘立柱建物跡(第35・52図、第27表)

20-168グリッドを中心に位置する。一部がトレンチにより撹乱を受けている。東側が大部分調査区

域外となっている。

2柱穴が確認されただけであり、確認された柱穴から推定すると東へ展開する建物ではあるが、東西

棟か南北棟かは不明である。したがって、規模及び主軸は不明であるが、 2柱穴の柱聞は2.0mである。

柱穴は基本的に楕円形の掘り方で、全体の規模が測れる P2で径66X54crn、深さ30crnである。また、

P2、P3とも柱痕は確認できなかった。

出土遺物は、 P2、P3とも比較的多く検出でき、特にP2において顕著であった。土師器杯・嚢が

出土した。

第2号掘立柱建物跡(第36・52図、第27表)

20-159グリッドを中心に位置する。第6・11号掘立柱建物跡と重複関係にあり、古い1!l:eiに、本遺構、

第6号掘立柱建物跡、第11号掘立柱建物跡である。また、建物の大部分である東側が調査区域外となっ

ている。

桁行2間以上の東西棟、もしくは梁行、桁行とも 2間の建物であると推定されるが、検出された部分

の梁行は4.6mを測る。柱聞は梁行2.1m----2.5mで、南側の柱間が北側より狭いものであった。面積は不

明である。建物の方向はほぼ真北を示す。
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第2号掘立柱建物跡

1灰色土(黄褐色土ブロック、焼土若干、酸化鉄多量に含む)

2灰色士(黄褐色土ブロック少量、酸化鉄多量に含む)

3暗灰色土(黄褐色士ブロック若干、酸化鉄多量に含む)

1 (;0 

2m 

1 ;(;0 

2m 

第35圏第 1号掘立柱建物跡 第36図第2号掘立柱建物跡

柱穴は径57cm"""77cmで、基本的には円形ないしは楕円形の掘り方であった。深さは、北側の P2、P

3が深く 35cm，...，.40cmで、南の P1が浅く 25cmであった。つまり、 P2、P3が身舎の柱穴で、 P1が

廟の柱穴の可能性も考えられ、その場合は梁行 1間南側片廟の建物である可能性がある。 P2で柱痕ら

しき痕跡を確認した。

出土遺物は、土師器坪・嚢、須恵器嚢などが検出できたが、図示できたのはいずれも P3から出土し

た土師器坪であった。

第3号掘立柱建物跡(第37図)

23-162グリッドを中心に位置する。第 1号方形周溝墓、第 5号井戸跡、第18，...，.20号溝跡のほか、 3

基のピットと重複関係にあり、本遺構が第 1号方形周溝墓、第20号溝跡を切っている。主な遺構を古い

順に並べると、第 l号方形周溝墓、第20号溝跡、本遺構、第19号溝跡、第5号井戸跡の順になるが、第

18号溝跡と本遺構及び他遺構との新旧関係は明らかにできなかった。建物の北側が試掘調査時のトレン

チにより撹乱を受けている。また、建物の南が調査区域外となっている。

南に展開する 2間X2間以上の南北棟側柱建物と推定され、梁行5.2m、桁行は不明である。柱聞は梁

行2.6m、桁行2.6mであった。面積は不明である。建物の方向はN-7
0 -wを指す。

柱穴の掘り方は基本的に円形ないし楕円形を呈すると思われ、径55cm"""77cm、深さ3Ocm"""45cmを測

る。いずれの柱穴においても柱痕は確認できなかった。

ハリE
U
 



出土遺物は、土師器嚢破片などが検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、切り合いの関係から判断すると、 7世紀前半と考えられる。

第4号掘立柱建物跡(第38・52図、第27表)

19・20-162・163グリッドに位置する。第 l号住居跡、第10・11号土坑、第3号井戸跡、第4・

11-----13号溝跡のほか、いくつかのピットと重複関係にあり、本遺構が第4・12・13号溝跡などを切り、

第11号溝跡、第3号井戸跡などに切られる。主な遺構の新旧関係を古い順に並べると、第 1号住居跡、

第12号溝跡、第13号溝跡、第4号溝跡、本遺構、第11号溝跡、第 3号井戸跡となる。また、南側が調

査区域外となっている。

2間X2間以上の南北棟側柱建物と推定され、梁行5.5m、桁行は不明である。柱間は梁行2.6m、桁

行2.4m前後であった。面積は不明である。建物の方向はN-21
0 -wを指す。

柱穴の掘り方は基本的には隅丸方形であったと考えられるが、調査時点では楕円形を呈するものもあ

った。大きなもので長径128cmX短径65cm(推定) X深さ40cm、小さなもので長径95cmX短径77cmX

深さ25cmを測る。埋土は、浅黄色土粒子・酸化鉄を多く含む灰色土であった。いずれの柱穴においても

司

r一一ーー、、

州 J '1 

ーι 、、
、
、，

 
，，
 

，t
 

SRl 

、ー/仇

一一一『ー一一一---一一
撹乱

一一一一一一一一一一一一一 一ー一一一

J - J 
A__14.00 ー畠'

SRl R 

第 3号掘立柱建物跡

1灰色土(黄褐色土粒チ若干、酸化鉄多量に吉む)

2灰色土(酷化鉄ブロック粒子多量に吉む)

3灰色土(酸化鉄多量に含む)
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痕は確認できなかったが、 P5において柱が据えられていた痕跡が確認でき、その痕跡から柱材の太さ

を推定すると、径20cm""'-'30cmほと、のものと考えられる。

出土遺物は、土師器杯・嚢、須恵器坪・費などが検出できた。

第5号掘立柱建物跡(第39・52図、第27表)

22-154グリッドを中心に位置する。第 1号土坑、第 1""'-'4号ピットと重複関係にあり、新旧関係は

本遺構が最も古い。建物の北及び東側が調査区域外となっている。

2柱穴が確認されただけであり、確認された柱穴から推定すると北と東へ展開する建物ではあるが、

東西棟か南北棟かは不明である。したがって、規模及び主軸は不明であるが、 2柱穴の柱間は2.5m前後

である。

柱穴は基本的に楕円形の掘り方で、径80X60cm、深さ20cm""'-'30cm前後の規模で、ある。また、いずれ

の柱穴からも住痕は確認できなかった。

出土遺物は、土師器坪・費、須恵器嚢が検出できたが、図示できたのはいずれも P2から出土した土

師器杯2点であった。

第6号掘立柱建物跡(第40図)

20-158・159グリッドを中心に位置する。第2・11号掘立住建物跡、第5・6号溝跡、第5号土坑

などと重複関係にあり、主な遺構の新旧関係は、古い順に第2号掘立柱建物跡、本遺構、第 5号土坑、

第6号溝跡、第11号掘立柱建物跡となる。第11号掘立柱建物跡とは、直接切り合いの関係にある。東側

の大部分が調査区域外となっている。
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6号掘立柱建物跡

1灰色士(黄褐色土ブロック、

酷化鉄多量に吉む)

11号掘立柱建物跡

1灰色土{黄褐色土ブロック

若干、酸化鉄多量

に吉む)

2灰色土(黄褐色士ブロック

多量に含む)

3灰色土(酸化鉄、火山灰

多量に含む)
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第8号掘立柱建物跡

1炭化物層(粘土少量混じる)

2灰色粘質土(灰白色シルトブロック

少量、酸化最少量含む)

3灰色粘質土(粘性比較的ある)

4灰色粘土(灰白色シルトブロック若干

吉む)

_S: 5暗青灰色粘土(明輯灰色シルト粒子

わずかに含む)
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第7号掘立柱建物跡

1灰色士(灰白色土若干含む)
2灰色士(酷化鞍ブロック状に吉む)

3灰色土(灰白色士、酸化鉄多量に含む)
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第 7号掘立柱建物跡第41図



桁行2間以上の東西棟、もしくは梁行、桁行とも 2聞の建物であると推定されるが、検出された部分

の梁行5.0mを測る。柱聞は梁行2.5m前後である。面積は不明である。建物の方向はN-9
0 -wを指す。

住穴の掘り方は基本的には円形の掘り方で、切り合っているため規模を把握するのは困難であるが、

大きなもので直径50cm前後、小さなもので直径40cm前後のいず、れも深さ約8cmを測るものであった。柱

痕はいずれの柱穴からも確認できなかった。

出土遺物は、土師器杯・嚢などの破片が検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、 7世紀代と考えられる。

第7号掘立柱建物跡(第41図)

20-166・167グリッドを中心に位置する。第22号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。東

側の大部分が調査区域外となっている。

梁行 1間×桁行2聞の南北棟側柱建物と推定され、梁行不明、桁行3.4mを測る。住聞は、桁行1.65m

と1.75mであった。面積は不明である。建物の方向はN-24
0 -wを指す。

柱穴の掘り方は基本的には方形であったと考えられるが、調査時点では楕円形気味になっているもの

であった。大きなもので長径60cmX短径56cmX深さ50cm、小さなもので長径65cmX短径51cmX深さ30

cmを測る。柱痕は検出された全ての柱穴で確認されたが、柱材は朽ちて存在していなかった。その痕跡

から柱材を判断すると、それぞれの柱材の径は、 P1が16cm"'20cm、P2が17cm前後、 P3が17cm前

後であり、おおよそ平均17cm前後の柱材が使われていたと想定できる。

出土遺物は、土師器坪・護、須恵器蓋・坪などの破片が検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、 8世紀代と考えられる。

第8号掘立柱建物跡(第42・52図、第27表)

39-179グリッドを中心に位置する。第3号方形周溝墓、第31号土坑のほかいくつかのピットと重複

関係にあり、第3号方形周溝墓、第31号土坑を本遺構が切っている。西側が調査区域外となっている。

2間X2間ないし 2間X3間以上の東西棟側柱建物と推定され、梁行3.35mを測り、桁行は不明であ

る。柱聞は梁行1.65m"'1.7m、桁行も同じく1.65m"'1.7mであった。面積は不明である。建物の方向

はN-30 -wを指す。

柱穴の掘り方は基本的には方形であったと考えられるが、調査時点では楕円形を呈するものが多かっ

た。大きなもので長径62cmX短径52cmX深さ25cm、小さなもので長径40cmX短径24cmX深さ 10cmを測

る。柱痕はP1、P4にのみ痕跡が確認されたが、柱材は残存していなかった。その痕跡からそれぞれ

の柱材の径を判断すると、 P1が15cm前後、 P4が15cm"'20cmであったと想定できる。

出土遺物は、土師器嚢破片、須恵器坪などが検出できた。

第9号掘立柱建物跡(第43図)

38-177グリッドに位置する。第49号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。また、建物の大

部分が東側の調査区域外となっている。

1柱穴が確認されたのみであり、詳細は不明であるが東へ展開する建物と推定できる。東西棟か南北

棟かは不明である。したがって、規模及び主軸は不明である。
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柱穴は基本的に楕円形の掘り方で、その規模は径58X50cm、深さ40cmである。また、本報告の掘立

柱建物跡中で唯一柱痕の柱材が確認できた。その柱材の径は、約20cmを測った。

出土遺物は、検出できなかった。

時期は、切り合いの関係から 8世紀以降としか判断できなかった。

第10号掘立柱建物跡(第44図)

38・39-176・177グリッドを中心に位置する。第27・28号土坑、第22号井戸跡、第48・49号溝跡

と重複関係にあるが、新旧関係は明らかにできなかった。また、建物の一部が西側の調査区域外となっ

ている。

梁行2問、桁行 2間以上の南北棟側住建物、もしくは梁行、桁行とも 2聞の建物であると推定される

が詳細は不明である。検出された部分の梁行5.1mを測る。柱聞は梁行2.4m前後-----2.7m前後で、東側の

住聞が西側より狭いものであった。面積は不明である。建物の方向はN-37
0

- Eを示すと推定される。

柱穴は、基本的には楕円形の掘り方で、その規模は、大きなもので長径60cm(推定) X短径45cmX深

さ42cm、小さなもので、長径50cmX短径42cmX深さ 18cmを測る。深さについては、遺構確認面が東に傾

斜していたため P3が浅いものとなったが、同じレベルで判断すると42cmとなり、 P1とほぼ同じもの

となる。柱痕については、 P1、P2、P3の全てに痕跡が確認されたが、柱材は残存していなかった。

その痕跡からそれぞれの柱材の径を判断すると、 P1が16cm前後-----20cm前後、 P2が13cm前後、 P3 

が20cm前後であったと想定できる。

出土遺物は、検出できなかった。

時期は、切り合いの関係から 8世紀以降としか判断できなかった。

第11号掘立柱建物跡(第40・52図、第27表)

20-158・159グリッドを中心に位置する。第2・6号掘立柱建物跡、第 5・6号溝跡、第 5号土坑

などと重複関係にあり、主な遺構の新旧関係は、古い順に第 2号掘立柱建物跡、第6号掘立柱建物跡、

第 5号土坑、第6号溝跡、本遺構となる。第6号掘立柱建物跡とは、直接切り合いの関係にある。東側

の大部分が調査区域外となっている。

桁行2間以上の東西棟、もしくは梁行、桁行とも 2聞の建物であると推定されるが、検出された部分

の梁行4.5mを測る。柱聞は梁行2.2m-----2.3mである。面積は不明である。建物の方向はN-10
0 -wを

指す。

柱穴の掘り方は基本的には円形の掘り方で、大きなもので直径60cm前後、小さなもので直径50cm前後

のいず、れも深さ約14cmを測るものであった。柱痕はいずれの柱穴からも確認できなかった。

出土遺物は、土師器坪・嚢、須恵器杯の破片が検出できた。

第12号掘立柱建物跡(第45図)

20-164グリッドを中心に位置する。第28号住居跡、第13号土坑、第68号ピット、第 7号井戸跡と

重複関係にあり、本遺構が第28号住居跡、第 7号井戸跡に切られる。主な遺構の新旧関係を古い順に並

べると、本遺構、第13号土坑、第28号住居跡、第 7号井戸跡となる。建物の一部が試掘調査時のトレン

チで撹乱を受けている。また、東側が調査区域外となっている。
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第 9号掘立柱建物跡

1黒褐色土(酷化鞍多量に含む)

2オリーブ黒色粘土(しまる)

3黒色粘土

麟柱痕
。
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第 10号掘立柱建物跡

1黄灰色砂置土(シノレト感ある、酷化鉄多量、火山灰若干含む)

2黒褐色士(灰白色砂質士粒子ごくわずか含む)

3褐灰色士(酷化鉄若干、炭化物、焼士、火山灰少量含む)

4オリ プ黒色士(若干粘性あり、焼土わずかに吉む)

第44図第10号掘立柱建物跡

第 9号掘立柱建物跡第43図
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第 13号掘立柱建物跡

1灰色土(黄褐色土ブロック少量、酸化鉄事量に含む)

制色
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第 12号掘立柱建物跡

1灰色士(酷化鉄、火山灰多量に吉む)

2灰色土(黄褐色土粒子、酸化鉄多量にブロック状Ici![じる)

3暗灰色粘質土(黄褐色上ブロック若干、酸化鉄多量に古む)

2m 

l:uu 

第13号掘立柱建物跡第46図

2m 

J :60 
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2間X2聞の側住建物と推定され、梁行4.05m、桁行4.05mとなる。柱聞は梁行2.0m強、桁行も

2.0m強と推定される。面積は、 16.40rrlとなる。建物の方向はN-350 -wを指す。

柱穴の掘り方は基本的には隅丸方形であったと思われるが、調査時点では楕円形を呈するものもあっ

た。大きなP2で長径80cmX短径59cmX深さ42cm、小さなP1で長径72cmX短径60cmX深さ42cmを測

る。いずれの柱穴においても柱痕は確認できなかった。

出土遺物は、土師器の細片が検出されたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、切り合いの関係から 9世紀末以前としか判断できなかった。

第13号掘立柱建物跡(第46図)

21-154・155グリッドを中心に位置する。第2号士坑、第6号ピット、第 1号溝跡と重複関係にあ

り、新旧関係は古い順に、第2号土坑・第 1号溝跡、本遺構となる。建物の北及び西側が調査区域外と

なっている。

2柱穴が確認されただけであり、確認された柱穴から推定すると北と西へ展開する建物ではあるが、

東西棟か南北棟かは不明である。また、仮に第 3号ピットを柱穴として考えると、梁行 1間×桁行3聞

の南北棟側柱建物の可能性も想定できるが明らかにできなかった。したがって、規模は不明であるが、

2住穴の柱聞は2.5m前後である。また、建物の方向は、 N-120 -wを指すものと考えるのが妥当であ

る。

柱穴は基本的に楕円形の掘り方で、 P1が径66X44cm、深さ17cm、P2が径56X44cm、深さ22cmの

規模である。また、いずれの柱穴からも柱痕は確認できなかった。

出土遺物は、土師器嚢破片などがわずかに検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、切り合いの関係から 9世紀後半以降としか判断で、きなかった。

第14号掘立柱建物跡(第47図)

20-154・155グリッドを中心に位置する。第3号士坑、第 1号溝跡、いくつかのピットと重複関係

にあり、主な遺構の新旧関係は、古い順に第 1号溝跡、本遺構となる。東側の大部分が調査区域外とな

っている。

3住穴が確認されたが、柱穴から推定すると東へ展開する建物ではあるが、東西棟か南北棟かは不明

である。したがって、規模及び主軸は不明であるが、 3柱穴の柱聞はP1 P 2聞が2.1m、P2P3聞が

2.2mである。

柱穴は基本的に楕円形の掘り方で、全体の規模が測れる P1で径46X40cm、深さ 18cm、P2で径

54X42cm、深さ 12cmである。また、 P1において柱痕と考えられる痕跡を確認したが、柱材は残存し

ていなかった。その痕跡から柱材の径を判断すると、 15cm"'-'20cmであったと想定できる。

出土遺物は、土師器嚢の破片が検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、切り合いの関係から 9世紀後半以降としか判断できなかった。

第15号掘立柱建物跡(第48図)

41-179グリッドを中心に位置する。第6号方形周溝墓、第208号ピットと重複関係にあり、本遺構

が切っている。東側の大部分が調査区域外となっている。

梁行 1間×桁行 1間ないしは梁行 1間X2間以上の東西棟側柱建物と推定され、梁行1.55mを測り、

桁行は不明である。面積は不明である。建物の方向はN-l1
O -Wを指す。
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第 15号掘立住建物跡

1灰色士(かたくしまる、明オリープ灰色ンルトブロック粒子若干、

酸化鉄少量含む)

2灰色粘質土(明オリーブ灰色ンル卜ブロック・粒子多量に吉む)

3灰色粘質土と明緑灰色シルトブロック多量の混合層

4灰色粘置土(ヵ、たくしまる、灰色粘質土ブロック少量含む)

5暗灰色粘土(明輯灰色シル卜ブロック若干、炭化物、土器含む)

6オリーブ黒色粘土(粘性強し、)
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第 14号掘立柱建物跡

1灰色士(酷化鉄多量に含む)

2灰色土(オり プ色土ブロック多量に含む)
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第15号掘立柱建物跡第48図
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第 17号掘立柱建物跡

1灰色土(黄褐色土粒7少量、酸化鉄多量、火山灰、焼士、映化物含む)

2暗灰色土(灰白色土粒子若干、焼土、炭化物含む)

正
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5褐灰色土(灰白色シルト粒 f若干、酸化鉄

多量に含む)

6灰色粘質i:(炭化物わずかに含む)

7灰色粘土(明結灰色砂ブロック多量に含む)

8明緑灰色砂(脱色粘官十混じる)

9褐灰色上(灰色枯質士ブロック、火山灰

焼士わずかに青む)

靖国号掘立柱建物跡 10灰色粘十

l黄脱色i:(ンルト混じる、焼す、炭化胸吉む)11灰色粘質士(灰円色シルトブロァク、炭化物

2灰白色シルト(黄灰色土プロックわずか、 わずか、酸化鉄多量に吉む)

酷化鉄多量に吉む 12灰色粘質士(灰白色ンルト撒粒千、階化鉄

3褐灰色1;(黄灰色士フーロック若1、砂多量 少量含む)

に混じる 13灰白色砂(苦手状に灰色粘土混じる)

4)j(白色上(シル卜混じる、褐灰色上ブロック 14青灰色粘土(明緑灰色砂ブロックわず71'に

若干含む) 含む)
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第17号掘立柱建物跡第50図

第14号掘立柱建物跡
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第16号掘立柱建物跡
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柱穴の掘り方は基本的には方形で、あったと思われるが、調査時点では楕円形気味になっているもので

あった。 P1が長径73crnX短径60crnX深さ34crn、P2が長径90crnX短径66crnX深さ45crnを測る。住痕

はいず、れの柱穴でも確認されなかったが、 P1において枕木の木材が朽ちず残存していた。その状態は、

まず2本の木材を平行に柱穴の底に渡し、その上にその 2本と直交するように木材を渡し、さらにその

上にまた直交するように木材を渡していた。これらの木材は、状態がやや良好ではなかったが、簡単な

加工程度のものを使用し、直交する 2番目と 3番目の木材はこの 2本がかみ合うように互いに切り込み

をいれて組んであったようである。普通、枕木を平行において柱材の腕木を支える工法か、枕木を十字

において柱材の端部を加工して枕木と組んで支える工法が一般的と思われるが、この掘立柱建物跡の工

法は、両方の折衷に近い工法を採っていた。これは、低地という地盤を考えて少しでも柱の沈下を防ぐ

ためではないかと考えられる。検出された状態を見ると、柱穴床面に木材の痕跡が明瞭に残っていたこ

とからかなり沈下していたことが伺われた。

出土遺物は、土師器護、須恵器杯などの破片が検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、 9世紀代と考えられる。

第16号掘立柱建物跡(第49図)

38-175・176グリッドを中心に位置する。第 1号掘立柱列、第165号ピットと重複関係にあるが、

新旧関係は明らかにできなかった。東側が調査区域外となっている。

梁行 1間×桁行 1間ないしは梁行 l間×桁行2間以上の東西棟側柱建物と推定され、梁行3.9mを測り、

桁行は不明である。面積も不明である。建物の方向はN-16
0 -wを指す。

柱穴の掘り方は基本的には方形であったと思われるが、調査時点では楕円形を呈するものであった。

大きなP1が長径105crnX短径80crnX深さ40crn、小さなP2が長径100crnX短径76crnX深さ52crnを測る。

柱痕はP1にのみ痕跡が確認され、柱材の一部がごくわずかではあるが残存していた。その痕跡から柱

材の径を判断すると、 15crn前後であったと想定できる。

出土遺物は、土師器嚢破片などが検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、古代とまでしか判断で、きなかった。

第17号掘立柱建物跡(第50図)

16・17-162グリッドを中心に位置する。第8号住居跡、第10号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切

っている。新旧関係を古い順に並べると、第10号溝跡、第8号住居跡、本遺構となる。南側の大部分が

調査区域外となっている。

梁行 1間×桁行 1間ないしは梁行 1問×桁行 2間以上の南北棟側柱建物と推測され、梁行3.35mを測

り、桁行は不明である。柱聞は、梁行1.6mと1.75mであった。面積は不明である。建物の方向はN-

20 -wでほぼ真北を指す。

柱穴の掘り方は円形であった。大きなもので、長径50crnX短径47crnX深さ57crn、小さなもので長径34

crnX短径32crnX深さ42crnを測る。いずれの住穴でも柱痕は確認されなかった。

出土遺物は、土師器嚢破片が検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。また、弥生土器破片が混

入していた。

時期は、古代とまでしか判断できなかった。
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第18号掘立柱建物跡(第51・52図、第27表)

38・39-180グリッドを中心に位置する。第3・5号方形周溝墓、第2号土器棺墓のほか多数のピッ

トと重複関係にあり、第3・5号方形周溝墓、第2号土器棺墓のほかいくつかのピットを本遺構が切っ

ている。

2間X2聞の側柱建物であり、梁行4.3m、桁行4.75m、面積20.43rriを測る。柱聞は梁行2.0m"-'2.2

m、桁行2.3mと2.4mであった。建物の方向はN-30
0 -wを指す。本報告中唯一建物の全体像が把握

できた掘立柱建物跡である。

柱穴の掘り方は基本的には方形であったと思われるが、調査時点では楕円形を呈するものが多かった。

大きなもので長径50cmX短径44cmX深さ40cm、小さなもので、長径28cmX短径26cmX深さ20cmを測る。

柱痕は建物の四隅の柱穴P1、P3、P5、P7で痕跡が確認されたが、柱材は残存していなかった。

その痕跡からそれぞれの柱材の径を判断すると、 P1が15cm前後、 P3が15cm"-'18cm、P5が16cm"-'

20cm、P7が15cm前後で、あり、おおよそ15cmの柱材が使われていたと想定できる。
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出土遺物はわずかで、土師器嚢破片などが検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。図示した弥

生土器査はP2からの出土遺物で、重複関係にある第5号方形周溝墓からの混入遺物であると考えられ

る。また、 P4からも弥生土器破片の出土があった。
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第52圏 第1・2・4・5・8・11・18号掘立柱建物跡出土遺物

第27表第 1・2・4・5・8・11・18号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1-1 土師器杯 (11.6) ADJKM 燈色 C 10% P2出土。

1-2 土師法郎 (13.5) ABEGJKMN にぶい燈色 A 20% 内外面赤彩。 P2出土。

1-3 土師器奏 6.2 AEGJMN 明赤褐色 C 35% P2出土。

1-4 土師器費 6.1 AJMN 赤褐色 B 15% 木葉痕。

2-1 土師器坪 (11.2) AJM 明赤褐色 C 10%以下 P3出土。

2-2 土師器坪 BDI 燈色 C 10% P3出土。

4-1 土師器坪 (15.3) ABEHJKM にぶい黄燈色 A 10% P2出土。

4-2 須恵器音量 ABN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面ナデ。 P5出土。

5-1 土師器杯 (13.8) AEHJK 燈色 C 25% 内外面器面荒れる。内面剥離激しい。 P2出土。

5-2 土師器杯 AJM にぶい黄燈色 B 10% P2出土。

8-1 須恵器杯 (7.4) EFHI 灰白色 B 10% 南比企産。 P4出土。

11-1 土師器杯 12.3 3.8 (5.9) ABD 浅黄燈色 C 70% P 1出土。

18-1 弥生土器壷 (3.9) にぶい褐色 底部 P2出土。

噌-
F
O
 



「 入
dこ

引

出
申

Fι

d: 

暗
唱

F
t

正O

E

4
叫
叫"，1 

2m 

1 :60 

第53図第 1号掘立柱列

4 竪穴状遺構

3 掘立柱列

掘立柱列は、総数にして 1列検出した。掘立柱建物跡と

して把握するには困難なもので柱筋のとおるものを呼称し

た。

第 1号掘立柱列(第53図)

48-175・176グリッドを中心に位置する。第16号掘立

柱建物跡と第165・166号ピットと重複関係にあるが、新

旧関係は明らかにで、きなかった。

検出されたピットは 3つで一直線上に並び、軸方向はお

およそN-350 -Eを示す。柱穴間の距離は北から2.3m、

2.8mを測る。柱穴は隅丸方形ないし楕円形のプランで、

最大長径28cm、最小21cmで、深さは浅く 6cm"-' 1 Ocmで、あ

る。いずれの住穴においても柱痕は確認されなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

竪穴状遺構は、総数にして6基検出した。調査時において、性格不明の竪穴を便宜的に呼称したもの

である。第2区に4基、第3区に 2基それぞれ検出し、互いに重複関係にあるものが多かった。

第 1号竪穴状遺構(第54図)

42-171グリッドを中心に位置する。第2号竪穴状遺構と重複関係にあり、本遺構が切っている。ま

た、一部が撹乱を受けている。

平面形は、長方形を呈し、長軸2.21m、短軸1.55m、深さ16cmを測る。埋土は自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器嚢破片がわずかに検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

第 2号竪穴状遺構(第54図)

41-171グリッドを中心に位置する。第1・3号竪穴状遺構と重複関係にあり、本遺構が双方に切ら

れている。また、一部が撹乱を受けている。

平面形は、方形を呈すると推定され、測定可能な一方軸で3.04m、深さ18cmを測る。

床面は起伏があり、埋土は自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第3号竪穴状遺構(第54図)

42-172グリッドを中心に位置する。第2号竪穴状遺構と重複関係にあり、本遺構が切っている。ま

た、一部が撹乱を受けている。さらに南側の大部分が調査区域外となっている。

-62 



第 1号竪穴状遺構

1灰色粘質土(灰白色粘土、灰白色粘土粒干少量吉む)

2灰白色粘土

3灰色粘土(灰白色粘土粒子、灰色結土粒子若干含む)

第2号竪穴状遺構

1灰色粘土(灰白色粘土粒子多量に含む)

2灰色結置土(灰白色粘土粒子多量、炭化物若干吉む)

3灰色劫土(灰白色粘土粒子若手含む)

4灰色結土(灰白色粘土を非常に多くまだらに吉む、炭化物含む)

第3号室穴状遺構

1灰色粘質土 (fR白色ンルト粒子微粒子多量に含む)

2灰色粘土(粘性強し、)
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第 1-3号竪穴状遺構第54図
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第4号堅穴状遺構

1暗灰色粘置土(シルト混じり、灰白色シルトブロック純子、炭化物多量に含む)

2灰色シルト(灰白色シルト粒子多量、炭化井勿苦干含む)

3灰色結土(ンルト多量に混じる、時欣色粘土ブロック粒子少量、明韓灰色ンルトブロック粒子地山付近に含む)

4灰色粘土(柑生非常に強い、シノレ卜多量に混じる、灰白色ンルト粒子少量、灰白色粘土粒子わずかこ吉む)

5灰色粘上(制空強い、灰白色シルト粒子非常に多く吉む)

6灰色結土(柑生非常に強い)

7オリーブ黒色粘土(組姓非常に強い、I，J(白色粘土ブロック・粒子多量に吉む)

湾、2

lOcm 
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第4号竪穴状遺構・出土遺物
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平面形は、方形を呈すると推定されるが、軸長は測れなかった。深さは12cmを測る。埋土は自然堆積

と考えられる。

出土遺物は、土師器嚢破片などの土師器片がわずかに検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

第4号竪穴状遺構(第55図、第28表)

47・46-179グリッドに位置する。北側が調査区域外となっている。

平面形は、やや変形した長方形を呈し、軸長の測れる箇所で5.36mを測る。また、床面は緩い播鉢状

を呈しており、深さは最深箇所で約78cmを測る。床面への傾斜角は、東の方が緩やかであった。埋土は、

灰色粘土や灰色シルトが主で自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器査破片や土師器嚢破片がわずかに検出できた。

第28表第4号竪穴状遺構出土遺物観察表

.U3.60 ....A~ 

物多Z
2m 

1 ;60 

第56図第5号竪穴状遺構

第29表第6号竪穴状遺構出土遺物観察表

A.j3.60 

備考

沈線文区画内にLR縄文、刺突文。

沈線文。

一畠! 足一

第6号竪穴状遺構

1暗緑灰色土 ωく山灰多量に含む)

2暗総灰色結質土(火山灰ごくわずか含む)

そ三LJ

第57圏 第6号竪穴状遺構・出土遺物

-64-

備考

底部外面墨書「西」。南比企産。

....8~ 
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第5号竪穴状遺構(第56図)

39-198・199グリッドに位置する。第6号竪穴状遺構、第69号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切

っている。また、西側は調査区域外となっている。

平面形は、全体を明らかにできなかったため不明である。確認された部分からは方形状を呈すると推

定される。深さは22cmを測るが、ほかの規模は不明である。

埋土は、火山灰を含む褐灰色土が主体で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第6号竪穴状遺構(第57図、第29表)

39-199・200グリッドに位置する。第 5号竪穴状遺構と重複関係にあり、本遺構が切られている。

また、西及び、南側は調査区域外となっている。

平面形は、長方形を呈すると推定されるが、規模は明らかにできなかった。深さは、最深で70cmを測

り、床面の一部に長さ約 2m、幅約1.1mの長方形状に深く掘り窪められている箇所が存在した。

埋土は、火山灰を含む暗緑灰色土で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、わずかに須恵器椀破片が検出できた。その須恵器椀の底部外面には、「西Jの墨書が認め

られた。

時期は、切り合いの関係から 9世紀以降としか判断できなかった。

5 方形周溝墓

方形周溝墓は、総数にして13基検出した。時期は弥生時代中期後半から後期にかけてのものと考えら

れる。プランは、全て四隅が切れるタイプである。第 1区や第2区すなわち第37号溝跡、第52号溝跡、

第51号溝跡をつなぐ河川跡と思われる溝跡(現況道路と同じルート)より北の二群に分かれる方形周溝

墓群は、比較的小規模のもので主軸が西に振れるもので、この溝跡を挟んで南の一群は、規模の大きな

方形周溝墓群で主軸が東に振れるものであった。ブラシの内一本の周溝だけ検出されるなど不確定な要

素がある方形周溝墓も存在し、両端が閉じる他の溝跡にも可能性があり、基数が増える可能性がある。

第 1号方形周溝墓(第58図、第30表)

23・24-161・162グリッドを中心に位置する。第3号掘立柱建物跡、第19号溝跡と重複関係にあり、

それぞれに切られている。新旧を古い順に並べると、本遺構、第3号掘立柱建物跡、第19号溝跡となる。

また、北及び西側は調査区域外となっており、全体のプランは詳細不明である。

平面形は不明であるが、四隅が切れるものと推定できる。主軸方向は、 N-300 -wを示す。調査で

は南溝のほぼ全体が検出できたに止まった。

南溝の規模は、長さ7.8m、最大幅1.4m、深さ35cmで溝の底面は西に向かつてやや傾斜していた。方

台部側は急な立ち上がりであった。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、削平されていた上に調査区域外となっており、主体部などは明らかにできなかった。

出土遺物は、弥生土器の小型壷などが検出された。

第30表第 1号方形周溝墓出土遺物観察表

備考

器面若干荒れる。
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第1号方形周溝墓

1灰色土(酎ヒ鉄多量に吉む)

2灰色土(灰白色土プロック、酸化鉄多量に含む)

3灰色士制聞ブロック多量に含む)
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第 1号方形周溝墓・出土遺物第58図
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第 2号方形周溝墓・出土遺物
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第31表第2号方形周溝墓出土遺物観察表

備考

頚部から胴下半部の外面赤彩痕跡。

擬口縁(転用鉢の可能性)。

第2号方形周溝墓(第59図、第31表)

21-165・166グリッドを中心に位置する。西側のほとんどが調査区域外となっており、全体のプラ

ンは不明である。

平面形は不明であるが、四隅が切れるものと推定できる。主軸方向は、 N-r-wを示す。調査で

は東溝の一部のみ検出できたに止まった。

東溝の規模は、推定長5.2m、推定幅1.35m、深さ72cmで溝の底面は中央部が最も深く、北でやや浅い

ものであった。方台部側の立ち上がりなどは不明である。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、全て調査区域外となっており不明である。

出土遺物は、主に東溝の北やや中央寄りの埋土中から出土し、弥生土器査などが比較的良好な状態で

検出された。小型壷の底部のみ出土したものは、鉢に転用したものである可能性がある。

第3号方形周溝墓(第60図、第32表)

38・39-178・179グリッドを中心に位置する。第4・5号方形周溝墓、第 1号土器棺墓、第8号掘

立柱建物跡、第49号溝跡、第29・31号土坑などと重複関係にあり、主な遺構の新旧関係は、古い順に

本遺構、第4号方形周溝墓、第 5号方形周溝墓、第 1号土器棺墓、第49号溝跡、第8号掘立柱建物跡と

なる。東及び、西側の一部が調査区域外となっている。

平面形は、ほぼ正方形を呈すると推定でき四隅が切れるものである。四隅の切れ間はやや間隔が大き

い。主軸方向は、 N-100 -wを示す。推定規模で、溝外法で8.0mX7.9m、内法で6.1mX6.1mであ

ると推定される。調査では北溝及び東溝の一部と南溝の全体が検出できたに止まり、西溝は不明である。

全体が把握できる南溝の規模は、長さ4.24m、最大幅1.05m、深さ30cmで溝の底面はほぼフラットで

あった。東溝は一部調査区域外となり全体は不明であるが、推定長3.4m、推定幅0.85m、深さ28cmで、

溝の底面の両端はフラットであるが、中央部が深く 2段に窪む。方台部側の立ち上がりは、東溝は急で

あったが、南溝はやや緩やかな傾斜であった。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、大部分削平されていたが、方台部の中央部付近に東西に長い楕円形状の主体部と思われる

土壌状の掘り込みが検出できた。その規模は、長軸1.94m、短軸1.0m、深さ 18cmで、あった。埋土は、

灰色粘質土と醸の混合土の上に炭化物混じりの灰色粘質土が堆積していた。

出土遺物は、主に南溝と主体部の土壌から出土し、弥生土器壷の破片をわずかに検出した。

第4号方形周溝墓(第60図、第32表)

38-179グリッドを中心に位置する。第3号方形周溝墓、第30号土坑と重複関係にあり、第3号方形

周溝墓、本遺構、第30号土坑の順に新しい。また、東側のほとんどが調査区域外となっており、全体の

プラシは不明である。

平面形は不明であるが、四隅が切れるものと推定できる。主軸方向は、 N-23
0 -wを示す。調査で

は西溝の一部のみ検出できたに止まった。

西溝の規模は、推定長5.5m、推定最大幅1.4m、深さ34cmで、溝の底面は南へ行くほど深くなると推定
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1灰色粘質土(灰白色ンル卜粒子炭化物吉む)

2眠白色粘質土と雌の局企層

3'*色粘居士([;(白色ンルト粒子多量に含む)

窮:も号方形周溝墓

4灰色粘置土(研肩、灰白色微粒子苦十炭化物古む)

5灰色粘質士(灰白色ンル卜粒子若干吉む)

6灰色粘土 0'1(白色ンルト粒子多量に含む)

7暗灰色粘質土

込~fぺH物、3-3

第4号方都周1草墓

1灰色枯置土

2灰色粘讃土(灰色粘土プロソク若干吉む)

3灰色粘質士(明続灰色シルト桂子少量混じる)

第5号方都周溝聖

l灰色粘質士(灰白色ンルトフロック粒干少量、焼化物含む)

2灰色粘質士(灰白色ンル卜粒子多量に含む)

3灰白色ンルト O灰色品質土プロック多量に含む) i()CIlI 

J ::1 

第 3-5号方形周溝墓・出土遺物

-68-

第60図



第32表第3--5号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

3-1 弥生土器壷 燈色 胴部 沈線文。竹管による刺突文。

3-2 弥生土器歪 樫色 口縁部

3-3 弥生土器壷 黒色 胴部

3-4 弥生土器壷 (6.4) 浅黄燈色 底部

4-1 弥生土器壷 暗灰黄色 頚部 沈線文。

5-1 弥生土器護 にぶい燈色 口縁部 キザミ口縁。

される。方台部側の立ち上がりなどは不明である。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、全て調査区域外となっており不明である。

出土遺物は、わずかに弥生土器査破片などが検出されたが、図示可能な遺物はほとんどなかった。

第5号方形周溝墓(第60図、第32表)

38・39-180グリッドを中心に位置する。第3・4号方形周溝墓、第18号掘立柱建物跡のほか、多数

のピットと重複関係にあり、主な遺構の新旧関係は、古い順に、第3号方形周溝墓、第4号方形周溝墓、

本遺構、第四号掘立柱建物跡となる。東側のごく一部が調査区域外となっている。

平面形は、北東一南西方向にやや長い方形を呈し四隅が切れるものである。主軸方向は、 N-350 

-

Wを示す。推定規模で、溝外法で6.2mX5.3m、内法で4.3mX3.7mであると推定できる。調査では北溝

及び東溝の一部、西溝が検出できたに止まり、南溝は遺構検出のための表土除去の際に掘削しすぎたた

めか不明である。

ほぼ全体が把握できる溝は、北溝と西溝であった。西溝の規模は、長さ3.1m、最大幅1.02m、深さ13

cmで溝の底面はほぼフラットであった。北溝の規模は、長さ3.0m、最大幅0.82m、深さ 15cmで、溝の

底面はほぼフラットであった。東溝は、一部が第3号方形周溝墓の南溝と切り合い、さらに南の一部が

削平のため全体は不明であるが、推定長3.1m、最大幅0.95m、深さ約4.5cmであった。方台部側の立ち

上がりは、いずれの溝もやや緩やかな傾斜であった。特に西溝は、方台部側が底から立ち上がる途中に

テラス状の掘り方があるものであった。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、削平されて不明であった。

出土遺物は、主に北溝から出土し、弥生土器壷・奮の破片をわずかに検出したが、図示可能な遺物は

ほとんどなかった。

第6号方形周溝墓(第61図、第33表)

40・41-179・180グリッドに位置する。第7号方形周溝墓、第15号掘立柱建物跡のほか、いくつか

のピットと重複関係にあり、第15号掘立住建物跡に切られ、第7号方形周溝墓を切っている。主な遺構

の新旧関係は、古い順に、第7号方形周溝墓、本遺構、第15号掘立柱建物跡となる。東側の一部が調査

区域外となっている。

平面形は詳細不明であるが、ほぼ正方形を呈し、四隅が切れるものと推定できる。主軸方向は、 N

420 -wを示す。推定規模で、溝外法で6.6mX6.4m、内法で4.7mX4.4mであると推定される。調査

では北溝、西溝及び南溝が検出できたに止まり、東溝は調査区域外のため検出できなかった。

ほぼ全体が把握できる南溝の規模は、長さ4.15m、最大幅0.92m、深さ34cmで溝の底面は西から東に

緩やかに傾斜し、ほぼ中央部でピット状の落ち込みがあった。また、北溝は、長さは不明であるが、最

大幅0.9m、深さ25cmで、溝の底面はやや起伏があるが概ねフラットであった。西溝の規模は、長さ3.6

69-



m、幅O.94m、深さは30cmを測り、溝の底面は南から北へやや傾斜しており、中央部では概ねフラット

であった。方台部側の立ち上がりは、いずれの溝もやや緩やかな傾斜であった。特に、南溝は傾斜が緩

やかであった。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、削平されて不明であった。

出土遺物は、主に北溝から出土し、南溝及び西溝からの出土量は少なかった。弥生土器壷・嚢の破片

をわずかに検出した。

J包7119よ。
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第6号方形周溝墓

1灰色粘質土(かたくしまる、灰白色ωレ卜微粒千わずカ当こ含む)

2青灰色粘質土(明緑灰色シルト粒子少量吉む)

3灰色対質士(かたくしまる、シノレト質、灰白色シルトブロック古む)

4灰色粘土(明緑奴色シルトブロック・粒子多量に含む)

5オリーブ黒色粘土(明繰灰色ンルトブロック混合層)

2 

第61図 第6号方形周溝墓・出土遺物

第33表第6号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 弥生土器奏 (18.0) EGMN にぶい赤褐色 B 10% 櫛描簾状文。

2 弥生土器嚢 にぶい黄燈色 胴部 櫛描波状文。

3 弥生土器奏 灰黄燈色 胴部 櫛描波状文。

4 弥生土器壷 にぶい燈色 1同部 外面赤彩。沈線文区画内にLR縄文。

5 弥生土器壷 浅黄燈色 頭部

6 弥生土器室 灰黄燈色 底部
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第7号方形周溝墓(第62・63図、第34表)

40・42・43-179，....__181グリッドに位置する。第6号方形周溝墓、第50号溝跡のほか、 2基のピット

と重複関係にあり、主な遺構の新旧は、古い順に、本遺構、第6号方形周溝墓、第50号溝跡となる。一

部が試掘調査時のトレンチにより揖乱を受けており、南側の一部が調査区域外となっている。

平面形は、ほぽ正方形を呈するが、東西の南側がややハの字状に広がるプランで、四隅が切れるもの

である。主軸方向は、 N-250 -wを示す。推定規模で、溝外法で9.6mX9.1m、内法で、6.2mX6.8m

である。調査でほぼ検出できたのが西溝であり、北溝は第50号溝跡に切られ半載状態で、南溝は一部が

調査区域外となっており全体は不明で、東溝は上面を第6号方形周溝墓の西溝に切られていた。

ほぼ全体が把握できる東・西溝の規模は、東溝が長さ5.1m、最大幅1.1m、深さ50cmで、溝の底面は

南にやや傾斜して下がるものであった。また、西溝は長さ4.4m、最大幅1.6m、深さ52cmで、溝の底面

は中央部が低くフラットで、南北に向かつてやや傾斜して上がるものであった。北溝は、ほぽ北半分が第

50号溝跡と切り合っていたため全体は不明であるが、推定長6.75m、推定最大幅1.25m、深さ38cmで、

溝の底面はほぼフラットであった。南溝は、一部が調査区域外となり全体は不明であるが、推定幅1.0m、

深さ約65cmで、西に向かつて傾斜していた。方台部側の立ち上がりは、北・南・西溝のいずれもやや緩

やかな傾斜であり、特に西溝は顕著であった。一方、東溝はほかに比べると傾斜が急である。各々の溝

の埋土は、自然堆積と考えられる。

方台部は、削平されて不明であった。

出土遺物は、北溝及び南溝からの出土が顕著で、弥生土器高杯(赤彩) ・壷・嚢破片を検出した。

第8号方形周溝墓(第64図、第35表)

43・44-180グリッドを中心に位置する。第33・34号士坑のほか、数基のピットと重複関係にあり、

第34表第7号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎士 色調 焼成 残存率 {庸 考

1 弥生土器高郎 AEHJ 灰黄色 A 10% 杯部内外面赤彩。

2 弥生土器褒 (7.0) AEGKM にぶい燈色 A 胴下半部 内外面刷毛目。

3 弥生土器賓 (15.2) JMN 黒褐色 B 10% 

4 弥生土器高坪 櫨色 口縁部 外面刷毛目。

5 弥生土器査 褐灰色 口縁部 口縁部上下両端櫛歯による施文。

6 弥生土器褒 褐灰色、黒褐色 口縁部

7 弥生土器嚢 にぶい黄褐色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

8 弥生土器費 黒褐色 頚部~胴部 櫛描簾状文及び波状文。

9 弥生土器褒 褐灰色 頚部~胴部 櫛描波状文。届IJ毛目。

10 弥生土器饗 にぶい黄櫨色 胴部 条痕文。

11 弥生土器壷 にぶい褐色 頚部 LR縄文。

12 弥生土器壷 にぶい黄褐色 頚部 刺突文。 LR縄文。

13 弥生土器費 黒褐色 1阿部 櫛描簾状文及び波状文。

14 弥生土器費 にぶい黄燈色 胴部

15 弥生土器嚢 灰黄色 H岡部

16 弥生土器壷 燈色 目岡部

17 弥生土器褒 灰褐色 胴部 櫛描簾状文及び波状文、条痕文。

18 弥生土器壷 黒褐色 綱部 沈線文区画内にLR縄文。

19 弥生土器費 にぶい赤褐色 日縁部 キザミ口縁。櫛描波状文。

20 弥生土器賓 にぶい赤褐色 口縁部 キザミ口縁。櫛描波状文。

21 弥生土器褒 櫨色 胴部 条痕文。

22 弥生土器壷 (5.4) 明赤褐色 底部 内外面刷毛目。

23 弥生土器奏 (7.2) にぶい赤褐色 底部
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主な遺構の新旧は、古い順に第34号土坑、本遺構、第33号土坑となる。一部が試掘調査時のトレンチに

より撹乱を受けている。また、南側が調査区域外となっている。

平面形は、推定ではあるが東一西方向にやや長い方形を呈し四隅が切れるものである。四隅の切れ間

の間隔は比較的大きいものである。主軸方向は、 N-15
0 -wを示す。規模は、一方方向のみであるが

溝外法で7.04m、内法で5.42mである。調査では北・西・東溝が検出できたに止まり、南溝は全く不明

である。

ほぼ全体が把握できる溝の規模は、北溝が推定長2.8m、最大幅O.83m、深さ26cmで溝の底面はやや起

伏があるがほぼフラットであった。東溝は長さ3.1m、最大幅O.82m、深さ35cmで、溝の底面は北側が

ほぼフラットで、南側は一段テラス状の掘り方になっていた。西溝は長さ3.45m、最大幅1.05m、深さ

38cmで、溝の底面は中央部がほぼフラットで北と南へ緩やかな傾斜をもって立ち上がっていた。方台部

側の立ち上がりは、北溝を除いて、いず、れの溝もやや急な傾斜で、あった。埋土は自然堆積と考えられる。
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方台部は、削平されて不明であった。

出土遺物は、主に東溝及び西溝から出土し、弥生土器壷・嚢破片を検出した。小型の壷に口縁部に 2

つ穿孔があるものが見られた。
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第64圏 第8号方形周溝墓・出土遺物

第35表第8号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 弥生土器査 AGM にぶい燈色 C 15% 口縁部穿孔 2つ。外面赤彩痕跡?

2 弥生土器饗 灰褐色 口縁部 口唇部内面櫛歯車IJ突文。

3 弥生土器嚢 にぶい黄櫨色 口縁部

4 弥生土器奏 にぶい赤褐色 日同部 櫛描波状文。

5 弥生土器査 にぶい黄櫨色 頚部~胴部 地文LR縄文。

6 弥生土器賓 (6.4) 灰褐色 底部
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第9号方形周溝墓(第65r-....-67図、第36表)

44r-....-46-179・180グリッドを中心に位置する。数基のピットと重複関係にあるが、新旧関係は明ら

かにできなかった。北及び南側が調査区域外となっている。

平面形は、推定ではあるが東西一南東方向にやや長い方形を呈し四隅が切れるものと推定できる。主

軸方向は、 N-30
0 -wを示す。規模は、溝外法で8.5m(推定) X8.0m、内法で6.0mX5.6mである。

いずれの溝も一部ないしは大部分が調査区域外となっており、全体を明らかにすることはできなかった。

ほぼ検出できたのが東溝で、ごく一部が調査区域外となっていた。

ほぼ全体が把握できる東溝の規模は、推定長4.5m、最大幅1.15m、深さ53cmで、溝の底面はほぼフラ

ットで、あった。また、次に検出部分が大きな溝は西溝で、検出最大幅1.5m、深さ55cmで、溝の底面は南

に向かつてやや傾斜しているようであった。一方、北溝及び南溝はわずかな検出であった。北溝の検出

最大幅1.35m、深さ45cmで、溝の底面は一段テラスを設けて底面に向かつて落ち込んでいた。また、南

溝は大部分が調査区域外であったが、検出最大幅1.13m、深さ48cmであった。方台部側の立ち上がりは、

東溝がやや急な傾斜であった以外は、他の溝は緩やかな傾向にあった。各々の溝の埋土は、自然堆積と

考えられる。

方台部は、削平されて不明であった。

出土遺物は、北溝及び東溝からの出土が顕著で、しかも土圧で破片の状態ではあったが復元可能な良

好な遺物を得た。北溝からは遺存状態の良い弥生土器壷のほか嚢破片などを、南溝からもやはり遺存状

第36表 第9号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 弥生土器高杯 (11.6) AB 灰黄色 B 10% 内外面赤彩。

2 弥生土器高杯 (19.8) ABEGM にぶい黄燈色 A 15% 口唇部縄目圧痕。内外面赤彩。

3 弥生土器壷 AEJKM にぶい赤褐色 A 15% 

4 弥生土器壷 AGHN 燈色 C 15% 

5 弥生土器壷 AEHJ にぶい燈色 B 15% 内面届IJ毛目。

6 弥生土器壷 (16.1) AGHNM にぶい燈色 B 40% 頚部内面から胴下半部外面赤彩。櫛描簾状文及

び波状文。下半刷毛目の後ミガキ。内面刷毛目。

7 弥生土器壷 (8.7) DGHJ 灰白色 B 10% 口縁部LR縄文。

8 弥生土器査 9.3 ABEGNM にぶい黄燈色 B 70% 櫛描簾状文及び波状文。内面刷毛目。

9 弥生土器奏 15.6 17.0 7.6 AGHM にぶい黄櫨色 B 90% 櫛描壊状文及び潰状文。地文刷毛目。胴下半外面・内面ヘラケスリ。

10 弥生土器壷 灰褐色 口縁部 キザミ口縁。

11 弥生土器費 にぶい燈色 口縁部~頚部 櫛描簾状文及び波状文。

12 弥生土器斐 にぶい黄燈色 胴部 櫛描波状文。

13 弥生土器奏 浅黄燈色 頭部 櫛描波状文。

14 弥生土器饗 にぶい黄燈色 頚部 櫛描波状文。

15 弥生土器壷 浅黄燈色 頭部 櫛描簾状文及び波状文。外面赤彩。

16 弥生土器奏 灰褐色 頚部 櫛描波状文。

17 弥生土器嚢 一 灰褐色 目阿部 条痕文。

18 弥生土器費 にぶい燈色 口縁部 櫛描波状文。

19 弥生土器護 にぶい燈色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

20 弥生土器饗 にぶい褐色 胴部 櫛描波状文。

21 弥生土器嚢 褐灰色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

22 弥生土器壷 燈色 頚部 沈線文。

23 弥生土器査 にぶい黄褐色 胴部

24 弥生土器査 浅黄燈色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。内面一部赤彩。

25 弥生土器費 燈色 頚部~胴部 櫛描波状文。

26 石告IJ 長さ4.1 中高5.1 厚さ1.2 欠損 重さ24.7g。粘板岩製。砥石か?
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第67圏 第9号方形周溝墓出土遺物 (2)

態の良い弥生土器量・嚢のほか赤彩を施した高坪破片などを検出した。また、西溝からも赤彩を施した

高杯破片を検出した。さらに、北溝からは、欠損が激しかったが、粘板岩製の石剣ないしは砥石と思わ

れる石製品を検出した。

第10号方形周溝墓(第68・69図、第37表)

58・59-180""183グリッドを中心に位置する。周溝の一部が撹乱を受けている。北・東・西側が調

査区域外となっている。

平面形は不明であるが、北東一南西方向に長い方形を呈し四隅が切れるものと推定できる。主軸方向

は、おおよそN-26
0

- Eを示す。規模は、明らかにできなかった。調査では北溝及び東溝の一部を検

出できたに止まり、南溝・西溝は全く不明である。

比較的検出面積があった東溝の規模は、残存長8.8m、最大幅1.8m、深さ60cmで溝の底面は南に向か

つて傾斜していた。北溝は、ごく一部が検出できたに止まり、検出最深54cmを測った。方台部側の立ち

上がりは、北溝は非常に緩やかな傾斜であったが、東溝は急な立ち上がり方をしていた。埋土は自然堆

積と考えられる。

78 



方台部は、 削平されて不明であった。

三孟ゴ

・宣:!:. 出土遺物は、検出面積が小さかった割には多く、主に北溝から出土し、弥生土器高坪(赤彩)

嚢の破片を検出した。 また、 これらのほかに桃の種子が検出された。

第11号方形周溝墓(第70図、第38表)

58・59-184"'-'186グリッドを中心に位置する。第75号溝跡と重複関係にあり、 中央部を北西から南

東にかけて横切っているが新旧関係は明らかにできなかった。東及び西側が調査区域外となっている。
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第68図 第10号方形周溝墓
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第 10号方形周溝墓

1黄灰色粘質土(しまり、粘性強い、灰白色土粒子、炭化物古む)

2暗灰色砂質土(しまり粕性強い、黄色砂混じる、炭化効吉む)

3青灰色粘質士(しまり、粘性強い、離床付近に多量に含む)

4暗青灰色粘質士(しまり粘性強い、灰白色土粒子、炭化物音む)

5慢乱
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第69圏 第10号方形周溝墓出土遺物

第37表第10号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率

l 弥生土器壷 浅黄燈色 口縁部 櫛描波状文。

10<:111 

!， " 

備 考

2 弥生土器壷 にぶい黄燈色 口縁部 口唇部縄目圧痕。口縁下端にキザミ。櫛描波状文。

3 弥生土器壷 にぶい撞色 頭部 へラ描き交差文。

4 弥生土器壷 黒色 胴部 波状沈線文、刺突文。

5 弥生土器壷 褐灰色 胴部 沈線文区画内にRL縄文。

6 弥生土器壷 黒褐色 胴部 沈線文区画内磨消及びRL縄文。

7 弥生土器饗 黒色 口縁部 キザミ口縁。

8 弥生土器斐 黄灰色 頚部 櫛描波状文。

9 弥生土器褒 黒褐色 胴部 櫛描波状文。

10 弥生土器褒 灰黄褐色 胴部 櫛描波状文。

11 弥生土器費 灰黄褐色 頚部 櫛描波状文。 LR縄文。

12 弥生土器壷 3.3 灰黄褐色 底部

13 弥生土器壷 (7.5) にぶい黄燈色 底部 外面刷毛目。

14 弥生土器饗 (7.7) にぶい赤褐色 底部 外面へラケズリ。

15 弥生土器高杯 (13.2) AEGHJ 灰黄色 A 10% 内外面赤彩。

16 種子桃 長さ3.2 幅2.9 厚さ2.5 完存 重さ2.3g。

平面形は、推定ではあるが北一南方向にやや長い方形を呈し、四隅が切れるものである。主軸方向は、

N-2r -Eを示す。規模は、一方方向の溝外法で9.6m、内法で7.45mである。北及び南溝のみの検

出で、いず、れも一部が調査区域外となっており、全体を明らかにすることはできなかった。

北溝の規模は、検出長3.45m、最大幅1.15m、深さ27cmで、溝の底面はほぼフラットであった。また、

南溝は、検出長4.62m、最大幅1.3m、深さ32cmで、溝の底面はほぼフラットであった。方台部側の立ち

上がりは、いず、れの溝もやや急な傾斜であった。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、削平されて不明であった。

出土遺物は非常に少なかったが、比較的良好な遺存状態で、復元によりほぼ全体を明らかにできた遺

物であった。北溝からは弥生土器壷などを、南溝からは弥生土器嚢を検出した。

第12号方形周溝墓(第71図、第39表)

52"'54-186グリッドを中心に位置する。北側の大部分が調査区域外となっている。
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第38表第11号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 弥生土器壷 (13.5) 27.0 8.6 ADK にぶい黄燈色 C 75% 頚部平行沈線文に列点文、その下連続山形文。

胴上部6単位の櫛描文、その左右列点文。胴

中位平行沈線を挟んで列点文と連続山形文。

胴下部5本 1組の弧状沈線7単位。胴中位L

R縄文。胴下半部横位のミガキ。

2 弥生土器壷 ADHJKM にぶい黄燈色 A 10% 外面ミガキ。

3 弥生土器壷 4.0 明褐灰色 底部

4 弥生土器衰 9.4 ABEGHMN にぶい黄燈色 B 85% 頚部刷毛日後櫛描波状文。桐部組目と細目の|

交差刷毛目。やや器面荒れる。

平面形は不明であるが、四隅が切れるものと推定できる。主軸方向は、おおよそN-250

- Eを示す。

規模は、不明である。東溝のごく一部及び南溝のみの検出で、南溝は一部が調査区域外となっていた。

南溝の規模は、推定長9.9m、最大幅1.75m、深さ45cmで、溝の底面はほぼフラットであったが、西に

床面より一段浅いテラスが存在した。また、東溝は、検出長2.5m、最大幅1.44m、深さ47cmで、溝の底

面はほぼフラットであった。方台部側の立ち上がりは、南溝で緩やかな傾斜で、東溝でやや緩やかな傾

斜であった。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、削平されて不明であった。

出土遺物は、非常に少なかった。南溝から弥生土器嚢破片などを、東溝からはホルンフェルス製の打

製石斧を検出した。

第39表第12号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 器 種 口f壬 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 弥生土器饗 (20.0) ADGJ にぶい鐙色 B 10% 

2 弥生土器奏 にぶい権色 口縁部 外面刷毛目。

3 弥生土器斐 にぶい櫨色 日同部 外面刷毛目。

4 打製石斧 長さ(15.3) 幅8.1 厚さ3.5 刃部欠損 ホルンフェルス製。短冊形。

第13号方形周溝墓(第72図)

57・58-187グリッドを中心に位置する。第75号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。南側

の大部分が調査区域外となっている。

平面形は不明である。主軸方向は、おおよそN-310 -Eを示すと推定できる。規模も不明である。

北溝と考えられる溝跡の一部が検出できただけである。

北溝の規模は、検出長3.9m、最大幅1.38m、深さ60cmを測った。方台部側の立ち上がりは、緩やかで

あったと推定される。埋土は自然堆積と考えられる。

方台部は、調査区域外であり不明であった。

出土遺物は、検出できなかった。

時期は、第10.--....12号方形周溝墓と同時期と考えたい。
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1黒褐色枯置土(灰色土プロック粒子吉む、炭化物多量に吉む)
2黄灰色枯質土(灰色土ブロック含む)
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1オリープ黒色結置土(灰色土粒子、炭化物吉む)
2明青灰色土(オリープ黒色士ブロック吉む)
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6 土器棺墓

土器棺墓は、総数にして 3基検出した。いずれも単棺で、時期は弥生時代中期末~後期と考えられる。

第3号土器棺墓は調査区域外に接する箇所で検出され、さらに重機による表土除去の際に削平してしま

い詳細は不明である。また、第 1号土器棺墓についても上部が大きく削平されており、唯一第2号土器

棺墓が比較的良好な状態で調査できた。それぞれ近接して検出され、方形周溝墓群が所在する地区にオ

ーバーラップして営まれていた。時期的には、方形周溝墓群と同時期かやや後出すると考えられる。

第 1号土器棺墓(第73図、第40表)

38-179グリッドに位置する。第3号方形周溝墓の方台部箇所に所在する。

平面形は楕円形で、規模は径56X51clll、深さl1Clllを測る。

上部が大きく削平されており、床面付近のみ残存していた。墓墳内には、ほぼ床面に胴部下半を打ち

欠いたキザミ口縁の弥生土器嚢を倒立させて埋設しこれを棺身とし、壷の胴部を蓋として被せた状態で

埋葬したと推定される状態で検出した。いずれの個体も上を向いていた半身を削平により失った状態

『勺4--

;G3.70 -A: 

o 10cm 
i-:::l1 4 

事1号1，措棺墓
1青灰色粘漬士(ンノレト混じる民白色ンルト粒子むずか劇回実多量に吉む)

2灰色粘質士(シノレト混じる、灰白色シルト轍世子多量に含む)

3暗K色ンルト(明続灰色シル十世粒子・粒手少量含む)

4灰色シル卜(明絹板色ンルト混じる)

5オリ ブ黒色対質士(明師灰色ンルト粒子若干、土器吉む)

[llh:m 

第73図 第 1号土器棺墓・出土遺物

第40表第 1号土器棺墓出土遺物観察表

備考

キザミ口縁。頚部櫛描簾状文。胴部交差刷毛

目。内面刷毛目。やや器面荒れる。棺身用途。

内外面刷毛目。内面剥落著しく荒れる。棺蓋用途。
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で検出されたため詳細は把握できない。

埋設土器内の埋土中及び墓墳内の埋土中には遺物及び骨片等は確認できなかった。

第2号土器棺墓(第74図、第41表)

39-180グリッドに位置する。第5号方形周溝墓と接する箇所で検出された。また、第18号掘立住建

物跡と重複関係にあった。

平面形は瓢箪形で、規模は長軸83cm、短軸は大きい方の円で長さ83cm、小さい方の円で長さ49cm、

深さ30cmを測った。ただし、深さについては、土器の上端確認レベルから測ると37cmを測るため、墓墳

の本来の深さはこれを超える深さであったと推定できる。

表土除去の際に上部を削平してしまってはいるが、墓墳内には、ほぼ床面に大型の弥生土器壷が斜位

に検出された。しかし、おそらく正位に埋設しこれを棺身とし、上半部を欠いた別個体の壷の胴部を蓋

として覆い被せたと推定した。蓋用途の査に関しては、底部までの個体であり、その胴部を横にして被

覆したか、倒立して被覆したか不明である。

埋設土器内の埋土中及び墓墳内の埋土中には遺物及び骨片等は確認できなかった。

第41表第2号土器棺墓出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 弥生土器壷 (9.8) ABDNM にぶい燈色 B 45% 頚部櫛描波状文。胴上半部横位のミガキ、下半

部刷毛目。内面刷毛目。器面荒れる。棺蓋用途。

2 弥生土器壷 11.5 AEGHJMN にぶい燈色 B 70% 頚部櫛描簾状文及び波状文、胴下半部縦位及

び横位のミガキ。器面荒れる。棺身用途。

3 弥生土器壷 (14.7) AEHJ 浅黄燈色 B 10% 

第3号土器措墓(第75図、第42表)

39-179・180グリッドに位置する。調査区域外にまたがって所在する。

表土除去の際に土器が姿を表した時点で掘削を中止した。したがって、プランのほとんどを削平して

しまったため平面形は不明である。図示したプランは、土器の検出状態と、偶然にも調査区域外の壁面

に本遺構の土層断面が観察できたこの 2点から推定したものである。壁面箇所での規模は、長さ75cm、

深さ18cmを測る。遺構確認面より上部の土層堆積状態は、耕作士、灰色士、灰色粘質土でおよそ35cmの

厚さをもっていた。

検出状態は、必ずしも明確ではないが、棺身の壷は完全に横たわった状態で検出された。一段深く掘

り窪められた床面に頚部より上を打ち欠いた弥生土器査を正位に埋設しこれを棺身とし、やはり同じく

頚部より上を打ち欠いた別個体の大型の壷を蓋として被せたと推定した。この蓋用途の壷は、おそらく

倒立して棺身に被せられていたと思われる。

墓墳内の埋土は自然堆積と考えられ、粘性の強い灰白色シルトを多量に含む灰色粘質土であった。

埋設土器内の埋土中及び、墓壊内の埋土中には遺物及び骨片等は確認できなかった。

第42表第3号土器棺墓出土遺物観察表

備考

胴下半縦位のミガキ、へラケズリ。器面少々

荒れる。棺蓋用途。

胴中位・下半部刷毛目。内面刷毛目。棺身用途。
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第2号封鵠墓

1灰色粕質土(灰白色シルトブロック粒子

少量吉む)

2灰色粘質士(灰白色シパト瞳子少量吉む)

3灰色粘土(暗灰色粘土ブロックー粒子混じる、

士持吉む)

4暗灰色粘土

5灰白色シルト(灰色鮎質土プrロック混じる、

土器含む)

fiOelll 

¥勝山火

ミ二イ -;} 

一一一一一一~一一一一一~

一-一一ー一一一一一ー一一一~ー

二二二一一三~-

ーヘ------)~
--..~ノ/

o lOcm 

ト→一一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一--11:4

第74図第2号土器措墓・出土遺物
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ー畠' 第3号土樹官墓
1灰色粘質土(粘性強し、)

2灰色粘質士(相性強い、灰白色シノレト粒-=t-1-'量含む)

3灰色粕漬土〈灰白色ンルトプロック多量に吉む)

50('111 

第75図 第3号土器棺墓・出土遺物
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7 木棺墓

木棺墓は、総数にして 1基単独で検出した。当初は、方形周溝墓の主体部ではないかと考えたが、周

囲に周溝が伴わず単独の木棺墓として捉えた。この木棺墓が所在する箇所は、集中する周溝墓群から外

れた位置であった。時期は弥生時代と考えられる。

第 1号木棺墓(第76図、第43表)

48-180グリッドに位置する。南側の一部が調査区域外となっている。

墓墳の形状は、平面形が隅丸方形状を呈しており、規模は長軸2.2mX短軸1.5m、深さ 16cm"-'2 Ocmを

測る。その床面は、周囲のテラス状の平坦部分から緩やかに床面に至る。主軸方向は、おおよそN-

50
0 -wを示す。

木棺は、組合せ式の箱式木棺と推定される。棺材は朽ちて検出されなかったが、底板、側板、木口板

を据え付けたと思われる痕跡を墓墳の床面で検出した。木口板及び側板を立てて埋め込んだと推定され

る溝状の掘り込みが確認できた。また、底板の痕跡と思われる長方形の落ち込みも確認された。

この組合せ木棺については、木口板の床面据え付け部側をT字形に加工し、床板をコの字形に切り取

って組み合わせたと考えられる痕跡を一方の木口箇所で確認した。もう一方には、このような痕跡が確

認できなかったので、こちらの木口はただ単に木口板を立てただけのものとも考えられる。

ここで、墓壊内の木棺の痕跡を数値で示し木棺の規模を推定すると、側板の溝状掘り込みは、東側が

長さ1.34m、幅20cm、西側が長さ1.03m、幅20cm"-'30cm、木口板の掘り込みは、長さ35cm"-'40cm、幅

8cmであった。また、底板の痕跡は、長さ約80cm、幅35cm"-'40cmで小規模なものであった。したがって、

木棺の内法は、長さ80cm、幅40cm"-'5 Ocm、外寸は長さ1.34mの側板を使用していたと考えられる。

出土遺物は、墓墳内から長さ0.62cm"-'1.57 cm、直径約0.23cm前後の非常に小さな碧玉製の管玉が検出

された。 6点の検出された内、比較的幅のある管玉は欠損していた。管玉以外の遺物は検出できなかっ

た。

時期は、弥生時代と考えられる。
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第 1号木棺墓

1灰色結質土(灰白色シルト微粒子少量、炭化物わず糾と吉む)

2灰色粕質土(灰白色シル卜多量に吉む)

3灰色結質土(灰白色シルト微粒子若干含む)

4暗灰色粘土 t灰白色シルトプロック多量に含む)

5灰色粘土(紺主比較的あり)

6礁層(円機堆積層)

7灰色粘質土(灰白色シルトブロック少量吉む)

@ @ @ @ @ G 

2m 

第76圏第 1号木棺墓・出土遺物
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第43表第 1号木棺墓出土遺物観察表

番号 器種 長さ 直径 重さ 材質 残存率 備考

l 管玉 1.57 0.245 0.2 碧玉 完形

2 管玉 1.38 0.21 0.1 碧玉 完形

3 管玉 0.67 0.23 0.1以下 碧玉 完形

4 管玉 0.62 0.24 0.1以下 碧玉 完形

5 管玉 0.49 0.23 0.1以下 碧玉 欠損

6 管玉 0.63 0.28 0.1以下 碧玉 欠損

8 土坑

士坑は、総数にして47基検出した。第 1区で21基、第 2区で14基、第3区で6基、第4区で 3基、

第 5区で2基、第7区で l基検出し、第6区、第8区は検出できなかった。

以下、事実記載が必要と考えられるもののみを記載し、全て一覧表にして掲載する(第77----85図、第

44----47表)。

第21号土坑(第78・82図、第46表)

20・21-176グリッドに位置する。一部が撹乱を受けている。

平面形はやや隅丸の二等辺三角形を呈する楕円形であり、推定長軸1.17m、短軸0.76m、深さ36cmを

視jる。

底面が長軸方向東から二段の掘り込みをもち緩やかに最深の底面へと落ち込む形状である。堆積土層

の第2層の最上層付近を中心に弥生土器査が検出された。埋士は自然堆積と考えられる。

出土遺物は、大型の壷と小型の査破片が出土した。大型の壷は胴部上半を欠損していたが、復元でき

る良好な個体であり、外面は口縁部から胴上半部に、内面は頚部まで赤彩が施されていた。

第26号土坑(第79・83・84図、第47表)

42-171グリッドに位置する。西側は調査区域外となり、遺構はさらに延びると推定される。調査区

の壁に確認され、できるだけ拡張をして調査を実施した。

平面形はやや変形した楕円形であり、検出長軸1.83m、短軸は不明、深さ35cmを測る。断面形は、箱

形の掘り込みであった。埋士は自然堆積と考えられ、焼士、炭化物粒子と伴に弥生土器が検出された。

また、床面直上にはマンガン層が存在した。

さらに、底面にいくつかのピット状の落ち込みが存在し、そのピットの中には、埋土に焼土層の上に

炭化物層が堆積していたものも存在した。

出土遺物は大量に出土し、弥生土器壷破片のほか、弥生土器蓋のつまみ部破片が検出された。

89-



第44表土坑一覧表

番号 位置(グリッド) フラシ 長軸×短軸×深さ(c皿) 出土遺物 時期 重複関係 備考

1 21・22-154 楕円形 134 x 120 x 8 土師器:tf・費、須恵器士干 9世紀後半 P4 

2 20・21-154 不整形 一 X156 X 32 土師器費、須恵器杯 9世紀後半

3 20-154・155 楕円形 (110)X 70 X 74 弥生土器費、土師器杯・費、須恵器杯 弥生時代か平安時代?

4 20-156 長方形 112 X 74 X 10 なし 7世紀以降? SJ7 

5 20-158 楕円形 112 X 66 X 20 土師器費・須恵器坪 8世紀前半? SD6 

6 21-159 円形 100 X 98 X 12 土師器褒、須恵器椀 9 世紀後半~10世紀初?

7 20-159・160 楕円形 145 X 78 X 18 土師器杯.~ 9世紀後半 SD4、P25

8 20-161 長方形 118 X 100 X 40 土師器費、須恵器褒 8世紀後半? SD4、P27

9 21-162 不整形 130 X 92 X 16 土師器杯・雪量 7世紀後半 SD14 

10 20-162 長方形 一ー X 58 X 34 土師器杯・号車、須恵器蓋 8世紀前半 SE3、SDl2

11 18・19-162 楕円形 × ーー X 40 なし 弥生時代以降? SJl 

12 21-164 長方形 X 92 X 20 土師器奏、須恵器蓋・杯 9世紀代前半 SJl4・28 弥生土器混入。

13 20-164 不明 × 一一 X 22 土師器杯・費 9世紀末? P68 

14 20-164・165 長方形 278 X 66 X 20 なし 10世紀以降 SJ27、P70

15 21-165 長方形 (115)X 46 X 20 なし 不明 P72 

16 20・21-166 長方形 250 X 100 X 28 弥生土器壷 弥生時代

17 20-167 長方形 X 84 X 20 土師器杯・妻、須恵器蓋 8世紀代ワ SJ26、SD22 弥生土器混入。

18 20-167 円形 68 X 60 X 16 なし 10世紀以降 SJ26 

19 21-174・175 長方形 253 X 196 X 20 土師器杯・壷・衰 7世紀前半 SK20、SJ2

20 20・21-174 長方形 一 X(215)X30 弥生土器壷 弥生時代 SK19 

21 20・21-176 楕円形 (l17)X 76 X 36 弥生土器壷 弥生時代後期

22 34-171・172 長方形 142 X 99 X 16 弥生土器壷・褒 8世紀以降? 遺物全て混入。

23 37・38-171 楕円形 150 X 122 X 28 なし 不明

24 39-172 長方形 (l45)X 95 X 13 なし 不明 P145 

25 39-171 長方形 152 X 116 X 84 土師器杯・費、須恵器褒、板材 7世紀代

26 42-171 楕円形 183 X - X 38 弥生土器蓋・壷・費 弥生時代中期

27 38-177 不整形 110 X 90 X 80 なし 不明

28 38・39-177 楕円形 122 X 107 X 28 土師器奏、須恵、器椀、弥生土器壷 9 世紀末~10世紀初 弥生土器混入。

29 38-178 楕円形 (200)X 120 X 43 土師器奏、弥生土器壷 古墳時代? SR3 弥生土器混入。

30 38-179・180 不整形 一 X - X 35 土師器雪量 古墳時代後期? SR4 

31 39-179 楕円形 一一 X 74 X 20 土師器費 古墳後期~平安時代 SB18 

32 39-179 楕円形 ー X- X 10 なし 不明

33 43-180 楕円形 (l40)X 103 X 48 なし 弥生時代後期以降? SR8 

34 43-180 楕円形 100 X 52 X 30 石核 弥生時代後期以降? SR8 

35 47-179 円形 (l75)X一 X42 なし 不明

36 21-185・186 長方形 (360)X 175 X 40 なし 中世

37 27-188 長方形 210 X 142 X 32 なし 中世

38 28-188 長方形? 一 X- X 30 土師器杯・饗 中世?

39 38-189・190 楕円形 187 X 153 X 32 なし 中世

40 38-191・192 長方形 440 X 240 X 50 なし 不明 SD62 

41 39-192・193 不整形 一一 X - X 48 なし 不明 SD62 

42 19-194・195 長方形 506 X 159 X 24 土師器高杯・杯・費・台付費、須恵器賓 6~7世紀 SJ20・21

43 21・22-195 楕円形 100 X (90) X 24 なし 奈良・平安時代?

44 20-195・196 楕円形 106 X 80 X 14 なし 奈良・平安時代?

45 14・15-199・200 楕円形 167 X(100)X 20 なし 古墳時代後期?

46 15-201 長方形 154 X ー X 12 なし 古墳時代後期?

47 67・68-191 長方形 133 X 80 X 39 なし 不明
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第9号士坑

1灰色土(灰白色土ブロック、酸化鉄少量含む)

第10号士坑

1灰色l:(謹黄色土ブロック多量、焼士、炭化物吉む)

2灰色士(灰白色土粒子、劇ヒ鉄多量、焼土、炭化物若干含む)

第Il号土坑

1灰色士(黄褐色士ブロック若干、酷化鉄多量に吉む)

2青灰色士(黄褐色土ブロック、断ヒ鉄多量に吉む)

第四号土坑

l灰色上(黄褐色士粒子少量、酸化鉄多量、炭化物、焼士プロ yク若干吉む)

2灰色土(黄褐色上ブロック多量に含む)

第5号土坑

1灰色土(黄褐色士ブロック、齢化鉄多量に含む)

2灰色土(黄褐色土プロック若干含む)

第6号土坑

1灰色士(灰白色土ブロック、離ヒ鉄多量に含む)

第7号土坑

1灰色土(灰白色士粒子若干、劇ヒ鉄火山灰少量吉む)

2黄褐色砂質士(灰色土プロック少量吉む)

第8号士坑

1灰色士(灰白色土粒子少量、酸化鉄、火山灰多量に吉む)

2灰色土織化鉄、火山灰多量に含む)

3灰色土(黄褐色土粒子若干、酸化鉄多量に含む)

4灰色粘置土

5噴砂

第 1号土坑

1灰色土(シルト質、暗灰色土粒子少量、酸化鉄多量に吉む)

2灰色土(灰白色土プロ yク、断ヒ鉄多量に吉む)

事2号土坑

1灰色土峨化鉄、火山灰多量、焼士、炭化物若干古む)

2灰色土峨化雄、火山灰多量に含む)

3灰色土機化鉄火山灰多量、焼士、炭化物少量古む)

4灰色土(黄褐色士粒子、酸化粧多量、焼士、炭化物多量に吉む)

5灰色士徹イ回t火山灰多量、炭化物若干合む)

6灰色土(焼土、炭化物多量に吉む)

7黄褐色土(灰色土粒子多量に吉む)

第4号土坑

1灰色土(黄褐色士ブロック少量、酸化鉄火山灰多量に吉む)

2灰色土恒費化鉄、火山灰多量焼士、炭化物若干吉む)
2m 
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第16号土坑

ち令込h

第15号士坑

宰コ
一品'L 

第14号土坑

『宍守ι←
第13号土坑

調査区域外

物務多多

努豪家被援

4 

4 

調

査

区

域

外

可

第fO号土坑 ! 

都 L i 

lf  
L一一l

SK19 

ι選
第17・18号土坑

剖 26揚揚

SJ26 

第22号土坑第21号土坑

/ 

ι圏在/
L 

一且'

参湯量Z
邑一

_l!，' 

湯量言

「:よ甑!
L 11t 

。すJ

SJ2 

第19号土坑

第20月t坑

1灰白色 tu灰色土ブロソク状に混仁る酸化鉄多量に含む)

21*色.clf*色士ブロソク状に混じる酷iヒ鉄多量に古む)

:31;)(色l:(灰色上ブロック状に混じる、酸化鉄品干吉む)

第21可十坑

1灰色上(ンルト質版白色tブロノク多量に含む)

2fk色仁(〆ルト賀、M白色十三位1子、酸化鉄多量に含む)

3灰色 1:(シルト質灰色上、灰白色士粒子わずかに含む)

第22号上坑

1倒宍色粘質土 (L主的強い、粘性弱l¥'、ミス少量、

酷{ヒ鉄多量に吉む)

2日青!タ〈色粘質士(し主り強い粘性弱い、パミス苦 1一、焼 i、

炭化物少量f知)。

J 

第 16~す』坑

1灰色士(酸化鉄、火山町多量に青む)

2灰色十一(酸化鉄多量に吉む)

き灰色t仰〈色上ブロッゲドl二混仁ろ)

第J7号j坑

1灰色土(酬ヒ鉄多量に含む)

Z黄灰色上(員褐色士フロソク状に混ヒる、酷化鉄多量暁 l

炭化物若干含む)

3J;K色土抑」色七ブロック1大に混じる、fX化物わずf川ニ古む)

第 18号:U凡

1灰色士(酸化鉄多量、焼1炭化物若干古む)

2灰色i:(灰色十ブロック状に混じる、酸化欽多量に吉台)

第 13V;士坑

1灰色 j:(酸化鉄、火l川疋多量焼}打下庁む)

2灰色上(オリーブ黄色上杭 t少量酸化鉄ブロック、火山伏

多優に合む)

3灰色十 (灰白色土プロ yク、オリープ黄色lプロック多量、

酸化欽フロノク若 I含む}

事14号l坑

lJ1<色1:(酷化銑多量に青む)

21*色 L(酷化鉄、火!IM，:多量に含む)

事 15号上宅It

11人色 1:1灰色上プロノク杭に混じる、酸化鉄多量に古む)

2r，)(色 j..(灰色tプロック壮に混じる、酷化鉄多量に合む)

2m 

I 山

第13-22号土坑
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第38号土坑第37号土坑
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第36号土坑
I 撹乱 l 第35号土坑
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第41号土坑

L ー阜'

「

第40号土坑

5062 

_A 

一邑

第39号土坑

色一

A 

4 4 

第話号土坑

1灰色粘土

2灰色粘土{灰白色ンルト粒子若干吉む)

3灰色粘土(灰白色/ルトブロック若干吉む)

4暗灰色粘土(明縁灰色/ルトブロック多量に吉む)

第38号土坑

1暗灰色粘置土(しまり強い、粘性屋付奇い、灰色プロック、火山灰多量に含む)

2慣乱

第四号土坑

1黒灰色粘質士(しま句強い、制空弱い、灰色粘土ブロック、燈褐空砂ブロッ夕、

火山灰多量、酷化童労少量吉む)第36号土坑

1再灰色/ルト(埋め戻し士、しまり強い、粕性弱い、灰色粘土ブロック、

燈褐色砂プロック、酷f故多量に吉む)

2m  

1:60 

第35-41号土坑
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第37号土坑

l黒灰色ンルト(しまり強い、制主弱い、灰色粘土ブロック、黒色士、白色粒子、

酸化鉄多量に含む)
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第81図第1""3・9・10・12・16・17・19・20・22号土坑出土遺物

第45表第 1""3・9・10・12・16・17・19・20・22号土坑出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎士 色調 焼成 残存率 備 考

1-1 土師器杯 (14.0) ADHJ にぶい燈色 C 10% 

1-2 須恵器杯 (15.1) ABF 灰黄色 A 10%以下 南比企産。

2-1 須恵器杯 (12.0) ABGH 灰白色 A 10%以下

2-2 土師器奏 (21.2) AEJK 燈色 A 10%以下

3-1 弥生土器斐 にぶい赤褐色 口縁部 キザミ口縁。条痕文。

9-1 土師器杯 (12.8) AHJK 灰褐色 A 15% 

9-2 土師器杯 (12.2) AHKM 黒褐色 A 15% 

10-1 須恵器蓋 (18.5) ABHKL 灰色 A 10%以下 末野産。

10-2 土師器杯 (12.2) AHJKM にぶい燈色 B 10% 

12-1 須恵器杯 (13.0) (8.3) AF 灰色 A 15% 南比企産。

16-1 弥生土器壷 7.7 黒褐色 底部 網代痕。

17-1 弥生土器壷 燈色 胴部 沈線文。

19-1 土師器土手 (12.8) AHJM にぶい燈色 B 15% 

19-2 土師器賓 (14.2) ABEGHJMN 櫨色 A 10%以下

に
UQ

U
 



番号 器種 口f圭 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

20-1 弥生土器壷 (11.2) AEGMN にぶい燈色 A 20% 胴部内外面摩滅。

22-1 弥生土器壷 (15.0) AEHJM 浅黄燈色 A 10%以下

22-2 弥生土器費 褐灰色 胴部 交差刷毛目。

22-3 弥生土器壷 (13.4) 燈色 底部
」ー

/ 

25-1 

lOcm 昌三三子=ー
1ιI 

第82図第21・25号土坑出土遺物

第46表第21・25号土坑出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

21-1 弥生土器査 23.0 (12.0) ABEHN にぶい黄櫨色 A 30% キザミ口縁。口縁部及び頚部櫛描波状文、胴

下半部縦位のミガキ。内面刷毛目。頚部内面

から胴上半部外面赤彩。

21-2 弥生土器壷 AEGHN にぶい褐色 C 20% 内面刷毛目。器面荒れる。

25-1 須恵器奏 ABHN 灰色 A 胴部 外面平行叩き局。内面あて具痕及び指ナデ。

25-2 板材 長さ20.7幅13.0 厚さ2.3 板目取り。用途不明。
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第84圏第26・28・29・42号土坑出土遺物

第47表第26・28・29・42号土坑出土遺物観察表

番号 器種 口f圭 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

26-1 弥生土器蓋 燈色 つまみ部

26-2 弥生土器壷 にぶい黄褐色 頚部~胴部 頚部沈線文問に刺突文、波状j沈線文。胴上半

部沈線文聞に刺突文、 LR縄文。胴中位沈線

文間にLR縄文、結接点にこぶ状貼付文の弧

状沈線文。

26-3 弥生土器壷 にぶい黄褐色 』阿部 2とほぼ向じ。但し、頚部縦位の沈線文内に刺

突文、これを中心にして左右に突起状沈線文。

26-4 弥生土器査 明赤褐色 胴部 地文LR縄文。波状沈線文。

26-5 弥生土器壷 明赤褐色 頚部~胴部 地文LR縄文。 8の字状沈線文。刺突文。

26-6 弥生土器壷 にぶい赤褐色 胴部 地文LR縄文。沈線文。

26-7 弥生土器壷 にぶい掻色 胴部 沈線文。

26-8 弥生土器壷 燈色 胴部 地文LR縄文。沈線文。

26-9 弥生土器壷 赤褐色 胴部 地文LR縄文。沈線文。

26-10 弥生土器壷 にぶい燈色 胴部 地文LR縄文。沈線文。

26-11 弥生土器壷 灰黄褐色 胴部 地文にLR縄文。波状沈線文。

26-12 弥生土器壷 灰黄褐色 胴部 地文LR縄文。沈線文。

26-13 弥生土器壷 にぶい櫨色 胴部 地文RL縄文。沈線文。

26-14 弥生土器壷 灰黄褐色 胴部 沈線文区画内に LR縄文。

26-15 弥生土器壷 褐灰色 頚部 沈線による重ね文。

26-16 弥生土器壷 燈色 頚部 沈線による重ね文区画内に刺突文。

26-17 弥生土器壷 にぶい燈色 胴部 沈線文。

26-18 弥生土器壷 にぶい燈色 頚部 刺突文。沈線文。

26-19 弥生土器壷 明黄褐色 胴部 ヘラ状工具による刺突文。

26-20 弥生土器褒 褐色 口縁部 キザミ口縁。口縁端部内面LR縄文。

26-21 弥生土器費 燈色 胴部 条痕文。

26-22 弥生土器壷 燈色 貼付文。

26-23 弥生土器壷 (6.5) にぶい燈色 底部 木葉痕。

26-24 弥生土器壷 (6.2) 桜色 底部 木葉痕。

26-25 弥生土器壷 7.3 にぶい赤褐色 底部 木葉痕。

28-1 須恵器椀 (14.2) AEHMN 燈色 C 10%以下 末野産。

28-2 弥生土器壷 にぶい燈色 胴部 沈線文。

29-1 弥生土器査 (7.4) 燈色 底部 木葉痕。

29-2 弥生土器壷 (7.4) 灰黄色 底部

42-1 土師器高杯 AEHMN 灰黄褐色 A 10% 

42-2 土師器費 (21.9) ABCM 灰黄色 B 10%以下
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第42号土坑

SJ21 

SJ20 

A24.00 

第45号土坑 第46号土坑 第47号土坑

撹乱

調査区域外

A ~: A一 一畠'
色一

_A' 

〆

第43号土坑

生一 一品'

働移多Z

屯一 一且'

物多多.
第42号士坑

1オリープ黒色粘質土(しまり強い、制生弱い、白色粒子少量、断機

多量に含む)

2暗青灰色粘質土(しまり強い粕性弱い、焼士、炭化物若干、酸化鉄

多量に吉む)

第43号土坑

1オリープ黒色粘質士(しまり強い、樹性弱い、白色粒子若干、酸化鉄

多量に含む)

2暗青灰色粘質士(しまり強い、細企弱い、白色粒子若干、断ヒ鉄多量

一且' に含む)

第44号土坑

lオリープ黒色粘質土(しまり強い、柑主弱い、焼士、炭似掬」少量、

酸仕激多量に含む)

ゑ欄微弱Z物物物媛 級三三
第47号土坑

1里色土 L灰オリープ色土粒干含む)

2黒色土(灰オリープ色土ブロック吉む)

。 2m 

1 :GU 

第85図第42""47号土坑

9 ピット

ピットは、総数にして247基検出した。遺物が検出で

きたピットは少なかった。

以下、全て一覧表にして掲載する(第86-"-'100図、第

48・49表)。

なお、図面は、ピット全体図区割図に従って掲載した。

また、ピットが所在する箇所のみを図示した。
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第48表 ピット一覧表

番号 位置(グリッド) フ。ラン 長軸×短軸×深さ(cm) 出土遺物 時期 重複関係 備考

1 22-154 楕円形 (40) X (25) X 4 なし 不明 SB5 

2 22-154 隅丸方形 41 X 36 X 16 土師器褒 9世紀 SB5 

3 21-154 楕円形 (60) xー x 8 土師器杯、須恵器賓 8世紀末 SB5 

4 21-154 円形 (55) x (54) x 6 なし 不明 SB5、SKl

5 23-154 楕円形 (50) x - X 17 なし 不明

6 21-154 楕円形 56 x 54 x 24 なし 不明

7 20-154 円形 30 X 27 X 11 土師器細片 不明

8 20-155 円形 (35) X (34) X 25 なし 不明 SB14、SDl

9 20-155 楕円形 (84) X ー X 25 Tょし 不明 SB14 

10 20-156 楕円形 61 X 51 X 15 土師器褒 不明 SJ7 

11 20-156 不整形 (54) X (44) X 16 なし 不明 P12、SD2

12 20-156 楕円形 35 X 26 X 20 なし 不明 P11 

13 20-156 楕円形 27 X 24 X 6 なし 不明 SB2 

14 20-157 楕円形 38 X 33 X 8 なし 不明

15 20-157 楕円形 40 X 34 X 21 なし 不明 SJ13 

16 20-158 楕円形 56 X 50 X 36 土師器杯・ 5豊 7世紀

17 20-158 楕円形 25 X 24 X 10 なし 不明 P18 

18 20-158 楕円形 (37) X (35) X 9 なし 不明 P17 

19 20-158 楕円形 35 X 31 X 7 なし 不明

20 20-158 楕円形 52 X 38 X 8 なし 不明 SB6・11

21 20-158 楕円形 50 X 42 X 17 なし 不明 SB6・11

22 20-159 円形 48 X 48 X 21 なし 不明 SB6・11

23 20-159 円形 38 X 36 X 18 なし 不明

24 20-159 楕円形 55 X 48 X 27 須恵器杯 9世紀後半 SD4 

25 20-160 不整形 47 X 29 X 20 なし 不明 SK7 

26 20-160 楕円形 45 X 38 X 17 なし 不明 SD4 

27 20-161 隅丸方形 (84) X 49 X 21 なし 不明 SK8、SD4

28 21-161 楕円形 68 X 61 X 7 土師器饗、須恵器蓋 9世紀後半

29 14-162 円形 31 X 28 X 16 なし 不明

30 15-162 楕円形 100 X 50 X 23 士自市器杯・椀・褒 9世紀後半

31 15-162 隅丸方形 (105)X (88) X 20 土師器杯・妻、須恵器蓋.t不・饗 8世紀末~9世紀初

32 15-162 楕円形 61 X 59 X 16 土師器杯・費、須恵器椀・褒 9世紀末 SDI0 

33 16-162 円形 32 X 29 X 18 なし 不明 SD10 

34 16-162 円形 29 X 27 X 31 なし 不明 SD10 

35 16-162 円形 20 X 19 X 23 土師器土不・費 9世紀末

36 16-162 楕円形 22 X 21 X 8 なし 不明 SB17 

37 17-162 楕円形 (98) X 56 X 68 土師器杯・斐 7世紀前半 P38 

38 17-162 円形 75 X (85) X 45 土師器士不・寮 7世紀前半 P37 

39 17-162 楕円形 66 X 54 X 51 土師器褒 不明 SDI0 

40 17-162 不整形 70 X 6.1 X 55 なし 不明 SDI0 

41 17-162 楕円形 48 X 39 X 19 土師器費、須恵器蓋 8世紀

42 17-162 楕円形 33 X 25 X 17 なし 不明

43 17・18-162 楕円形 28 X 25 X 20 なし 不明

44 17-162 円形 32 X 31 X 37 なし 不明

45 18-162 不整形 82 X 60 X 53 土師器杯・褒 7世紀後半

46 18-162 楕円形 30 X 29 X 45 なし 不明

47 18-162 隅丸方形 48 X 46 X 27 なし 不明 SD10 

48 18-162 楕円形 X 70 X 32 なし 不明 P49 

49 18-162 楕円形 (41) X 35 X 18 なし 不明 P48 

50 19-162 楕円形 30 X 23 X 25 なし 不明 SB4 

51 19-162 4青円形 73 X 59 X 22 なし 不明 SD12 

52 19-162 楕円形 37 X 33 X 20 なし 不明 SB4、SD11

53 20-161・162 楕円形 74 X (67) X 32 なし 不明 SEl 

54 20-162 楕円形 32 X 20 X 7 なし 不明 P55 

55 20-162 楕円形 44 X 35 X 13 なし 不明 P54 

56 19-162 楕円形 (75) X 42 X 26 なし 不明 P57、SB4、SDll

57 19-162 4青円形 X 36 X 25 なし 不明 P56、SB4、SDll

58 20-162 楕円形 100 X 71 X 64 土師器杯・護、須恵器杯 7世紀後半

59 21-162 楕円形 86 X 49 X 19 土師器嚢 不明

60 21-162 楕円形 57 X 44 X 12 なし 不明

61 21-161 楕円形 64 X 30 X 7 なし 不明

62 22-162 円形 31 X 28 X 19 なし 不明

63 23-161・162 円形 35 X 32 X 21 なし 不明 SRl 

64 23-161・162 楕円形 60 X 49 X 30 土師器護 不明 SB3、SRl

65 23-162 楕円形 (59) X 52 X 6 なし 不明 P66、SB3、SD20

66 23-162 楕円形 (70) X 67 X 20 なし 不明 P65、SB3、SD20
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番号 位置(グリッド) プラン 長軸×短軸×深さ(cm) 出土遺物 時期 重複関係 備考

67 20・21-163 楕円形 56 x 48 x 31 なし 不明 SD15 

68 20-164 隅丸方形 73 x 57 x 22 なし 不明 SB12、SK13

69 20-165 円形 37 x 36 x 22 土師器杯・ 5臣、須恵器褒 9世紀

70 20-165 円形 43 X 40 X 19 土師器費、須恵器褒 不明 SK14 

71 21-165 円形 49 X 37 X 10 土師器 不明 P72、SK15

72 21-165 隅丸方形 (50) X (40) X 17 なし 不明 P71、SK15

73 20-167 楕円形 62 x 42 x 14 土師器杯・褒 7世紀前半

74 20-168 円形 39 X 37 X 19 なし 不明

75 20-168 楕円形 26 X 23 X 16 なし 不明

76 21-168 楕円形 26 X 19 X 10 なし 不明

77 21-173 楕円形 32 X 28 X 10 なし 不明

78 21-173 楕円形 44 X 33 X 38 なし 不明

79 21-173 円形 (74) X 56 X 20 なし 不明

80 21-174 字音円形 42 X 32 X 31 なし 不明

81 20-176 楕円形 45 X 35 X 35 なし 不明

82 31・32-171 円形 48 X 45 X 19 なし 不明 P83 
83 31・32-171 楕円形 70 X (67) X 9 なし 不明 P82 
84 32-171 円形 46 X 46 X 15 なし 不明

85 32-171 楕円形 (38) X 33 X 8 なし 不明

86 32-171 円形 31 X 29 X 12 なし 不明

87 32-171 円形 一 X39 X 11 なし 不明

88 32-171 円形 40 X 40 X 31 なし 不明

89 32-171 円形 38 X 37 X 13 なし 不明

90 32-171 不整形 53 X 24 X 18 なし 不明

91 32-171 隅丸方形 24 X 22 X 26 なし 不明

92 32-171 隅丸方形 22 X 20 X 19 なし 不明

93 32-171 円形 20 X 19 X 9 なし 不明

94 33-171 楕円形 31 X 21 X 14 なし 不明

95 33-171 楕円形 28 X 23 X 26 なし 不明

96 33-171 楕円形 68 X 58 X 14 土師器杯・饗 7世紀前半

97 33-171 楕円形 32 X 28 X 32 なし 不明 SE10 
98 34・35-171 瓢箪形 35 X 19 X 30 土師器奏、須恵器杯 不明 SD40 
99 34-171 円形 30 X 30 X 22 土師器 不明

100 34-171 方形 18 X 15 X 20 須恵器杯 不明

101 34・35-171隅丸方形 26 X 24 X 23 土師器褒 不明

102 34-171 方形 19 X 15 X 24 土師器 不明

103 34-171 方形 31 X 30 X 42 土師器台付費 不明

104 34-171・172 楕円形 43 X 25 X 23 土師器坪 不明

105 34-171・172隅丸方形 20 X 18 X 31 なし 不明

106 34-172 楕円形 22 X 16 X ー なし 不明 SJ10 
107 35-172 不明 一一 X - X 24 土師器費、須恵器賓 9世紀? SD40 
108 35-171 楕円形 28 X 22 X 13 なし 不明

109 35-171 楕円形 24 X 19 X 22 なし 不明

110 35-171 楕円形 22 X 18 X 23 なし 不明

111 35-171 隅丸方形 25 X 23 X 17 なし 不明

112 35-171 円形 25 X 21 X 17 なし 不明

113 35-171 円形 30 X 30 X 13 土師器杯・費、須恵器杯 8世紀後半~9世紀前半 SD40 
114 35-171 楕円形 28 X 22 X 25 なし 不明

115 35-171 円形 17 X 16 X 9 なし 不明

116 35-171 楕円形 25 X 23 X 11 なし 不明

117 35-171 楕円形 47 X 38 X 20 なし 不明

118 35-171 楕円形 20 X 18 X 17 なし 不明 SD40 
119 35-171 楕円形 25 X 20 X 13 土師器 不明 SD40 
120 35-172 円形 35 X 35 X 40 なし 不明

121 35-171 楕円形 40 X 36 X 25 なし 不明

122 35-171 楕円形 34 X 31 X 37 なし 不明

123 35-171 円形 21 X 19 X 22 なし 不明 SJ11 
124 35-171 楕円形 32 X 27 X 15 なし 不明 SJ11 
125 35→171 楕円形 30 X 25 X 6 なし 不明 SJ11 
126 35-171 楕円形 40 X 35 X 16 なし 不明 SJ11 
127 35-171 楕円形 20 X 17 X 10 なし 不明 SJ11 
128 35-171 楕円形 37 X 30 X 19 なし 不明 SJ11 
129 35-171 楕円形 24 X 18 X 6 なし 不明 SJ11 
130 35-171 円形 24 X 24 X 21 土師器費 不明 SJ11 
131 35-171・172 楕円形 33 X 27 X 14 土師器 不明 SJ11 
132 35-171 円形 34 X 30 X 15 なし 不明 SJ11、SD41
133 35-171 楕円形 28 X 27 X 18 なし 不明 SJ11、SD41
134 35-171 円形 30 X 29 X 17 なし 不明 SD41 
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番号 位置(グリッド) フフン 長軸×短軸×深さ(cm) 出土遺物 時期 重複関係 備考

135 35-171 楕円形 31 x 26 X 27 なし 不明 S041 

136 38-170 楕円形 46 x 42 x 6 なし 不明

137 37-171 楕円形 35 x 21 x なし 不明

138 38-172 円形 30 x 30 X 14 土師器嚢 不明

139 39-171 不整形 37 X 16 X 12 須恵器杯 9世紀末~10世紀初

140 38-171 楕円形 47 X 41 X 16 なし 不明

141 38-171 楕円形 35 X 30 X 8 なし 不明

142 38-172 方形 26 X 23 X 19 なし 不明

143 38-172 楕円形 34 X 24 X 19 なし 不明

144 38・39-172 円形 40 X 38 X 10 土師器号車 7世紀代

145 39-172 楕円形? 一一 X 45 X 22 なし 不明 SK24 

146 39-172 隅丸方形 33 X 25 X 10 なし 不明

147 39-171 楕円形 35 X 23 X 12 なし 不明

148 39-171 不整形 38 X 28 X 15 なし 不明

149 40-171 円形 31 X 27 X 34 砥石 弥生時代?

150 40-171 字書円形 50 X 42 X 16 弥生土器壷or土師器嚢 不明

151 40-171 楕円形 28 X 19 X 12 なし 不明

152 40-171 楕円汗手 35 X 26 X 20 なし 不明

153 40-171 円形 29 X 28 X 6 なし 不明

154 40-171 円形 29 X 28 X 26 なし 不明

155 40-171 楕円形 49 X 39 X 31 土師器 不明

156 40-171 円形 39 X 38 X 14 なし 不明 S045 

157 40・41-171 楕円形 57 X 34 X 50 なし 不明

158 40-171 楕円形 29 X 18 X 2 なし 不明 S045 

159 40-171 楕円形 23 X 19 X 17 なし 不明

160 40-171 楕円形 29 X 24 X 15 なし 不明

161 41-171 楕円形 53 X 40 X 14 なし 不明 P162、S046

162 41-171 楕円形? X 43 X なし 不明 P161、S046

163 41-171 楕円形 40 X 31 X 20 土師器饗 不明

164 38-172 楕円形 60 X 30 X ー なし 不明

165 38-175 円形 55 X 55 X 32 土師器坪 不明 SB16、SA1

166 38-176 隅丸方形 102 X 54 X 40 土師器坪・費、須恵器杯 9世紀前半 P168、SA1

167 38-176 楕円形 51 X 40 X 30 土師器坪 7世紀後半~8世紀前半

168 38-176 楕円形 65 X 50 X 21 土師器費 不明 P166 

169 38-176 円形 30 X 30 X 13 なし 不明

170 38・39-176 楕円形 53 X 50 X 15 なし 不明 P171 

171 39-176 楕円形 (50) X 35 X 31 なし 不明 P170 

172 39-176 楕円形 30 X 26 X 10 なし 不明 SB10 

173 38-177 楕円形 41 X 31 X 22 土師器嚢 不明 SB10 

174 38-178 楕円形 45 X 43 X 24 なし 不明 SR3 

175 38-179 楕円形 50 X 40 X 25 土師器蜜 不明 SR3 

176 39-178 楕円形 52 X 38 X 30 土師器蜜 不明 SB8、SR3

177 38・39-179 楕円形 32 X 28 X 土師器 不明 SB8、SR3

178 38・39-180 楕円形 35 X 33 X 12 なし 不明 P186、SB18

179 39-179 円形 56 X 55 X 18 土師器費 不明 P180、SB8、SR3

180 39-179 不整形 (60) X 41 X 14 弥生土器壷 弥生時代中期~後期 P179、SB8、SR3

181 39-179 楕円形 X (40) X 21 なし 不明 SK31、SB8、SR3

182 38-180 楕円形 65 X 49 X 9 なし 不明 SR5 

183 38-180 楕円形 58 X 47 X 10 土師器斐 不明 SR5 

184 39-180 楕円形 52 X 47 X 20 土師器 不明 SB18 

185 39-180 楕円形 45 X 31 X 13 土師器饗 古墳時代後期? SB18、SR5

186 38・39-180 楕円形 104 X 76 X 25 なし 不明 P178、SB18

187 38-180 楕円形 57 X - X 15 なし 不明 P188・189、SB18

188 38-180 不整形 26 X 23 X 15 なし 不明 P187・189、SB18

189 38-180 楕円形 44 X 39 X 18 土師器 不明 P187・188、SB18

190 38-180 円形 45 X 45 X 19 なし 不明 P191、SB18

191 38-180 円形 48 X 45 X 10 なし 不明 P190、SB18

192 38-180 楕円形 32 X 25 X 11 なし 不明

193 39-180 楕円形 26 X 20 X 24 なし 不明 SB18 

194 39-180 楕円形 20 X 15 X 25 弥生土器高杯 弥生時代後期 SB18 

195 39-180 楕円形 90 X 85 X 36 土師器 不明 SB18、SR5

196 39-180 円形 45 X 42 X 44 なし 不明 SB18 

197 39-180・181 楕円形 85 x (70) X 14 土師器褒 8世紀 P198・199、SB18

198 39-180・181 楕円形 (45) X 38 X なし 不明 P197、SB18、SR5

199 39-180・181 円形 52 X 46 X 13 なし 不明 P197、SB18

200 39・40-180 楕円形 50 X 31 X 15 なし 不明

201 39-180 不整形 126 X 84 X 10 土師器妻、須恵器杯・蓋 9世紀前半

202 39-181 楕円形 60 X 57 X 22 なし 不明
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番号 位置(グリッド) フフン 長軸×短軸×深さ(c皿) 出土遺物 時期 重複関係 備考

203 40-180 楕円形 28 x 24 x 7 なし 不明

204 40-180 楕円形 35 X 29 X 12 なし 不明

205 40-180 円形 27 X 26 X 8 なし 不明

206 40-180 楕円形 30 X 23 X 6 なし 不明

207 41-179 楕円形 37 X 31 X 36 土師器 不明

208 41-179 楕円形 (54) X (51) X 4 なし 不明 P209、SB15、SR6

209 41-179 隅丸方形 55 X 51 X 16 土師器褒 不明 P208、SR6

210 41-180 楕円形 35 X 30 X 22 なし 不明 SR6 

211 41-180 楕円形 42 X (35) X 11 なし 不明 P212、SR6

212 41-180 円形 33 X 22 X 11 なし 不明 P211、SR6

213 41-180 楕円形 51 X 36 X 12 土師器費 不明

214 41-180・181 楕円形 43 X 30 X 8 なし 不明

215 41・42-180 楕円形 48 X 39 X 26 なし 不明 SR7 

216 42-180 楕円形 34 X 23 X 8 なし 不明 SR7 

217 43-179・180 円形 (41) X (39) X 8 なし 不明

218 43-179・180 楕円形 35 X 29 X 8 土師器饗 不明

219 43-180 楕円形 55 X 44 X 12 なし 不明 SR8 

220 43-180 楕円形 25 X 20 X 11 なし 不明 SR8 

221 43・44-180 楕円形 67 X 62 X 40 土師器杯・褒 8世紀後半 SR8 

222 44-180 楕円形 35 X 30 X 11 なし 不明 SR8 

223 44-180 不整形 35 X 25 X 8 なし 不明 SR8 

224 44-180 楕円形 27 X 23 X 14 なし 不明

225 44-180 楕円形 37 X 30 X 21 なし 不明 SR9 

226 45-180 楕円形 39 X 20 X 11 なし 不明 SR9 

227 45-180 不整形 84 X 44 X 27 なし 不明 P228、SR9

228 45-180 楕円形 (55) X (45) X 9 なし 不明 P227、SR9

229 45-180 楕円形 80 X 76 X 22 なし 不明 SR9 

230 47-179・180 不整形 80 X 59 X 26 なし 不明

231 47-180 楕円形 X 40 X 11 なし 不明

232 48-180 楕円形 25 X 19 X 6 なし 不明

233 48-179 楕円形 28 X 25 X 6 fよし 不明

234 48-179 楕円形 54 X 35 X 13 なし 不明

235 48-179 楕円形 34 X 29 X 12 なし 不明

236 25-195 楕円形 36 X 27 X 9 なし 不明 P237 

237 25-195 円形 35 X (34) X 10 なし 不明 P236 
238 25-195 円形 43 X 39 X 9 なし 不明

239 25-195 楕円形 75 X 60 X 14 土師器 不明

240 21-195 楕円形 34 X 31 X 16 なし 不明 SJl8・22

241 21-195 円形 33 X 30 X 13 なし 不明

242 68-190 楕円形 35 X 30 X 15 なし 不明

243 68-190 隅丸方形 91 X 40 X 27 なし 不明

244 68-191 円形 35 X 31 X 19 弥生土器壷・費 弥生時代後期

245 68-190・191隅丸方形 86 X 46 X 29 弥生土器費、土師器嚢 弥生時代後期?

246 67-191 楕円形 90 X 75 X 40 なし 不明

247 67-191 不整形 125 X 105 X 50 なし 不明
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第49表第24・103・139・149・167・244・245号ピット出土遺物観察表

番号 器種 口径 器両 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

24-1 須恵器杯 (12.8) 3.4 (6.4) ABFHN 灰色 A 35% 南比企産。
103-1 土師器台付費 ABEJKM にぶい燈色 A 10%以下
139-1 須恵器杯 (6.2) ABFHN 灰白色 C 15% 南比企産。
149-1 砥石 長さ5.3 幅2.6 厚さ1.0 重さ20.1g。砂岩製。
167-1 土師器杯 (12.8) AEKJ 燈色 B 10%以下
244-1 弥生土器壷 暗褐色 口縁部 口縁部上下端キザミ。櫛描波状文。
244-2 弥生土器壷 にぶい赤褐色 口縁部 キザミ口縁。口縁部櫛描波状文。
245-1 土師器褒 4.1 AEGMN 明赤褐色 A 10% 

10 井戸跡

井戸跡は、総数にして13基検出した。いくつかの集中分布地区が存在した。第 1区の20・21-162グ

リッドを中心とした一群、第2区の南北軸171グリッドを中心とした一群、第2区の38-175----178グ

リッドを中心とした一群である。いず、れの井戸跡も平安時代及び中世の時期のものが主体で、あった。

第 1号井戸跡(第101・102図、第50表)

20-161・162グリッドに位置する。第4・7・13号溝跡、第53号ピットと重複関係にあり、それぞ

れを本遺構が切っている。古い順に、第13号溝跡、第4号溝跡、第7号溝跡、本遺構となる。

平面形は、径3.2X2.9mのやや楕円形を呈する円形で、確認面からの深さは0.81mを測る。断面形状

は逆台形で、底面は平坦となっている。

埋土は、自然堆積と考えられ、礁を多量に含んでいた。

出土遺物は、井戸跡の中で最も多い出土量で、青磁の碗のほか、弥生土器高杯、土師器高杯・杯・

椀・台付曹、須恵器高盤・坪・椀・壷・嚢など多種にわたる遺物が検出されたが、青磁碗以外の時期の

遺物は混入遺物と考える。

第2号井戸跡(第101・102図、第50表)

19・20-161グリッドに位置する。東側半分以上が調査区域外となっている。

平面形は不明であるが、おそらく楕円形状を呈していたと推定できる。推定径2.4X2.0mである。確

認面からの深さは0.92mを測るが、最深部分が検出されていないので、さらに深くなると推定される。

断面形状は、舟底状を呈する。

埋土は、並行に堆積しており、人為的に埋められた可能性が高い。

出土遺物は少なく、須恵器坪のほか土師器杯・費破片などが出土した。

第3号井戸跡(第101・102図、第50表)

19・20-162グリッドに位置する。第4号掘立柱建物跡、第10号土坑、第11・12号溝跡と重複関係

にあり、それぞ、れを本遺構が切っている。

平面形は、径2.4X1.98mのやや変形した楕円形で、確認面からの深さは0.88mを測る。断面形状は、

舟底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられ、最下層に大きな礁を含んでいた。

出土遺物は、瓦質土器播鉢・鉢、挽物漆椀、桃の種子のほか土師器杯・嚢、須恵器蓋・杯・壷・嚢な

どが検出された。また、獣骨と考えられる骨も検出された。

時期は、中世と考えられる。
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第1号井戸跡

5D7 

A 24.00 

第4号井戸跡

A 

A 24.00 

第 1号井戸跡

1灰色土(黄色土粒子、劇ヒ鉄多量、韓吉む)

2灰色土(しまりない、黄色土粒子若干、断ヒ鉄、離多量に吉む)

3灰色士(黄色土粒子若干、酸化鉄多量に含む)

A' 

一企'

一且

第2号井戸跡、

調査区域外
A A' 

A~4.00 一畠'

主ー 匂

A 24.00 A' 

第5号井戸跡

ー_Aー J!，'.ーー一
調査区域外

J!，~ 

4灰色士(ややしまりない、黄色土粒子酷化鉄プロック少量、炭化物若干古む)

5灰色土(灰白色士ブロック多量に含む}

第2号井戸跡

1灰色士(オリープ色土粒子、火山灰、酸化鉄多量、炭化物若F含む)

2青灰色土(灰色士ブロック多量に含む)

3灰色士(しまりなし、)

4灰色粘土

第3号井戸跡

1灰色土(黄色土粒子多量、焼士、炭{CII!'少量、断ヒ融合む)

2灰色土(黄色土粒子、酸化鉄多量炭化物若干古む)

3灰色土(しまりない、黄色土粒子、炭化物若干、酷化鉄多量に含む)

4灰色土(灰白色土ブロック多量に含む)

5灰色士(しまりない炭化物若干吉む)

6灰色土(灰白色土ブロソク、焼土若干吉む

第4号井戸跡

l灰色粘質士(黄色士粒子多量、火山灰、炭化物ブロック

若干吉む)

2灰色粘質土(黄褐色土ブロック粒子多量、炭化物レ量、

酸化鉄火山灰多量に含む)

3黄褐色土(灰色土プロック少量吉む)

4灰色品質土(しまりない、焼土若干、炭仕澗多量に吉む)

5灰色土(黄色土粒子、火山灰多量、焼f炭化物若干古む)

2m 

第5号井戸跡

1灰色士(劃島色土ブロック、火山灰、際、前七鉄、炭化物プロック多量に含む)

2灰色粘置土(灰白色士ブロック粒子、酸化掛少量、炭化物若干吉む)

3暗灰色粘質土(黄褐色土粒子、明掠灰色土ブロ yク若干吉む)

4灰色粘置土(灰色土ブロック多量、齢化鉄若干含む)

5灰白色士幅劉凶実多量に含む)

6灰色車古賀士(しまりない、離多量に含む)

7灰色粘土

8灰色土(灰色土プロック、灰白色士ブロック多量立含む)

9灰色粕置土(酸化鉄若干含む)

1 ;(;(1 10明緑灰色粘質士(黄褐色士、酸化鉄フ守口ツク若干含む)

第101図第 1-5号井戸跡
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第4号井戸跡(第101・102図、第50表)

20・21-162・163グリッドに位置する。第12・15号溝跡と重複関係にあり、それぞれを本遺構が切

っている。古い順に、第12号溝跡、第15号溝跡、本遺構となる。

平面形は径3.04X2.42mの変形した楕円形で、確認面からの深さは0.7mを測る。北側にテラス状の掘

り方がある。断面形状は、やや箱形に近い掘り方を呈する。底面はやや舟底状となっている。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、常滑窯産の陶器護、土師器杯、須恵器坪・椀・瓶・棄のほか、桃の種子などが検出され

た。

時期は、平安時代から中世と考えられる。

第50表第 1-4号井戸跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器両 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1-1 弥生土器高坪 (16.6) ADGJM にぶい燈色 A 10%以下 内外面赤彩。

1-2 土師器高杯 AEGKM 燈色 B 10%以下

1-3 土師器高士干 ABEG 燈色 B 10% 

1-4 土師器杯 (12.2) AEJK にぶい鐙色 A 20% 

1-5 土師器杯 (11.0) AHJ 灰黄褐色 C 10% 

1-6 土師器杯 (11.4) AEJK にぶい燈色 B 15% 

1-7 土師器坪 (12.8) ADHJ にぶい燈色 A 15% 

1-8 土師器椀 (20.4) AEHJKM 櫨色 B 10%以下

1-9 須恵器高盤 ABHLN 灰色 A 10% 

1-10 須恵器保 7.0 AFGN にぶい褐色 A 35% 南比企産。

1-11 須恵器杯 (8.3) ABFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

1-12 須恵器椀 (6.7) AELN 灰色 B 10% 末野産。

1-13 土師器台付費 (12.0) AEHJKM 鐙色 B 10%以下

1-14 須恵器壷 ABLN 灰色 A 10% 口縁部内面から肩部外面に紬薬。末野産。

1-15 須恵器費 ABLN 青灰色 A 胴上半部 末野産。

1-16 青磁碗 (13.1) 灰白色 10% 鋪蓮弁文。龍泉窯系。

2-1 須恵器坪 (12.1) ABF 灰色 A 10%以下 南比企産。

2←2 須恵器王手 (6.8) AGI H音青灰色 A 10%以下

3-1 須恵器蓋 ADHJ 灰白色 C 10%以下 末野産。

3-2 須恵器杯 (12.2) 3.2 (6.8) ABHLN 灰色 A 35% 末野産。

3-3 須恵器壷 (15.8) ABFN 青灰色 A 10% 南比企産。

3-4 瓦質土器揺鉢 (26.4) 9.4 (8.1) 灰色 20% 在地産。

3-5 瓦質土器鉢 (30.4) にぶい黄燈色 10%以下 在地産。

3-6 挽物漆椀 (12.6) 横木取り。内外面黒漆。

3-7 種子桃 長さ2.8 幅2.25 厚さ1.6 重さ2.2g。

3-8 石製品 長さ6.6 幅5.5 厚さ4.1 重さ71.4g。凝灰質砂岩製。用途不明。

4-1 土師器杯 (11.9) ACJM 明赤褐色 B 10% 

4-2 土師器杯 (12.3) ACHJM 燈色 A 10% 

4-3 土師器杯 (13.5) AEJK にぶい黄褐色 B 10%以下

4-4 土師器杯 (12.6) AHJ 燈色 B 10%以下

4-5 須恵器杯 (10.8) ABN 灰色 A 10% 群馬産。

4-6 須恵器杯 (12.0) ABI 灰色 A 10%以下

4-7 須恵器杯 (12.7) ABHN 灰色 A 10%以下

4-8 須恵器杯 (5.4) AHM にぶい黄燈色 C 10% 

4-9 須恵器杯 (5.2) AEJ にぶい燈色 C 10% 

4-10 須恵器瓶 (8.3) AH 暗灰色 A 10%以下

4-11 須恵器奏 ABNL 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕、ナデ。末野産。

4-12 須恵器饗 ABHL 灰色 A 底部 外面平行叩き目。内面ナデ。末野産。

4-13 陶器褒 灰色 胴上半部 外面灰紬。常滑窯産。

4-14 種子桃 長さ3.2 幅2.7 厚さ1.6 一部欠損 重さ3.5g。
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第6号井戸跡

生14.00 一畠'

第8号井戸跡

生

SD39 

調査区域外 5038 

A 24.00 ~: 

第11号井戸跡

A: 
調査区域外

A 24.00 A' 

第6号井戸跡

1灰色士(オリーブ褐色土ブロック、火山灰、劇七鉄多量に吉む)

2オリープ黒色土(黄色上粒チ多量、火UJ灰若干、劇ヒ鉄含む)

3暗灰色土(黄色土粒子少量、灰白色土粒子、酸化鉄多量、火山臥ワ、炭化物吉む)

4灰白色土(粘性若干ある、暗灰色上フロック状に混じる、劇ヒ鉄多量に古む)

5暗灰色士(しまりない)

6灰白色土(灰色土ブロック状に混じる、酸化鉄多量に含む)

7灰色粘質土(黄色士粒子若干砂多量に吉む)

8灰色粕質士側J、機混じる)

第7号井戸跡

A_ 

....----""" 
/ 

-_/ 捜舌L

日
A_14.00 A' 

第9号井戸跡 第10号井戸跡

Ld !L 

U4.00 ~: 

A 24.00 A' 

lJ 
第7号井戸跡

1灰色土(かたくしまる、酸化鉄多量に含む)

2灰色粘置土〈曜、酷化鉄多量に吉む)

3灰色結質土働化鉄若干吉む)

4灰色結質土(地山砂 t量混じる)

第8号井戸跡

1灰色結質土(しまり強い、粘性豊奇心¥灰白色粘土粒子劇ヒ鉄多量に吉む)

2暗灰色粘質土(しまり強い、細企弱い、劇ヒ鉄若干含む)

3灰色粘質土俵イ帥骨1>量、酸化鉄苦干吉む)

4暗オリープ灰色粘質土(しまり強い、制空軍司い、炭仕物t量、劇じ鉄若干吉む、相噴1
5暗青灰色土(しまり強い、粘性強い、酷化鉄若干吉む、砂質)

第!o号井戸跡

1オリーブ褐色粘質土(しまり強い、粘性弱い、黄褐色粘土プロック・粒子状に'!l量混じる

E剣ヒ鉄、白色土粒子多量に含む)

2オリープ褐色粘質土(しまり強い、粘性弱い、黄褐色粘土ブロック、黒褐色士ブロック多量、

白色士粒子少量、劇ヒ鉄若干含む)

3オリーブ灰色粘質土(しまり強い、粘性弱い、酸化鉄若干含む、叫質)

4黄灰色粘土(しまり、粉性強い、暗灰色粘土斑状に混じる、劇ヒ鉄、炭化物若干含む)

5暗青灰色粘土ブロック(しまり、粘性強い、酸化鉄若干含む)

6青灰色粘質士(しまり、樹主強い、劇七鉄多量に含む、砂質)

7暗青灰色粘質士(しまり、粘+お童い、掃灰色粘土プロック多量、酷化鉄、炭化物若干吉む、砂質)

第 11号井戸跡

1青灰色粘置土(しまり強い、制討耳し¥白色粒チ少量、劇ヒ鉄若干吉む)

2青黒色粘質土(しまり強し¥桂樹君い、緑灰色粘土粒子少量、倒峨若干吉む)

3暗灰色粘質土(しまり強い、柑生弱い、酸化鉄若干吉む)

4暗黒色粘質士(しまり強い、制生弱い、酸化鉄若干吉む、砂質)

2m 

1:60 
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第5号井戸跡(第101図)

22・23-162グリッドに位置する。第18号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。また、南側

が調査区域外となっている。

調査区の壁と平面に残った痕跡から平面形を推定した井戸であるが、一方の径が1.9mを測る楕円形と

推定され、確認面からの深さは1.5mと深い井戸であった。断面形状は、壁面の崩壊が著しく、深さ約50

cm辺りからオーバー・ハングし、最大幅2.44mを測った。さらにその下、底面に至るまでやや窄まり、

底面は平坦であった。

埋土は、大きく 4層に分けられ、並行堆積をしており、数回にわたって人為的に埋められた可能性が

高い。

出土遺物は、検出できなかった。

時期は、中世と考えられる。

第6号井戸跡(第103・104図、第51表)

21-163グリッドに位置する。第15号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。また、西側が調

査区域外となっている。

平面形は径約2.2mの円形と推定でき、確認面からの深さは1.0mを測る。断面形状は、壁面がやや崩

壊し、深さ約35cm辺りからややオーバー・ハングしていた。さらにその下、底面に至るまでやや窄まり、

舟底状となっていた。

埋土は、上層が並行堆積気味であることから、下層の埋まり始めは自然堆積であるが、その後人為的

に埋められた可能性が高いと推定される。

出土遺物は、青磁碗、土師質土器皿、土師器杯・嚢、須恵器杯・壷・嚢が検出できた。他時期の混入

遺物が多かった。

時期は、中世と考えられる。

第7号井戸跡(第103・104図、第51表)

21-163・164グリッドに位置する。第28号住居跡、第12号掘立柱建物跡と重複関係にあった。新旧

関係は、本遺構がそれぞ、れを切っており、古い順に、第12号掘立柱建物跡、第28号住居跡、本遺構とな

る。また、一部撹乱を受けている。

遺構確認時に、醸の集中箇所のような状態であったため、重機による掘削により調査を実施した。そ

のため、平面形は土層断面観察から推定したものである。径約2.8mのやや隅丸方形状の円形で、確認面

からの深さは1.3mを測る。断面形状は、壁面がやや急な傾斜となっており、底面は舟底状を呈し、径

80cmほどであったと推定される。

埋土は、灰色粘質土が主であったが、第2層に礁が多量に含まれており、機中に灰色粘質土が混じる

といった感じであった。自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師質土器皿、陶器皿・播鉢(片口鉢)、瓦質土器火鉢・内耳土鍋などに混じって、土師

器杯・嚢、須恵器壷・嚢破片が検出できた。

時期は、中世と考えられる。

第8号井戸跡(第103図)

31・32-172グリッドに位置する。第38・39号溝跡と重複関係にあり、本遺構がそれぞれに切られて
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いる。新旧関係は、古い順に、本遺構、第38号溝跡、第39号溝跡となる。南側が調査区域外となっている。

平面形は検出最大径3.2mを測る楕円形と推定され、確認面から深さ約80crnまで掘削を行ったが、調査

部分が狭く、崩壊が著しかったため途中で掘削を終了した。断面形状は、壁面がほぼ垂直を呈し、太い

井筒状になると考えられる。

埋土は、ほぼ並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は、土師器費破片が 1点検出されたが、図示可能な遺物で、はなかった。

時期は、溝跡との切り合いから 7世紀前半以前の可能性が考えられるが詳細は不明である。

第9号井戸跡(第103図)

32-171グリッドに位置する。

平面形は、径0.66XO.62mの楕円形で、確認面から深さ約90crnまで掘削を行ったが、調査部分が狭く、

調査が困難で、あったため途中で掘削を終了した。断面形状は、やや漏斗状を呈していた。

土層は、平面形が小さかったため狭く、計測がで、きなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第10号井戸跡(第103図)

32・33-171グリッドに位置する。第97号ピットと重複関係にあり、本遺構が切られている。

平面形は、径2.2X1.7mの変形した楕円形で、確認面から深さ約70crnまで掘削を行ったが、崩壊が著し

かったため井筒の途中で掘削を終了した。断面形状は、井筒状を呈していたと考えられるが、西壁が大

きく崩壊して上部が広がったため漏斗状を呈している。また、南西壁も崩壊し、ややオーバー・ハング

していた。

埋土は、複雑な堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第11号井戸跡(第103・104図、第51表)

32・33-172グリッドに位置する。南側の大部分が調査区域外となっている。

平面形は検出最大径3.2mの東西に長い楕円形と推定され、確認面から深さ約60crnまで掘削を行ったが、

調査部分が狭く、崩壊が著しかったため途中で掘削を終了した。断面形状は、壁面が急な傾斜でやや漏

斗状を呈するが、本来は太い井筒状になると考えられる。

埋土は、ほぼ並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷・嚢破片、土師器嚢破片が検出できた。

時期は、明らかにすることがで、きなかった。しかし、すぐ東に隣接する第8号井戸跡と、規模、平面

形などがほぼ同じであることから、同時期のものである可能性が考えられる。

第12号井戸跡(第105・106図、第52表)

33-171・172グリッドに位置する。後世の暗渠排水により一部撹乱を受けている。また、北側が調

査区域外となっている。

平面形は径0.9mの楕円形で、確認面から深さ約80crnまで掘削を行ったが、調査部分が狭く、崩壊が

著しかったため途中で掘削を終了した。断面形状は、壁面が急な傾斜でやや漏斗状を呈するが、本来は

太い井筒状になると考えられる。

本遺構は、素掘りの井戸ではなく、報告井戸跡中唯一の石組みの井戸であった。大きさ約15crnから25
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第引表第 6・7・，，号井戸跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

6-1 土師器杯 (12.2) AEJKM 燈色 C 15% 

6-2 須恵器士不 (9.6) ABFN 青灰色 A 10%以下 南比企産。

6-3 須恵器士干 (7.0) ABLN 灰色 A 10% 末野産。

6-4 須恵器土子 (13.0) 3.4 (7.2) ABLN 灰色 A 20% 末野産。

6-5 須恵器椀 (5.5) AEJK 浅黄様色 C 10% 

6-6 須恵器壷 AB 灰色 A 10% 外面肩部自然紬。

6-7 須恵器褒 ABNH 灰色 A 10%以下 内外面自然緬。

6-8 須恵器雪量 ABL 灰色 A 胴部 末野産。

6-9 土師質土器皿 (11.6) 2.7 (6.6) AEH 浅黄燈色 C 25% ロクロ使用。

6-10 青磁碗 (5.4) 灰色 15% 線描き蓮弁文。龍泉窯系。

7-1 須恵器壷 (9.2) ABN 灰色 A 15% 底部内面自然紬。

7-2 須恵器斐 AFN 灰色 A 口縁部 波状文。南比企産。

7-3 須恵器褒 ABFHN 灰色 A 胴部 南比企産。

7-4 須恵器費 ABHKLN 灰黄色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。末野産。

7-5 須恵器費 ABLN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。末野産。

7-6 須恵器褒 AB 灰白色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。

7-7 須恵器費 ABFGHN 灰色 A 胴上半部 南比企産。

7-8 土師質土器皿 (6.3) 1.9 (3.4) ADJK 浅黄櫨色 A 25% 

7-9 陶器皿 灰色 体部 口縁部灰紬。

7-10 陶器皿 (4.7) 灰色 10% 灰紬。

7-11 瓦質土器播鉢 (14.4) 灰黄褐色 10%以下 在地産。

7-12 陶器揺鉢 (24.8) 灰白色 10% 

7-13 瓦質土器火鉢 (18.8) 褐灰色 10%以下 体部外面に花文スタンプ押捺。

7-14 瓦質土器内耳土鍋 (36.0) 灰色 10%以下 在地産。

11-1 弥生土器壷 にぶい燈色 日岡部 LR縄文。

cm大のやや細長い)11原石を木口積みにして壁面がつくられていた。壁面は、大型の川原石を組んだ隙間

に小型の川原石を充填し崩壊を防ぐ構造をしていたため、良好な状態で壁面が検出できた。また、この

壁面をつくる際の裏込めとしての構造も確認できた。井戸本体の外側に大きく、長軸4.3m、推定短軸

2.6mの楕円形状の掘削を行い、オリーブ褐色粘質土、青灰色粘質土、暗灰色粘質士、緑灰色粘土、暗青

灰色粘土、暗灰色粘土などの土を交互に突き固め版築状にし、壁面の崩壊を防く守工法を採っていた。

埋土は、やや並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。最上層に礁を多く含ん

でいた。

出土遺物は、青磁碗、常滑窯産の嚢破片、瓦質土器土鍋破片、土師器杯・費、須恵器杯・費などが検

出できた。土師器や須恵器は、隣接する第10号住居跡からの混入遺物であると考えられる。

時期は、中世と考えられる。

第13号井戸跡(第105，.......107図、第52表)

35-171グリッドに位置する。第11号住居跡、第41号溝跡と重複関係にあり、本遺構がそれぞれを切

っている。新旧関係は、古い順に、第11号住居跡、第41号溝跡、本遺構となる。

平面形は径2.3X1.7mの楕円形で、確認面から深さ約75cmまで掘削を行ったが、崩壊が著しかったた

め途中で掘削を終了した。断面形状は、壁面が急な傾斜を呈し、井筒状になると考えられる。

埋土は、並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は、大量かつ多種にわたるものであった。土師器杯・台付嚢、須恵器杯・衰のほか、弥生土

器高杯・壷・嚢が大量かつ良好な状態で検出できた。須恵器杯には、判読不明であるが墨書の見られる

ものが含まれていた。一方、大量の弥生土器であるが、隣接して弥生時代の遺構は確認されていない状
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況であることと、出土遺物の磨滅が少ないことから当該期の井戸跡と重複して本遺構がつくられていた

可能性も考えられるが、詳細は不明である。

時期は、土師器杯や須恵器杯などが示す時期と考えられる。

第14号井戸跡(第105図)

35・36-171グリッドに位置する。第41号溝跡と重複関係にあるが、新旧関係を明らかにすることは

できなかった。また、第13号井戸跡と近接する位置にある。

平面形は径約0.9mの円形で、確認面から深さ約65cmまで掘削を行ったが、調査部分が狭く、崩壊が著

しかったため途中で掘削を終了した。断面形状は、やや漏斗状を呈する。壁面上部の一部が、崩壊して

いる。

土層は、平面形が小さかったため狭く、計測がで、きなかった。

出土遺物は少なく、弥生土器、土師器護、須恵器嚢などの破片が検出できたが、図示可能な遺物では

なかった。

時期は、平安時代と推定される。

第15号井戸跡(第105・107図、第52表)

36-170・171グリッドに位置する。第41号溝跡と重複関係にあるが、新旧関係を明らかにすること

はできなかった。また、北側が調査区域外となっている。

平面形は、検出最大径1.48mを測るやや方形を呈する楕円形であると推定される。深さは確認面から

約70cm辺りまで掘削を行ったが、調査中の崩壊が著しい上に調査部分が狭く、底面まで確認することが

で、きなかった。断面形状は、やや漏斗状を呈するが、これは壁面上部が崩落により大きくなったためと

考えられる。

埋土は、並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は少なく、須恵器杯・椀、土師器細片、弥生土器壷などが検出できた。

第16号井戸跡(第105・107図、第52表)

36-171グリッドに位置する。第41・42号溝跡と重複関係にあり、本遺構がそれぞ、れを切っている。

平面形は径約0.56mの円形で、確認面から約60cm辺りまで掘削を行ったが、調査部分が狭く、底面ま

で確認することができなかった。断面形状は、ほぼ井筒状を呈する。

土層は、平面形が小さかったため狭く、計測ができなかった。

埋土は、並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は少なく、弥生土器嚢破片などが検出できた。

第17号井戸跡(第105・107図、第52表)

37-171グリッドに位置する。第44号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。

平面形は径約1.2mの円形で、確認面から深さ約70cmまで掘削を行ったが、調査部分が狭く、崩壊が著

しかったため途中で掘削を終了した。断面形状は、ほぼ井筒状を呈する。

埋土は、並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は少なく、弥生土器壷・嚢破片などが検出できた。これらは、混入遺物と考えられる。

時期は、切り合いの関係から判断して中世と考えられる。

第18号井戸跡(第105・107図、第52表)
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第12号井戸跡 第13号井戸跡

調査区域外

A A' 

企24.00
一品'

1V4.OO 一且'

口県め掘り方

第14号井戸跡 第15号井戸跡 第16号井戸跡 第17号井戸跡

::(包 A

第 12号井戸跡

1黒褐色粘質土(しまり強い、紺生弱い、黄褐色士粒子、白色粒子少量、醐ヒ鉄若干含む)
第18号井戸跡

2灰黄褐色粘置士(しまり強い、紺性弱い、黄褐色土粒子多量、白色粒子、炭化物1;、量、酸化鉄若干含む)
__  3黄灰色粘質士(しまり強い、粘性弱い、酸化鉄若干吉む)

/ー三一'-'-...... 4灰オリーブ醐質土(しまり強い、粘性弱い、オリ プ色砂、灰白帥土多量、酸峨苦干吉む)

I ，〆 I ¥ ¥ 5暗T灰色結質士(しまり強い、粘性弱い、オリーブ色砂、陸化鉄若1吉む)

ι I ( 1¥ ¥ l~: ~哨暗灰周色欄士:f::(しはまり噛掛蜘、\、刷蹴糊号弱拘雪
¥ ¥ Lよ l一一 7慣乱

¥ 々 / 寝込め)
\.~二./ / 1オリーブ褐醐置土(しまり強い、制弱い、黄褐世粘土粒子、謝絶粘土ブロック、自醐子、酷し故多量に含む)

A 24.00 

"-一ー../" IIオリープ褐色粘質土(しまり強い、粕性弱い、黄褐色粘土粒チ黄褐色粘土ブロック少量、白色粒子劇協多量、炭化

物わずかに含む)

A' 田青灰色粘質土(しまり強い

一 IV緑灰色粘土プロツク

V暗灰色結質土(しまり強い、粘性弱い、黄灰色粘土ブロックー粒やよ堂、劇ヒ鉄若干含む)

明紘灰色粘土(しまり強い、粘性弱い、暗灰色粘土ブロック少量、酸化鉄若干吉む)

w暗青灰色粘土(しまり強い、制全強い、劇頁色結士ブロック少量含む)

咽暗灰色粘土(しまり強炉、粘性弱い、静灰色粘土多量、酸化鉄若干含む)

医暗灰色粘土ブロック

X灰色粘土(しまり強い、紺主強い、韓灰色結土ブロック・粒チφ量、酸仕鉄若干吉む)

第 13号井戸跡

1オリープ褐色結賀士(しまり強い、粘性弱い、白色粒子、菌剤ヒ鉄多量に含む)

2オリーブ褐色粘質上(しまり強い、粧性弱い、黄褐色士ブロックー粒子、

白色粒子、酸化鉄多量に含む)

3オリープ褐色粘質土(しま均強い、粘性弱し¥白色粒子多量、黄褐色土ブロック

粒子、赤色粒子、炭似骨」昔、劇ヒ鉄苦干吉む)

4暗オリーブ灰色粘質上(しまり強い、相性弱い、赤色粒子少量、酸化鉄若干吉む)

5オリーブ黒色粘質土{しまり強い、粘性弱い、灰白色結土粒.-r0量、炭化物、

酸化鉄若干含む)

第 15号井戸跡

1黒褐色粘質土(しまり強い、制生弱い、白邑粒子、酸化鉄多量こ含む)

2オリープ褐色粘質士(しまり強い、粘性弱い、白色粒ヂt量、酷化鉄

多量に含む)

3暗掲灰色粘質土(しまり強い、粘性弱い、白色純子少量、酸化鉄多量に吉む)

4暗青灰色粘質土(しまり強い、粘性弱い、赤色粒子、炭化井骨少量、

酸化鉄若干吉む)

5青灰色粘質土(しまり強い、粘性弱い、酸化鉄若干含む)

6暗青灰色粘日質士(しまり弱い、粘性強い、炭似骨J昔、劇七鉄若干吉む)

第 105図第12~18号井戸跡

119-

第 17号井戸跡

1暗オリープ灰色粘f質土{しまり強い、粧姓弱い、灰黄色粘土ブロック・粒子

白色粒子多量、劇ヒ鉄多量に吉む)

2オリーブ黒色品質土(しまり強い、粘性弱い、灰黄色粘土ブロック多量、

酸化鉄若干含む)

3暗オリーブ灰色粘置土(しまり強い、粘性弱い、灰黄色粘土ブロックー粒子

少量、酸化鉄若干含む)

4黒色粘質土(しまり強ド、粕性強い)

5暗青灰色粘質士(しまり強い、粘性弱い、灰白色粘土粒子少量含む)

6黒色粘質土(しまりf齢、粘性弱し、)

第 18号井戸跡

1黄灰色粕質土(灰白色粘質士灰色粘土プロック、炭化物、火山灰若干、

酸化鉄多量に含む)

2灰色粘土

3オリーブ黒色粘士(相性強い、機吉む)

4黒色粘土(柑性強b、)

5明育灰色粘土(粘性強し、)

6黒色粘土(柑性非常に強い、明青灰色粘七ブロック多量に吉む)

2m 
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第52表第12・13・15-19号井戸跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

12-1 土師器杯 (11.8) ACGN にぶい燈色 A 10%以下 内外面赤彩。

12-2 須恵器杯 (7.7) BEJM 浅黄櫨色 C 10%以下

12-3 須恵器饗 (22.2) AB 灰色 A 10%以下 内外面自然紬。

12-4 須恵器褒 ABNL 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面青海波文。末野産。

12-5 須恵器雪量 ABL 褐灰色 A 胴部 外面格子叩き目。内面青海波文。末野産。

12-6 須恵器費 AN 青灰色 A 胴部 外面格子叩き目。内面青海波文。内面非常に

平滑であるため、転用砥石または転用硯の可

能性あり。

12-7 青磁碗 (15.4) 灰白色 10%以下 錆蓮弁文。龍泉窯系。

13-1 弥生土器高杯 AGKM 灰黄褐色 A 70% 外面ミガキ。杯部内外面、脚台部外面赤彩。

器面荒れる。

13-2 弥生土器高杯 ABEI 浅黄櫨色 C 30% 杯部外面刷毛目、脚台部外面ミガキ。郎部内面赤彩。

13-3 弥生土器高杯 ABM にぶい黄櫨色 A 10% 外面ミガキ。脚台部外面赤彩。

13-4 弥生土器壷 (19.2) AEHMN 燈色 B 10% 折り返し口縁部外面竹管文、 2条1組の棒状浮

文貼付け。外面赤彩。

13-5 弥生土器壷 (14.0) AEGJ にぶい燈色 A 10%以下

13-6 弥生土器壷 ACHJN 黒褐色 A 10% 外面LR縄文。内面刷毛目。

13-7 弥生土器壷 (4.9) AEG 燈色 A 15% 内外面刷毛目。

13-8 弥生土器壷 (7.0) AEGHJ にぶい黄撞色 B 30% 

13-9 弥生土器斐 16.7 AEGJ 燈色 A 60% 櫛描簾状文及び波状士。斜位、縦位細目刷毛目後交差櫛描文。

13-10 弥生土器費 (16.7) AGKM 黒褐色 A 15% 櫛描波状文。内外面刷毛目。

13-11 弥生土器褒 (19.4) AHN 黒褐色 A 10% キザミ口縁。外面刷毛自の後櫛描波状文及び

簾状文。内面刷毛目。口縁部内面炭化物付着。

13-12 弥生土器費 (18.0) AGHKM にぶい燈色 A 10% 刷毛自の後櫛描簾状文。

13-13 弥生土器壷 黒褐色 胴部 地文RL縄文。

13-14 弥生土器壷 にぶい燈色 頚部 櫛描T字文。

13-15 弥生土器壷 にぶい澄色 頚部 櫛描T字文。内面赤彩。

13-16 弥生土器費 黒褐色 口縁部 刷毛目の後櫛描簾状文及び波状文。

13-17 弥生土器費 浅黄燈色 口縁部 櫛描簾状文及び波状文。

13-18 弥生土器斐 にぶい燈色 口縁部 刷毛自の後櫛描簾状文。

13-19 弥生土器褒 にぶい黄燈色 口縁部 刷毛自の後櫛描簾状文。

13-20 弥生土器費 にぶい黄櫨色 胴部 刷毛目の後櫛描簾状文及び波状文。

13→21 弥生土器褒 にぶい褐色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

13-22 弥生土器費 にぶい褐色 頚部 櫛描波状文。

13-23 弥生土器斐 にぶい黄鐙色 頚部 櫛描波状文。

13-24 弥生土器壷 (7.8) 燈色 底部

13-25 弥生土器奏 浅黄櫨色 底部

13-26 土師器士不 (13.1) AEHJKM 檀色 B 10% 

13-27 須恵器杯 (12.4) ABH にぶい黄燈色 C 10% 

13-28 須恵器杯 (12.2) ABF 灰色 A 10% 南比企産。

13-29 須恵器亦 (13.4) ABN 灰色 A 10% 末野産。

13-30 須恵器町、 (12.7) 3.9 6.5 ABCGHN にぶい櫨色 A 60% 体部外面墨書 r?J。末野産。

13-31 須恵器坪 (6.0) ABGLN 灰色 A 15% 末野産。

13-32 須恵器杯 6.2 ABFN 灰色 A 40% 南比企産。

13-33 須恵器杯 (6.0) ABEN 灰色 A 10% 末野産。

13-34 土師器台付斐 AHJK 燈色 A 10% 

13-35 須恵器奏 AFGHIN 灰色 A 15% 南比企産。

15-1 弥生土器壷 (7.6) にぶい褐色 底部

15-2 須恵器杯 (6.6) AFH 灰白色 A 10% 

15-3 須恵器椀 (7.7) ABFH 灰色 A 10% 南比企産。

16-1 弥生土器費 灰褐色 胴部 櫛描簾状文。

17-1 弥生土器褒 樺色 頚在日 刷毛目の後櫛描簾状文。

17-2 弥生土器壷 明赤褐色 胴部 羽状へラ描文。

17-3 弥生土器壷 (6.8) 撞色 底部

18-1 須恵器蓋 ABF 灰色 A 10%以下 南比企産。

18-2 須恵器杯 (7.0) ABFGH 灰色 A 10% 

18-3 須恵器査 (13.0) ABHIN 灰色 A 10%以下 外面自然紬。

18-4 須恵器奏 ABEHJ 灰色 A 胴部

18-5 陶器椀 (7.8) 褐灰色 15% 

18-6 種子桃 長さ2.1 幅1.8障さ(3.5 欠損 重さ0.7g。
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

19-1 弥生土器査 にぶい黄燈色 胴部 沈線文区画内にLR縄文。

19-2 須恵器杯 (6.0) ABFHK 灰白色 A 10% 南比企産。

19-3 灰紬陶器瓶 (8.7) ABI 灰白色 A 10%以下 外面に若干紬薬。東濃産?

19-4 陶器小皿 11.7 2.4 4.9 灰白色 85% 見込みにトチン跡3箇所。内面及び外面白縁部

に灰紬ツケガケ。

19-5 瓦質土器揺鉢 27.3 9.5 12.8 褐灰色 60% 在地産。

19-6 板材 長さ21.2 幅7.8 厚さ0.8 柾目取り。釘穴2箇所残存。曲物の蓋板か?

38・39-170グリッドに位置する。

平面形は径1.15mほどの円形で、確認面からの深さは1.54mを測る。断面形状は、壁がほぼ垂直に立

ち上がり井筒状となっているが、北及び西の壁面の崩壊が著しく、深さ約70crn辺りからオーバー・ハン

グし、最大幅1.08mを測った。さらにその下、底面に至るまではほぼ垂直の壁面を呈している。底面は

やや整いの悪い舟底状となっている。

埋土は、並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。また、底面は、砂層まで至

っていた。

出土遺物は、須恵器蓋・杯・査・費、土師器杯・嚢、陶器椀、瓦質土器土鍋などのほか、桃の種子が

検出できた。

時期は、平安時代から中世と考えられる。

第19号井戸跡(第107・108図、第52表)

40-171グリッドに位置する。

平面形は径約0.76m，....__0.72mの円形で、確認面から深さ約80crnまで掘削を行ったが、調査部分が狭か

ったため途中で掘削を終了した。断面形状は、ほぼ井筒状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。また、中聞から下の層には、腐蝕した木片を含んでいた。

出土遺物は、陶器皿、瓦質土器播鉢、須恵器杯、灰紬陶器瓶、弥生土器査破片のほか、曲物の蓋板と

考えられる板材が検出できた。陶器皿と瓦質土器播鉢は、上層の同一層からほぼ上下に重なって出土した。

第20号井戸跡(第108・109図、第53表)

41-171グリッドに位置する。第46号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。

平面形は径1.2mの円形で、確認面からの深さは1.0mを測る。断面形状は、変形した漏斗状を呈し、

最下面では、幅わず、か35crnと狭くなる。また、壁面は崩壊も加わったため、確認面から約40crnの辺りか

らオーバー・ハングしており、最大幅1.14mを測った。その下は、急に窄まり井筒状を呈して底面に至

る。

埋土は、複雑に堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。また、中間層に大きな礁

が含まれていた。さらに、上層から中間層まで第19号井戸跡と同様に腐蝕木片が含まれており、堆積途

中でいったん湿地のような状態があったのではないかと考えられる。

出土遺物は、土師質土器杯、五質土器播鉢・内耳土鍋、須恵器長頚壷・費、土師器嚢破片などが検出

できた。

時期は、中世と考えられる。

第21号井戸跡(第108・109図、第53表)

39-175グリッドに位置する。西側半分が調査区域外となっている。
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第19号井戸跡 第20号井戸跡 第21号井戸跡

ι① I 

"'_1 1 ( )¥ ¥一生'

A 24.00 A' 

J 生- A' 

調査区域外

A 24.00 A' A 24.00 A' 

第22号井戸跡 第23号井戸跡 第24号井戸跡

調査区域外

ι⑮Rb4A 4 

A 一一ー一一一皇'

-且'一一一

企14.00 A' A 24.00 ~: 
調査区域外

Y T 'r 
生14.00 一畠!

第25号井戸跡

!L 

生14.00

第 19号井戸跡

1灰白色品質土(青灰色結質土粒子、断七鉄若干吉む)

2灰色結質土(劇ヒ鉄t量含む)

3青灰色枯質士(灰白色ンルト微粒子わずか、酸化鉄少量吉む)

4青灰色粘質土(O/ルト混まじる、遺物含む)

5灰色結土〈灰白色〆ルト微粒子、マンガン粒子若干吉む)

6暗育灰色粘土(灰白色ンルトプロック、腐敗木片わずかに含む)

7灰色結士(劇七鉄少量、腐敗木片若干含む)

8灰色結土 (7層より刷主強い、青灰色粘土粒子多量オこ吉む)

_p，: 
第却号井戸跡 第忽号井戸跡

1灰色粘質土(灰白色ンルトブロック若干、酸化鉄多量、腐 1灰色土曜睦化鉄少量、炭{働多量に含む)

蝕木片少量含む) 2灰色土{劇七鉄少量吉む)

2灰色結質士(腐蝕木片多量、大磯含む) 3灰色土 t灰白色砂質土粒子、酸化鉄若干、炭化物含む)

3灰色粘質土(灰白色シルトブロック・粒子、腐蝕木片若干 4灰色土〈灰白色砂質土ブロック・粒子少量、劇じ鉄若干、炭化物吉む)

含む) 5灰色時質土峨化鉄ごくわずか含む)

4暗青灰色粘土 6灰色粘質土

5黄灰色粘土 t腐蝕木片多量に含む) 7黄灰色品質土(かたくしまる、酸仕激少量吉む)

6灰色粘土繍蝕木片少量吉む，) 8灰色鮎質土偶鮒ヒ鉄少量、土器吉む)

7灰色粘土(明縁灰色結土ブロック少量含む，) 9灰色結砂土(灰白色粘土混じる、明縁灰色/ルト粒子、酸化鉄ごくわずか吉む)

8暗灰色粘土(明時灰色粘土プロック少量吉む) 10灰色粘土(酸化鉄ごくわずか含む)

9オリープ黒色粘土(明掠灰色粘土ブロック少量吉む) II灰色粕質土灰色粘土混合層

10黒色粘土明月緑灰色粘土ブロック少量含む) 12灰色粘土 t粘性強い、灰色粘土粒子若干吉む)

第21号井戸跡 13灰色粘土 t灰色粘質土粒子多量に混じる)

1灰色土曜剣じ鉄多量に含み褐色帯びる、静少量含む) 14暗灰色粘土(軟弱、シルト混じる)

2灰色粘質土(灰白色土微粒子若干、火山灰、炭化物若干、 15灰色油土 t苦干砂混じる)

離合む) 16灰色粘土(明緑灰色シノレトブロック吉む)

3青灰色粘質土(明緑灰色ンルト粒子わずか、離吉む，) 11暗灰色粘土(柑主強い、明紘灰色ンルト粒子少量吉む)

4灰色粘土(シルト混じる、灰白色シルトブロック若干吉第お号井戸跡

む) 1オリーブ黒色粘土(粘性強い、ンルト感あり)

5暗青灰色粘土俵化物吉む) 2黒褐色粘土(紺釘齢、直賜司、マンガン粒子昔干、片岩含む)

6黄灰色粘土(シル卜混じる、暗青灰色粘土ブロック、酸化 3オリーブ黒色結土

鉄少量含む) 4オリーブ黒色結土(灰オリーブ色土微粒子少量、マンガシ粒子、木破片含む)

7灰色粘土(青灰色粘土プロック若干含む) 5黒褐色粘土(軟弱)

8明育灰色シルト(劇峨少量含む 6オリーブ黒色粘土(粘性強しゅ

9灰色粘土(制空強い、政混じる) 第24号井戸跡

10青灰色粘土(軟弱、明青灰色粘土ブロック含む 1砂層

II明青灰色シノレトブロックー暗青灰色粘土ブロックー黄灰色 2灰色粘質土(砂含む)

粘土ブロック混合層 3灰色粘質士(砂吉む)

12暗青灰色粘土(粘性強い、明青灰色シルトブロック多量に 4黄灰色結質土(昭右む)

吉む 5灰色粘土(黄灰色土ブロック含む)

i崎灰色粘土制生強い、時吉む) 第25号井戸跡

2m 1黒褐色士(灰オリープ色土ブロック多量に含む)

1 酬 2砂層(灰オリーブ色士ブロック少量吉む)
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第108図第19-25号井戸跡
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平面形は検出最大径2.3mのやや楕円形で、確認面からの深さは1.26mを測る。断面形状は、播鉢状を

呈する。底面は、整いの悪い舟底状となっている。

埋土は、大きく数回にわたって堆積しており、その堆積状態も並行堆積であることから、人為的に埋

められた可能性が考えられる。

出土遺物は、陶器播鉢、須恵器費、土師器杯破片などが検出できた。

時期は、中世と考えられる。

第22号井戸跡(第108・109図、第53表)

39-177グリッドに位置する。西側半分が調査区域外となっている。

平面形は検出最大径1.3mの円形で、確認面からの深さはO.77mを測る。断面形状は、壁面の崩壊が著

しく、深さ約40cm辺りからオーバー・ハングし、最大幅1.57mを測った。さらにその下、底面に至るま

でやや窄まり、底面は舟底状であった。

埋土は、複雑に堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は、土師器高杯、須恵器蓋破片などが検出できた。

時期は、須恵器の示す平安時代と考えられる。

第23号井戸跡(第108・109図、第53表)

38・39-178グリッドに位置する。第49号溝跡と重複関係にあり、本遺構は溝が完全に埋まりきった

後につくられたと考えられる。

平面形は径0.58mの円形で、確認面からの深さは0.72mを測る。断面形状は、壁面上部の崩落により

やや漏斗状を呈する。最下部は、径約37cm、高さ25.5cmの曲物を井戸枠に転用して、底面は砂層まで達

していたようである。

埋土は、自然堆積と考えられる。また、埋土中には、下層から上層にかけて川原石や片岩が含まれて

いた。

出土遺物は少なく、須恵器杯、土師器などの破片のほか、桃の種子が検出できた。

第24号井戸跡(第108図)

58・59-187グリッドに位置する。第77号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。南側は調査

区域外となっている。

平面形は一方の径1.5mの楕円形で、確認面からの深さは0.96mを測る。断面形状は、壁面上部の崩落

により変形した漏斗状を呈する。底面は、舟底状であった。

埋土は、やや複雑な堆積が観察されたので、人為的に埋められた可能性が考えられる。また、埋土の

第 1層には、礁が縦に刺さった状態で検出された。

出土遺物は、検出できなかった。

第25号井戸跡(第108図)

67-189グリッドに位置する。

平面形は径2.1X2.06mを測るほぼ円形で、確認面からの深さは0.88mを測る。断面形状は、やや箱形

に近い舟底状を呈し、底面は少々起伏がある。底面は長軸1.78mX短軸1.0mの隅丸方形を呈する。

埋土は2層からなり、並行堆積をしており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は、土師器嚢破片がわずかに検出されたが、図示可能な遺物ではなかった。
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第53表第20-23号井戸跡出土遺物観察表

番号 器 種 口4圭 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

20-1 土師質土法杯 (5.0) ADH 明赤褐色 B 20% 

20-2 須恵器長頚壷 ABH 灰色 A 胴下半部 外面自然手由。

20-3 瓦質土器播鉢 (24.4) 灰色 15% 在地産。

20-4 石製品 長さ13.1 中高20.0厚さ4.2 重さ 1，086g。安山岩製。砥石用途か?

21-1 須恵器費 ALN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。

21-2 陶器揺鉢 (24.4) 灰色 10%以下

22-1 土師器高杯 AEGHJKN 浅黄燈色 A 10% 

23-1 須恵器坪 (7.5) ABFH 灰色 A 10%以下 南比企産。

23-2 種子桃 長さ2.5 幅1.75 厚さ1.4 欠損 重さ1.5g。

23-3 曲物 38.5 (25.5) 厚さO.2H.3 ヒノキ。井戸枠に転用。

11 溝跡

溝跡は、総数にして80条検出した。その内訳は、第 l区に37条、第2区に15条、第3区に17条、第

4区に 1条、第5区に 3条、第6区に6条、第7区に 1条所在する。

第 1号溝跡(第110図)

20・21-155グリッドに位置する。第13・14号掘立柱建物跡、第8号ピットと重複関係にある。本

遺構が、それぞれの遺構に切られる。

平面形状は、 20-155グリッドから西へ延び、る溝である。

検出長5.0m、最大幅0.5m、底面は少々起伏があり深さ15cmを測る。断面形状は、箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・嚢破片などが検出されたが、図示可能な遺物ではなかった。

第2号溝跡(第110図)

20-156グリッドに位置する。第7号住居跡、第11号ピットと重複関係にあり、本遺構の両端がそれ

ぞれに切られている。

残存長1.4m、最大幅0.25m、断面形状は箱形状で、深さ 8cmを測る小規模な溝である。

出土遺物は、検出できなかった。

第 3号溝跡(第110図)

20-156・157グリッドに位置する。第13号住居跡と重複関係にあり、本遺構の東側を切られている。

また、西側は撹乱を受けている。

残存長2.6m、最大幅0.67m、深さ 18cmを測る。断面形状は、箱形状である。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出で、きなかった。

第4号溝跡(第111・114図、第54表)

20-158グリッドから20-163グリッドにかけて位置する。北は撹乱を受けており、南は調査区域外

となっている。途中、第7号溝跡、第15号住居跡、第4号掘立柱建物跡、第7・8号士坑、第 1号井戸

跡などと重複関係にあり、第7号溝跡を切り、その他の遺構に切られている。

残存長は26.7m、幅は0.3m'"'-'1.45m、深さは北で浅く 16cm、南でやや深く 25cmを測る。北側の20
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158・159グリッド付近で最も幅をもち、それより南は幅を狭めほぼ一定の幅で南下する。断面形状は、

浅い箱形状の箇所と箱薬研状の箇所がある。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、縄文土器深鉢、土師器杯・台付費・嚢などが検出できた。

時期は、土師器や須恵器が示す 7世紀後半から 8世紀代の時期と考えられる。

第5号溝跡(第114図)

20-158グリッドに位置する。第6・11号掘立柱建物跡と重複関係にあるが、新旧関係は明らかにで

きなかった。東側は調査区域外となっている。

第6号溝跡とほぼ並行し、検出長1.8m、最大幅0.3m、深さはわずかに 6cmを測る。断面形状は、丸

味を帯び崩れた箱薬研状を呈する。

出土遺物は、弥生土器と考えられる破片が検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、不明である。

第6号溝跡(第114図)

20-158グリッドに位置する。第6・11号掘立柱建物跡、第5号土坑と重複関係にあり、第5号土坑

を切っているが、掘立柱建物跡との新旧関係は明らかにできなかった。東側は調査区域外となっている。

第5号溝跡とほぼ並行し、検出長は2.05m、幅は0.4m""-'0.75m、深さは21cmを測る。底面は幅広の平

底で、断面形状は箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

時期は、不明である。

第7号溝跡(第114図)

20・21-161グリッドに位置する。第4号溝跡、第 1号井戸跡と重複関係にあり、それぞれに切られ

ている。新旧関係は、古い順に、本遺構、第4号溝跡、第 1号井戸跡となる。東側は調査区域外となっ

ている。

検出長は4.7m、幅は1.2m""-'1.4m、深さ 13cmを測る浅い溝である。断面形状は、底面が幅広の箱形状

を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器杯・嚢破片などが検出できたが、いず、れも細片で図示可能な遺物ではなかった。

時期は、他遺構との切り合いを加味して古墳時代後期と考えられる。

第8号溝跡(第110・111図、第54表)

13・14-162グリッドに位置する。第9号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。また、東側

は調査区域外となっている。

検出長は5.5m、幅は不規則で0.85m""-'1.3mと変化がある。深さも26cm""-'37cmを測る。断面形状は、

幅広のところで舟底状、幅の狭いところで箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器高坪・杯・費、須恵器嚢などが検出できた。

-128-



一畠'ι14.20 
調査区域外

第1~3号溝跡

務参Z-------EfL--

~: 

物物多多

....11: 

物多多
c_ 

亀一
『ミマL←

第1号溝跡

1オリープ黒色士峨化鉄、火山灰多量、

焼士、炭化物若干含む1

2灰色土(黄褐色土多量に吉む)

，ー'ーーー『ー一、、、、、
、、、、

‘ 、、ー、

第3号満跡

1灰色土(里町ヒ鉄多量に吉む)

第10号溝跡

第8・9号溝跡

C

一¥¥、

、a 、、
、t 、、
¥1 ¥、
、、、 1
、、、、

調

査

区

域

外

_!!: ~4.20 

...A: 

5010 P35 

.~4.20 

s: 

第 10号溝跡

1灰色土織化鉄多量に含む)

2灰色土(灰白色土粒子、勝じ鉄多量に吉む)

3灰色土(灰白色士プロック少量、劇七鉄多量、昭若干含む)

第8母溝跡

1灰色士徴{凶畏、火山灰多量に吉む)

2灰色士(浅黄色土ブロック多量、酷化鉄、

火山灰世量吉む)

第9号潜跡

1灰色土線化鉄、火山灰多量に吉む)

2灰色士織化鉄プロック、火山灰多量に含む)

3灰色士織化鉄プロック、火山灰多量に古む)

4墳砂

.L 

ω
 

2
1
 

図

示

面

二
断
土
引

層

三
土

三三
図

一
平
面

三
平

0
1ト
ト
ト

第 1"'3・8'"10号溝跡

-129-

第110図



第9号溝跡(第110"'112図、第54表)

13-162グリッドから15-162グリッドにわたって位置する。第8号溝跡と重複関係にあり、本遺構

が切られている。南側及び東側の大部分が調査区域外となっている。

検出長は9.4m、幅は不明で残存最大幅2.7m、深さは38cm"'47cmを測る。断面形状は、やや舟底状の

箱形を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。また、埋土を噴砂が貫いている。

出土遺物は、弥生土器壷・奮が比較的良好な状態で、多数個体検出できた。

また、遺構の状態及び出土遺物から方形周溝墓の溝の可能性も考えられる。

第10号溝跡(第110・113図、第55表)

14-162グリッドから18-162グリッドにかけて位置する。第17号掘立柱建物跡及び数基のピットと

重複関係にあり、本遺構がそれぞれに切られている。南西部の一部が調査区域外となっている。

検出長13.9m、幅は1.88m"'2.75mである。深さは48cmを測り比較的深い。断面形状は、舟底状を呈

する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

第54表第4・8・9号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

4-1 縄文土器深鉢 権色 口縁部 紐線文土器。口縁部外面に 2条の紐線文。紐

線文下沈線を挟んでRL縄文。

4-2 縄文土器深鉢 燈色 胴部 紐線文土器。地文RL縄文。 2条の沈線文。

4-3 土師器杯 (11.4) ABEHJMN 糧色 C 25% 

4-4 土師器杯 (13.8) AIJ 燈色 C 10%以下

4-5 土師器杯 (11.4) BH 権色 C 10%以下

4-6 須恵器蓋 ABF 灰色 A 10%以下 南比企産。

4-7 土師器杯 (11.4) ADK にぶい赤褐色 B 10% 

4-8 土師器杯 (12.4) AJ 燈色 A 10%以下

4-9 須恵器杯 (10.4) ABFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

4-10 土師器台付費 (14.6) AEHIJK にぶい燈色 A 10%以下

4-11 土師器費 (22.6) AGHJM 浅黄櫨色 A 10%以下

4-12 須恵器褒 ABH 灰白色 A 胴部 外面平行叩き目。内面青海波文。

8-1 土師器高杯 AEHJK 燈色 C 15% 

8-2 土師器杯 (12.8) 3.1 AEHJKM 燈色 C 30% 

8-3 須恵、器雪量 ABFM 灰色 A 胴部

9-1 弥生土器壷 ADN 燈色 C 20% 頚部へラ描逆三角形文(斜線充填)。

9-2 弥生土器壷 (11.0) ABEK 灰褐色 C 20% 胴上半部斜位ミガキ。摩滅著しい。

9-3 弥生土器壷 ADN 燈色 C 20% 櫛描簾状文及び波状文。

9-4 弥生土器壷 ABN にぶい黄燈色 B 20% 胴中位内面刷毛目。

9-5 弥生土器費 (18.0) ADHIJN にぶい褐色 C 30% 口唇部縄文圧痕。口縁部横位、斜位刷毛目。 I
頚部櫛描簾状文及び波状文。胴部LR縄文。

胴下半1条の沈線横走。口縁部内面横位刷毛目。|

胴部内面へラナデ。

9-6 弥生土器賓 (24.4) ABCGHN 褐灰色 A 20% キザミ口縁。口縁部刷毛目、ヘラナデ。頚部

櫛描簾状文及び波状文。胴部刷毛目。

9-7 弥生土器饗 (16.2) ABN にぶい赤褐色 B 25% 口縁部へラナデ。頚部櫛描簾状文及び波状文。

胴部へラナデ。

9-8 弥生土器斐 (21.8) AGHMN にぶい褐色 C 20% 口縁部へラナデ。頚部櫛描簾状文。胴部刷毛目。 l

9-9 弥生土器費 ABKN にぶい赤褐色 B 20% 頚部櫛描波状文。胴部へラナデ。

9-10 弥生土器褒 7.6 ABN にぶい褐色 B 40% 頚部櫛描簾状文及び波状文。胴部交差粗目及

び細目刷毛目。

9-11 弥生土器壷 にぶい黄燈色 頚部 ヘラ描格子目文。平行沈線文下赤彩。
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出土遺物は、弥生土器壷破片が主体で、須恵器短頚査などが検出できた。

時期は、弥生時代中期から後期と考えられる。

第11号溝跡(第113・114図、第55表)

17-161グリッドから西へ向かい19-162グリッドで南へ直角に曲がり 19-163グリッドに至る位置

に所在する。第12号溝跡、第3号住居跡、第4号掘立柱建物跡、第3号井戸跡などと重複関係にあり、

第3号井戸跡やピットに切られ、他の遺構を切っている。古い順に、第3号住居跡、第12号溝跡、第4

号掘立柱建物跡、本遺構、第3号井戸跡という順になる。北及び、南が調査区域外となっている。

検出長は15.5m、幅は0.45m..._.0.95m、深さは全体を通じて41cm..._.46cmを測る。断面形状は、底面が

幅広の箱薬研状となっている。また、溝の形状から南東側の内側を意識した区画溝のような形態である。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、須恵器蓋・椀・護、土師器杯、土師質土器杯、瓦質土器査、永楽通賓 l枚などが検出で

きた。また、用途不明の滑石製の石製品を検出した。これは、一方端付近に径2cmほと、の穿孔が施され、

表面は刃物で付けられたと思われる傷が無数にあった。

時期は、他遺構との切り合いや出土した土師質土器や瓦質土器から中世と考えられる。

第12号溝跡(第113・114図、第55表)

18-161グリッドから21-163グリッドにかけて位置する。第4・11・13..._.16号溝跡、第3号住居

跡、第4号掘立柱建物跡、第3・4号井戸跡などと重複関係にあり、唯一第16号溝跡を本遺構が切り、

その他の遺構に本遺構が切られている。東西は調査区域外となっている。

検出長は15.3m、幅は0.67m..._.1.05m、溝は東に傾斜しており、深さは西で38cmと浅く、中央部で49

cmといったん深くなり、また東で40cmとやや浅くなり西とほぼ同じ深さとなる。断面形状は、東でやや

舟底状を呈し、西で箱薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。また、西で第2層まで貫く噴砂を確認した。

出土遺物は、土師器坪・甑・嚢・台付妻、須恵器蓋・長頚査・腫などが検出できた。また、頭部の一

部を欠損していたが、骨角製の勾玉が検出された。

第13号溝跡(第114・116図、第56表)

20-162・163グリッドに位置する。第12号溝跡、第4号掘立柱建物跡、第 l号井戸跡と重複関係に

あり、本遺構が第12号溝跡を切り、他の遺構に切られている。古い順に、第12号溝跡、本遺構、第4号

掘立柱建物跡、第 1号井戸跡となる。南側は調査区域外となっている。

第4号溝跡の南部とほぼ並行し、近接した箇所で約50cm、最も離れた箇所で83cmの距離にある。残存

長は8.4m、幅0.43m""0.75m、深さは北でやや浅く 15cm、南で20cmを測り南へ傾斜している。底部の

形状は平坦で、幅の広い箱形状ないしは箱薬研状の断面形状である。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・曹、須恵器坪・嚢などが検出できた。

時期は、出土遺物の時期が幅広いが、切り合い関係から判断すると 7世紀前半と考えられる。

第14号溝跡(第114・116図、第56表)

20・21-161・162グリッドに位置する。第12号、溝跡、第9号土坑と重複関係にあり、本遺構が第12

号溝跡を切り、第9号土坑に切られている。

q
d
 

円

δ
唱
E
A



入佐

〆今一三.三当、11ー1~-寸

、三ヰギイ-5 又 Fa-6 

動 、二キ二ん

命。ω

~ゴJ :2 

4
 

っd
市

Eム



第55表第10-12号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

10-1 弥生土器壷 浅黄燈色 胴部 沈線文。

10-2 弥生土器衰 浅黄燈色 胴部 細目刷毛目の後櫛描波状文。

10-3 須恵器短頚壷 ADGH 青灰色 A 20% 底部内面青海波文。

11-1 須恵器蓋 (18.9) 2.8 ABEFN 灰色 A 20% 

11-2 土師器杯 (12.2) AJKM 燈色 B 10%以下

11-3 須恵器椀 (9.0) ABGHN 青灰色 A 15% 

11-4 須恵器嚢 AMN 青灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面青海波文。

11-5 土師質土器杯 (11.5) 3.2 (4.8) AHJM 灰白色 A 20% ロクロ成形。

11-6 土師質土器杯 (12.2) AJK 灰白色 A 10%以下 ロクロ成形。

11-7 土師質土器杯 (6.5) BEG にぶい黄燈色 C 10% ロクロ成形。

11-8 土師質土器皿 (11.8) BHM 灰黄色 A 10%以下 ロクロ成形。

11-9 瓦質土器鉢 (9.8) 灰白色 10%以下

11-10 瓦質土器壷 (14.5) 灰色 30% 

11-11 石製品 長さ11.0幅11.85 厚さ3.4 一部欠損 重さ845go6面とも平滑。刃物キズ無数。滑

石製。用途不明。

11-12 古銭 直径2.5 完形 永築通賓。真書体。初鋳年明1408年。

12-1 土師器杯 10.6 (4.2) AHJ にぶい黄褐色 A 40% 

12-2 土師器杯 (11.7) AEJ 燈色 C 10% 

12-3 土師器杯 (13.3) AEHJ 浅黄燈色 A 20% 

12-4 土師器杯 (13.8) AEJKM にぶい褐色 A 15% 

12-5 土師器杯 (15.7) ADHJ にぶい黄褐色 B 20% 

12-6 土師器杯 (12.4) AGHJKM にぶい褐色 A 15% 

12-7 士師器坪 (12.4) AEGJ 灰黄色 A 20% 

12-8 土師器杯 (12.6) AJKM 赤褐色 A 10% 内外面赤彩。

12-9 土師器費 (18.4) AEIJ にぶい燈色 A 10%以下

12-10 土師器饗 (9.2) ACGHJM 明赤褐色 B 10%以下

12-11 土師器甑 (24.0) AE心HM にぶい黄燈色 C 10%以下

12-12 須恵器長頚壷 ABHMN 灰色 A 30% 外面自然紬。ロクロ回転と直交方向に穿孔、

頚部とりつける。

12-13 須恵器魅 AMN 青灰色 A 30% 沈線区画内に櫛歯刺突文。

12-14 須恵器題 AHMN 灰色 A 15% 沈線区画内に櫛歯刺突文。下半静止へラケズリ。

12-15 須恵器蓋 (16.6) ABF 灰色 A 10%以下 南比企産。

12-16 土師器台付褒 (8.2) AEJKM にぶい黄櫨色 B 10%以下

12-17 勾玉 長さ2.4 幅0.8 重さ0.7 頭部欠損 骨角製。

長さは5.2m、幅はやや不規則でO.9m""'1.57m、深さは25crnを測る。断面形状は、やや舟形状を呈す

るが、基本的には箱形状であると考えられる。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器杯・嚢、須恵器嚢などが検出できた。

第15号溝跡(第114・116図、第56表)

21-161グリッドから21-163グリッドにかけて位置する。第12号溝跡、第4・6号井戸跡、第67号

ピットと重複関係にあり、本遺構が第12号溝跡を切り、他の遺構に切られている。北側が調査区域外と

なっている。

第4・13号溝跡と並行しており、検出長は11.75m、幅は南で先細りしO.4mを測り、北で、平均約O.9m

を測る。深さは北で深く47crn前後、南で浅く約 9crnを測り、先端部は約 7crnと浅い。断面形状は、南部

を除いて基本的に薬研状を呈している。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、須恵器杯・嚢、士師器杯・饗などのほか、土製の支脚の一部と考えられる土製品が検出
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第 11号構跡

1灰色士(浅黄色土ブロック・粒子少量、酸化鉄多量に含む)

2灰色土(灰白色土プロック若干含む)

第12号構跡

1灰色土犠{也実、火山灰多量に含む)

2灰色土(黄褐色土プロック告量、劇織、火山灰多量に吉む)
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1灰色土(灰白色土プロック、酸化鉄多量、炭化物若干含む)

物磁.
第4号構跡

1灰色土俵{凶君、火山灰多量に吉む)

2灰色土(浅黄色ブロック、火山灰多量に含む7
第13号満跡

l灰色土(浅黄色ブロック、火山灰多量に含む)

第114圏第4-7・11-16号溝跡
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できた。

時期は、須恵器杯が示す時期である 9世紀代と考えられる。

第16号溝跡(第114・116図、第56表)

21-162・163グリッドに位置する。第12号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切られている。わずか

lこ一部が調査区域外となっている。

残存長1.95m、幅O.65m、深さは浅く 13cmを測る。断面形状は、底面が幅広で箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・饗なと、がわずかに検出された。

時期は、第12号溝跡とほぼ同時期であるが、本遺構がわずかに古いと考えられる。

第 17号構跡

1灰色土像化鉄、火山灰多量に含む)

2炭河働層

3灰色土(黄褐色士ブロック、酸化鉄多量に含む)

4灰色土働イ回生、火山灰多量、焼士若干吉む)

5灰色土(黄褐色土ブロック少量、酸化鉄多量に含む)

6灰色土(浅黄色土プロック、喜劇七鉄多量に含む)

第18号溝跡

1灰色士(劇じ鉄多量に吉む)

2灰色土省褐色土ブロック少量、酸化鉄多量に含む)

第21・22号潜跡
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級疹委Z
第 19号溝跡

1灰色土曜睦他失、マンガン粒子少量吉む)

第20号溝跡

1灰色土織化鉄プロック若干、火山灰多量に含むJ
2灰色土恢白色主粒子ゆ量、前じ鉄プロック若干含む)

3灰色土仮白色土粒子、酸仕鉄多量に吉む)

」区

__!!'. 

c_ __c: 第2号溝跡
1灰色土織化鉄、火山灰多量、炭化物若干吉む)

2灰色土側獄、火山灰多量こ含む)

3灰色土〈灰白色土・断機ブロック状1こ混じる、火山灰多量に含む)

4灰色土(火山灰多量、関凶弘酸化鉄プロック若干含む)

5灰色土〈灰白色土ブロック状に多量に混じる)

6黄灰色土(劇じ鉄ブロック状に混じる、火山灰やや多量に含む)

第21号構跡 。 土層断面図 2m 

1黄灰色士〈灰白色土プロック状に混じる、火山灰多量に吉む.) I 1 11 曲

2灰色土(灰白色土ブロック状に混じる) I 平面図 ， ，加 l 
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第17号溝跡(第115・116図、第56表)

20-162グリッドに大部分が位置する。第四号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っており、第18号

溝跡が完全に埋まった後につくられたと考えられる。

長さは3.5m、幅は平均0.75m、深さは20cm前後を測る。底は平底で、断面形状は箱形状となっている。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・曹、須恵器皿・費、灰紬陶器椀などが検出できた。

第18号溝跡(第115図)

22・23-162グリッドに位置する。第17・19号溝跡、第3号掘立柱建物跡、第5号井戸跡と重複関

τユ-~-1 マゴん2~

ミ量メ4-1 定量ズ-2

λ-3 ~ ~芋三五4

、;謬:
ミ豆マヰ3F「 ~4-4 

15-1 

宍百苛イr 
り

~正子守5-2

万一一回叱7-

」三岩~lムムム2ι剖-寸1 巴ヰ一~2ム2ι-

¥頃剖 Jλ4 百 2-4

¥ 4ι  

15-5 

Q 
ヒヒ;士士?雪雪T守1下

警め} 
r-/ 

て=っ

第116図第13-17・22号溝跡出土遺物

-138一

¥'5-3 

~下4

lOcm 
1 :.1 



第56表第13'"17・22号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

13-1 土師器坪 (14.0) AJK 燈色 B 10% 

13-2 土師器土干 (12.8) ABHK 燈色 B 10%以下

13-3 須恵器土干 (11.8) AFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

13-4 須恵器椀 (14.4) ABHM 灰白色 C 10%以下 末野産。

14-1 士師器杯 12.3 3.9 AEJK 灰白色 A 60% 

14-2 土師器杯 (12.8) (3.8) AEHJK にぶい赤褐色 A 25% 内外面黒色処理。

14-3 土師器杯 (13.1) (3.4) AHKMN 暗明褐色 A 20% 

14-4 土師器杯 (12.8) AJM にぶい黄燈色 A 10%以下

14-5 須恵器蜜 AB 灰白色 B 胴部 外面平行叩き目。内面青海波文。

15-1 須恵器J;f (6.6) ABF 灰色 A 10% 

15-2 須恵器杯 (5.2) ABL 灰白色 C 15% 末野産。

15-3 土師器褒 ABEGHN にぶい黄櫨色 B 15% 

15-4 須恵器褒 ABGN にぶい赤褐色 A 胴部

15-5 土製支脚 残存長6.7 幅4.0 厚さ(3.8) 浅黄燈色 欠損

16-1 士師器杯 (12.8) AHJ 黒褐色 A 15% 内外面黒色処理。

17-1 須恵器皿 (13.0) (3.1) (7.2) ABGHM 灰色 B 20% 末野産。

17-2 須恵器皿 (8.0) AEGLN 暗灰色 A 35% 末野産。

17-3 須恵器血 (7.2) ABG 灰色 A 10% 

17-4 灰紬陶器椀 (13.0) AB 灰白色 A 10%以下 灰袖ツケガケ。東濃産?

22-1 土師器杯 (12.0) ACHJM にぶい燈色 A 10% 

22-2 土師器土手 (12.5) BEHJM 燈色 B 15% 

22-3 土師器杯 (12.7) ACJK 燈色 C 20% 

22-4 土師器甑 (3.2) ABEGHL にぶい黄燈色 A 10%以下

22-5 土師器奏 (23.2) AEGJ にぶい黄燈色 A 10%以下

22-6 須恵器横瓶 AGN 灰色 A 10% 

係にあり、第3号掘立柱建物跡との新旧関係は明らかにできなかったが、その他の遺構に本遺構が切ら

れている。西側は調査区域外となっている。

検出長5.9m、幅1.03m"'1.3m、深さは30cm前後を測る。断面形状は、底面が幅広の箱薬研状を呈す

る。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

また、本遺構は両側が閉じる溝であり、遺物は検出できなかったが、方形周溝墓集中区に所在するこ

とや他の方形周溝墓と軸方向がほぼ同じであることから、方形周溝墓の周溝の可能性が考えられる。

第19号溝跡(第115図)

23・24-162グリッドに位置する。 24-162グリッドの調査区域外の壁から東へ延び、すぐに南東方

向に向きを変えて南の調査区域外に至る。第18号溝跡、第 1号方形周溝墓、第3号掘立柱建物跡と重複

関係にあり、本遺構がそれぞ、れの遺構を切っている。

検出長は7.4m、幅はO.24m"'O.5mを測るが、平均O.4m前後である。深さは14cmを測る。断面形状は、

舟底状を呈する。

埋士は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器杯・嚢破片が検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、 7世紀後半と考えられる。

第20号溝跡(第115図)

23・24-162グリッドに位置する。第3号掘立柱建物跡、第65・66号ピットと重複関係にあり、そ
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れぞれに切られている。大部分が西及び、南の調査区域外となっている。

検出長は3.86m、幅は不明である。深さは47cmを測る。断面形状については、詳細は不明であるが、

底面が幅広の箱薬研状を呈すると考えられる。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器嚢破片などがわずかに検出できたが図示可能な遺物ではなかった。

時期は、古墳時代後期と考えられるが、第3号掘立柱建物跡との切り合いから 6世紀代の可能性が考

えられる。

第21号溝跡(第115図)

21-167グリッドに位置する。第22号溝跡、第26号住居跡と重複関係にあり、本遺構がそれぞれを切

っている。新旧関係は、古い順に、第22号溝跡、第26号住居跡、本遺構となる。西側は調査区域外とな

っている。

西の調査区域外の壁から東へわずかに延び、すぐにほぼ直角に南下するが、南側は不明である。残存

長は2.65m、幅は屈曲部でやや狭く 0.7mを測るが、平均0.9mである。深さは19cmを測る。底面は幅広

の平底で、断面形状はやや箱薬研状となっている。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物はわずかで、土師器費などの破片が検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、出土遺物と他遺構との切り合い関係から 9世紀末から10世紀初頭と考えられる。

第22号溝跡(第115・116図、第56表)

20・21-167・168グリッドに位置する。第21号溝跡、第26号住居跡、第7号掘立柱建物跡、第17

号土坑と重複関係にあり、それぞれの遺構に本遺構が切られている。それぞれの新旧関係は、本遺構、

第7号掘立柱建物跡、第17号土坑、第26号住居跡、第21号溝跡の順に新しい。東西側は調査区域外と

なっている。

検出長は7.5m、幅は2.0m前後、深さは最深で55cmを測る。底面が非常に狭く、断面形状は、大きく

2段の掘り方で、舟底状の掘り方の下にさらに箱薬研状の狭い溝を掘り込んだ形状を呈し、いわば漏斗

状の形状を呈している。よって、底面の幅は15cm前後と非常に狭い。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・護、須恵器横瓶などが検出できた。

第23号溝跡(第117・118図、第57表)

21-169・170グリッドに位置する。西側は調査区域外となっている。

検出長は2.85m、幅は0.55m，...，__0.77m、深さは20cm前後を測る。底はやや舟底気味で、断面形状は、

箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器壷・嚢、須恵器費などがわずかに検出できた。

時期は、出土遺物を図示できなかったが幅広い時期のものが見られ、時期の特定に足る確証が得られ

なかった。

第24号溝跡(第117・118図、第57表)

20-171グリッドに主に位置する。第27・28号、溝跡と重複関係にあり、本遺構がそれぞれに切られて
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いる。新旧関係は、本遺構、第28号溝跡、第27号溝跡という順に新しい。

第23号溝跡及び第26号溝跡と並行し、残存長は2.84m、幅はO.65m前後、深さは16cmを測る。断面形

状は、底面が幅広で箱形状を呈する。

埋土は、 自然堆積と考えられる。

出土遺物は非常に少なく、土師器妻、須恵器杯・奮が検出できた。
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第お号構跡 第却号潜跡

1灰色土織化鉄多量に吉む) 1褐灰色土(劇ヒ鉄、火μ灰多量に吉む)

2灰色士(灰白色土プロック粒子、酷化最多量に含む.) 2黄灰色土{酬故、火山灰少量含む)

第24号潜跡 3灰色土(灰色土プロック状に混じる、耐己最ブロック吉む)

1灰色土(酸似君、火山灰多量に吉む) 4黄灰色士

2灰色土〈灰白色土プロック状に混じる、劇ほ失、火山灰 5灰色土(灰色土ブロック状に混じる)

多量に吉む) 第31号構跡

第25号構跡 1灰色土〈灰白色土粒子やや多量、火山灰多量に含む)

1黄褐色土〈灰色士粒子やや多量に含む-) 2灰色土 t灰白色土プロック、炭化物多量に吉む)

2黄灰色土(明黄褐色土粒千若干含む、酸化鉄ブロック状 3灰色土(灰白色土粒子、炭化物若干、酸仕鉄多量に含む)

に混じる) 4灰色土 t灰白色土粒子多量に吉む)

3灰色粘質土(灰色土プロック・粒子多量に吉む-) 5噴砂

第盟号湖跡 第32号潜跡

1灰色土明月褐色土ブロック状に混じる) 1灰色土(火山灰やや多量に吉む)

2灰色土織化鉄多量に吉む) 2灰色士伏山灰、マンガン粒子多量に含む)

3灰色土峨仕鉄多量に含む) 3灰色粘質士(シノレト質、灰白色土ブロック・粒子多量、火山灰

4灰白色土シルト(灰色土プロック状に混じる) 少量含む)

5灰色土 L灰白色土プロック粒子、火山灰多量に含む) 4灰色土似く山灰、マンガン粒子やや多量に含む)

第27号溝跡 5灰色土シルト t灰白色土粒子多量に吉む)

1灰色士(黄褐色土粒子、酸化鉄、火山灰多量に吉む) 6灰色結質土(灰白色士ブロック・粒子、炭化効若干含む)

2灰色粘置土〈灰白色土微細世子多量に含む) 地山

3灰色土敏他見火山灰多量に含む) 1灰色士(黄褐色土プロック、断ヒ鉄、火山灰多量に含む)

4灰色土〈灰色土プロック状に混じる、酸化鉄多量に含む) II灰色土(酸仕鉄多量に吉む)

第ぉ号構跡

1灰色士締灰色士ブロック、障靴鉄、火山灰多量に含む)

2灰色粘置土骨化鉄火山灰、炭化物若干吉む)

第由号溝跡

1黄灰色粘置土(明黄褐色土粒子、前凶安多量に吉む)

2灰色粕質土働{也実、火山灰やや多量、炭仕掛若干吉む)

第23-32号溝跡
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第25号溝跡(第117図)

20-170グリッドに位置する。第27・30号溝跡と重複関係にあり本遺構が切られているが、上下の関

係にあり遺構確認面が異なるため、時期の相違が認められる。東側は調査区域外となっている。

検出長はわず、かに1.76m、幅は最大幅O.63m、深さは28cmを測る。断面形状は、舟底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出で、きなかった。

また、第24号溝跡と本遺構は同一遺構の可能性も考えられる。

第26号溝跡(第117・118図、第57表)

21-170グリッドから21-171グリッドにかけて位置する。第27・30・31号溝跡と重複関係にあり、

本遺構が第31号溝跡を切り、第27・30号溝跡に切られる。東側は調査区域外となっている。

第23号溝跡の延長上、かつ、第24号溝跡と並行し、検出長は5.65m、幅は0.7m前後、深さは30cm前

後を測る。断面形状は、舟底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷、土師器坪・費、須恵器坪・奮が検出できた。

時期は、出土遺物が図示できなかったが幅広い時期のものが見られた。しかし、第24号溝跡と並行し

ており、同じ確認面で検出されていることから須恵器坪の示す時期と考えられる。

また、第23号溝跡と同一線上、同一レベルに所在することから両者は同一溝跡ないしは同時期の溝跡

と推定できる。したがって、第23・24・26号溝跡は、同時期の溝跡と判断したい。

第27号溝跡(第117・118図、第57表)

20・21-170グリッドに位置する。第24"'26・28・29号溝跡の 5条の溝跡と重複関係にあり、本遺

構が他の遺構の全てを切っている。また、他の全ての遺構とは上下の関係にあり、遺構確認面を異にす

る。すなわち、下層の同一確認面に所在する第24'"'-'26・28・29号溝跡の 5条が埋没した後に本遺構が

形成されたことになる。東西が調査区域外となっている。

溝跡は、第30号溝跡と並行しており、約50cm'"'-'80cmの距離をもっ。検出長は6.55m、幅は1.12m'"'-'

1.38m、深さは40cm'"'-'46cmを測る。断面形状は、やや崩れた箇所もあるが、箱薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、須恵器杯・長頚壷・護、土師器杯・嚢のほか、土錘が検出できた。須恵器嚢の中に、四

隅が整えられており外面の叩き目が磨滅しているものが見られた。これは、この面が砥石に転用して使

われたのではないかと考えられる。

第28号溝跡(第117図)

20-170グリッドに位置する。第24・27号溝跡と重複関係にあり、本遺構が第24号溝跡を切り、第

27号溝跡に切られている。東側は調査区域外となっている。

検出長はわず

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第29号溝跡(第117図)

21-170グリッドに位置する。第27号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切られている。ただし、第27
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号溝跡とは上下の関係で、本遺構が完全に埋没した後に第27号溝跡が形成されたと考えられる。

検出長は2.93m、幅は0.7m前後、深さは30cmを測る。断面形状は、舟底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第28号溝跡とは同一延長上にあり、同一遺構の可能性も考えられる。また、切り合いが見られるが、

第23"-'26・28・29号溝跡は同一遺構確認面の遺構であり、同時期の遺構と考えられ、出土遺物が少な

いため明確にはできないが、おおよそ 9世紀中頃から後半と推定できる。

第30号溝跡(第117・118図、第57表)

20・21-170・171グリッドに位置する。第25・26・31号溝跡と重複関係にあり、本遺構がそれぞ

れの遺構を切っている。また、他の遺構とは上下の関係で、少なくとも第25・26号溝跡は同一時期の遺

構であり、新旧関係は、第31号溝跡、第25・26号溝跡、本遺構の順に新しい。東西が調査区域外とな

っている。

第27号溝跡と並行し、溝幅が第27号溝跡の半分強の規模である。検出長は6.8m、幅は0.7m"-'0.87m、

深さは31cm"-'51cmを測り、東にやや傾斜している。断面形状は、箱薬研状ないしはやや舟底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器杯・嚢などの破片がわずかに検出できた。

時期は、第27号溝跡と同時期で同時に存在していたと考えられる。

第31号溝跡(第117・118図、第57表)

20-170グリッドから20-172グリッドにかけて位置する。第26・30号溝跡と重複関係にあり、本遺

構がそれぞれに切られている。第26号溝跡は、上層確認面の遺構である。新旧関係は、本遺構、第26号

溝跡、第30号溝跡の順に新しい。東側が調査区域外となっている。

検出最大長は8.25m、幅は最大幅1.5m、深さは最深で60cmを測る。断面形状は、東側が急な傾斜をも

っ舟底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。また、噴砂が堆積土層の全てを貫いていた。

出土遺物は、弥生土器壷、土師器嚢、須恵器高杯破片などが検出できた。

時期は、弥生土器が示す弥生時代中期ないしは土師器・須恵器が示す古墳時代後期と考えられ、明ら

かにできなかった。また、弥生時代とすると方形周溝墓の周溝の可能性も考えられ、東側の調査区域外

に展開するものとなる。

第32号溝跡(第117・118図、第57表)

21-171グリッドから20-173グリッドにかけて位置する。第12号住居跡と重複関係にあり、本遺構

が切られている。

長さは11.6m、幅は南部が最大1.8m、北部が最大2.5mであったが、南部は上面を第12号住居跡によ

り削平され、およそ30cm確認面が低くなっているため幅が狭い。深さは70cm"-'80cmを測る。断面形状

は、西側が急な傾斜をもっ舟底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器嚢・壷破片に混じって土師器嚢破片が検出できた。弥生土器の内、ほぽ完形の

嚢は、床面で口縁を東に向けて横たわって検出された。一方、土師器嚢破片は、第12号住居跡からの混
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入遺物であると考えられる。

第33号溝跡(第119・120図、第58表)

20・21-173・174グリッドに位置する。第2号住居跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。東

西が調査区域外となっている。また、遺構のちょうど中聞が試掘調査時のトレンチで撹乱を受けている。

検出長は6.7m、幅は1.2m前後、深さは65cm"-'70cmを測り、西にやや傾斜している。断面形状は、や

や変形するが、基本的に箱薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器蜜・赤彩が施された壷などの破片がわずかに検出できた。
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第57表第23・24・26・27・30-32号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

23-1 土師器壷 ABEHJLMN 明赤褐色 B 10% 

24-1 須恵器杯 (6.9) AF 灰色 A 20% 南比企産。

26-1 須恵器杯 (12.7) (4.0) (6.2) AHJN 援色 C 40% 

26-2 弥生土器壷 にぶい黄燈色 頚部 櫛描波状文。

27-1 須恵器坪 (6.8) ABFGH 黄灰色 A 10%以下 南比企産。

27-2 須恵器杯 (6.0) ABFGHM 灰色 A 10% 内外面火だすき痕。南比企産。

27-3 土師器褒 (9.3) ABEJMN 樫色 A 10%以下

27-4 須恵器長頚壷 ABJ 灰白色 A 10% 内外面自然紬。

27-5 須恵器褒 AG 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面青海波文。

27-6 須恵、器嚢 AB 灰白色 A 胴部 外面格子叩き目。内面青海波文。

27-7 須恵器雪量 ABGL 灰色 A 胴部 転用砥石(叩き目側を砥石として転用)。外面

平行叩き目、摩滅。内面あて具痕。末野産。

27-8 土錘 長さ3.0 幅1.2 厚さ1.0 褐灰色 完存 重さ3.6g。

30-1 土師器坪 (12.8) ABHLM 灰白色 C 10% 

30-2 土師器費 (13.6) ABEGHJKM にぶい燈色 C 10%以下

31-1 弥生土器壷 にぶい櫨色 胴部 沈線文。刺突文。

31-2 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 沈線文。

31-3 弥生土器壷 灰黄色 頚部 沈線文。

31-4 弥生土器壷 5.0 灰黄褐色 底部 木葉痕。

31-5 土師器饗 (10.2) AEGK にぶい黄燈色 B 10%以下

32-1 弥生土器壷 燈色 胴部 沈線文方形区画内に刺突文。地文縄文。

32-2 弥生土器費 13.6 15.5 6.4 AEHJ 黒褐色 A 95% 口縁端部LR縄文。コの字重ね文 5単位。ボ

タン状貼付文コの字重ね文 1単位につき逆三

角形の位置に 3つ。底部布目痕。

第34号溝跡(第119・120図、第58表)

20・21-175グリッドに位置する。第35号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切られている。第35号

溝跡とは、ほぼ並行し、平面プランの南側が約 1/3程重なる位置関係にある。東西が調査区域外とな

っている。

検出長は6.65m、幅は不明であるが推定で東側が1.7m、西側が1.5mである。深さは東西ともほぼ変

わらず

を呈する。また、北側にやや大きく広がりをもっ平面プランである。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷、土師器坪・護、須恵器費などが検出できた。

時期は、古墳時代後期 (6世紀末から 7世紀初頭)と考えられる。

第35号溝跡(第119・120図、第58表)

20・21-175グリッドを中心に位置する。第34号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。第

34号溝跡とは、ほぼ並行し重なる位置関係にある。東西が調査区域外となっている。

検出長は7.0m、幅は1.25m........2.05mである。深さは東がやや深く 80cm、西は75cmを測る。断面形状

は、やや不整形な薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・嚢、須恵器杯・長頚壷・嚢などが検出できた。

第36号溝跡(第119・120図、第58表)

20・21-176グリッドに位置する。東側が調査区域外となっている Q
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第担号潜跡

1暗灰色粕質土(しまり強い、柑主弱い、酸化鉄若干、パミス、

焼士少量吉む)

2黄褐色粘質士(しまり強川、制生動¥全憎切こ酸fり

第四号構跡

1青灰色粘質土(しまり強い、紺生弱い、齢化鉄、パミス、

炭化物、焼土若干吉む)

2褐灰色粘賓土(しまり強い、紺主弱い、酷化鉄多量、パミス、

炭化物、焼士わず制こ含む)

5033 

第40号i莞跡

調査区域外

調査区域外

第119図第33-40号溝跡
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第詔号溝跡

1灰色士(灰白色土ブロック、劇化鉄、火山灰多量に含む)

2灰色士{にぶい黄褐色土ブロック、劇凶民火山灰多量

に吉む)

3にぶし、節目色土

4灰色粘質土(にぷい黄褐色土粒子、灰色土粒子、酸化鉄、

_!:!: 火山灰多量に吉む)

5灰色土機化鉄、機含む)

6灰色粘質土

第34号溝跡

1灰色粘質土(黄灰色士微細粒子多量に含む)

2灰色粘質土(炭化物多量に吉む)

3灰色結質土(灰白色土粒子、炭化物多量に含む)

4灰色粘質土(灰白色土粒子多量に古む)

第話号構跡

1暗灰色粘質士(灰色土ブロック状に混じる、火山灰、

酸化鉄やや多量に含む)

2灰色粘質土(火山灰、劇団生、炭化物多量に吉む)

3黄灰色土(シルト質、灰白色土ブロック粒子多量に

含む)

4灰色土 t灰白色土プロック状に混じる、火山灰多量jに

含む)

第36号構跡

1灰色粕質土(劇回安プロック状に混じる)

第訂号溝跡

1灰色粘質土

2灰色結質士織化鉄多量に吉む)

3灰色土(ンルト質)

4暗灰色土(ンルト質、菌剤凶失多量jこ吉tf)

企 24.20

P113 5040 

土層断面図

戸三ヰ子育
平面図

...A' 



検出長は4.3m、幅は平均0.35mを測る。深さは東が深く 44cm、西が浅く 19cmを測る。断面形状は、

不整形な薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷、土師器嚢、須恵器高盤・嚢などが検出できた。

第37号溝跡(第119図)

20・21-176・177グリッドに位置する。東西が調査区域外となっている。

検出長は5.95m、幅は1.8m前後を測る。深さは東がやや深く 67cm、西は60cmを測る。断面形状は、

整いの悪い舟底状を呈する。

埋士は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器杯・費、須恵器壷などが検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、おそらく古墳時代後期と考えられる。

第38号溝跡(第119・120図、第58表)

31-172グリッドに位置する。第39号溝跡と上下の重複関係にあり、本遺構の上面が切られている。

また、第8号井戸跡とも重複しており、本遺構が切っている。東及び南側が調査区域外となっている。

検出長4.15m、幅0.76m、深さ23cmを測る。断面形状は、箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器杯・嚢破片などが検出できた。

第39号溝跡(第119・120図、第58表)

31-172グリッドに位置する。第38号溝跡と上下の重複関係にあり、本遺構が下面の第38号溝跡を切

っている。また、第8号井戸跡とも重複しており、本遺構が切っている。東及び南側が調査区域外とな

っている。

溝は、第8号井戸跡手前で南へ曲がっていく形状を採ると考えられる。検出長3.35m、幅0.9m、深さ

21 cmを測る。断面形状は、舟底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、須恵器坪破片などがわずかに検出できた。

第40号溝跡(第119・120図、第58表)

34・35-171・172グリッドを中心に位置する。数基のピットと重複関係にあり、本遺構が切られて

いる。南北が調査区域外となっている。

検出長5.2m、幅0.64m，..._.0.75mを測る。深さは北が深く 36cm、南が浅く 26cmを測り北に傾斜をもっ。

断面形状は、やや立ち上がりが急な箇所もあるが基本的に箱形状を呈する。

埋土は、並行に堆積しており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は、土師器杯・嚢・台付輩、須恵器費、灰軸陶器長頚瓶などのほか、土錘が検出できた。

第41号溝跡(第121図)

35・36-171グリッドを中心に位置する。第42・44号溝跡、第11号住居跡、第13，..._.16号井戸跡のほ

か数基のピットと重複関係にあり、本遺構が第11号住居跡を切り、その他の遺構に切られている。主な

遺構の新旧関係は、第11号住居跡、本遺構、第42号溝跡、第13，..._.16号井戸跡という順に新しい。また、

本遺構と第44号溝跡、第42号溝跡と第44号溝跡との新旧関係は明らかにできなかった。南北が調査区
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第58表第33"'36・38"'40号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

33-1 弥生土器壷 にぶい黄穫色 胴部 櫛描波状文。交差組目刷毛目。

33-2 弥生土器褒 にぶい赤褐色 胴部 交差粗目刷毛目。

33-3 弥生土器費 にぶい褐色 胴部 細目刷毛目の後、斜位の組目刷毛目。

34-1 弥生土器壷 にぶい燈色 胴部 沈線文区画内に刺突文。

34-2 弥生土器壷 (7.4) にぶい黄燈色 底部

34-3 土師器土干 (11.4) AEHJK にぶい黄燈色 C 10% 

34-4 土師器坪 (11.0) AIJ 鐙色 B 10% 

34-5 士姉器饗 AEJM 燈色 C 20% 

34-6 須恵器饗 (14.4) ABFN 灰色 A 10%以下 外面平行叩き目。南比企産。

34-7 須恵器嚢 ABGLN 褐灰色 A 胴部 外面平行日Hき目。内面青海波文。末野産。

34-8 須恵器饗 ABGLN 褐灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内商刷毛状のナデ。末野産。

34-9 須恵器費 ALN 青灰色 A 胴部 外面格子叩き目。内面青海波文。

34-10 須恵器饗 ABN 灰色 A 胴部 外面平行日日き目。内面青海波文。

35-1 土師器杯 (12.4) AGI にぶい黄燈色 B 10%以下

35-2 土師器杯 (12.9) ADHJKM 燈色 A 10%以下

35-3 士師器杯 (14.6) ADJKM 燈色 A 10%以下

35-4 須恵器杯 (7.7) ABFN 灰色 A 10% 南比企産。

35-5 須恵器長頚壷 ABHN 灰白色 A 15% 外面自然紬。

36-1 弥生土録壷 黒褐色 胴部 櫛錨波状文。

36-2 須恵器高盤 ABFG 灰色 A 15% 

36-3 須恵器費 (20.8) BFGKN 灰褐色 A 10%以下

36-4 須恵器賓 ABFGN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目、摩滅。内面ナデ。南比企産。

38-1 土師器土子 (11.1) ABHI 燈色 C 10%以下

39-1 須恵器杯 (7.1) AFN 暗赤褐色 A 15% 南比企産。

40-1 土師器杯 (15.6) AEHJKM にぶい櫨色 A 10% 

40-2 土師器台付費 (16.4) AEHJM にぶい褐色 A 10%以下

40-3 土師器台付費 (10.2) ABHN 燈色 A 10%以下

40-4 須恵器嚢 (23.6) AB 灰色 A 10%以下 内外面自然紬。

40-5 須恵器饗 ABI 灰白色 A 胴部

40-6 灰紬陶器長頭瓶 AB 灰白色 A 10%以下 内面灰紬。

40-7 土錘 長さ3.8 幅1.4 惇さ(1.2 灰白色 半欠損 重さ3.9g。

域外となっている。

検出長7.3m、幅2.15m前後を測る。深さは、南西部の床面が一段溝状に落ち込んでいる箇所が最深で

31cmを測るが、他は平底で約18cmを測る。断面形状は、基本的に底面が幅広の箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第42号溝跡(第121図)

36-171・172グリッドに位置する。第41号溝跡、第16号井戸跡と重複関係にあり、本遺構が第41号

溝跡を切り、第16号井戸跡に切られている。新旧関係は、第41号溝跡、本遺構、第16号井戸跡という

順に新しい。南側が調査区域外となっている。また、北側にさらに延びるかは不明である。

検出残存長4.5m、幅は最大幅1.08mを測る。深さは、最深で27cmを測る。断面形状は、基本的に底面

が2段に掘り込まれており逆凸形状を呈する。最も低い底面の幅は、 50cm前後を測る。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、ほとんと、検出できなかったが、骨片を検出した。

第43号溝跡(第121・122図、第59表)

38-170グリッドを中心に位置する。第44号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切られている。東及び
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南側が調査区域外となっている。

検出長5.05m、幅は最大幅2.53mを測る。深さは、最深で105cmを測る。断面形状は、底面に起伏が

あり整いが悪いが、舟底状を呈する。また、底面は北に向かつて傾斜している。

埋土は、比較的複雑に堆積しており、人為的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物は大量に検出され、弥生土器高坪・嚢・査のほか、打製石斧、円盤状打製石器が検出できた。

第44号溝跡(第121・123図、第60表)

36-171グリッドから36・37-170・171グリッドにかけて位置する。第41・43号溝跡、第17号井

戸跡と重複関係にあり、本遺構が第17号井戸跡に切られ、第43号溝跡を切っている。第41号溝跡との

新旧関係は明らかにはできなかった。

本遺構は、平成11年度と平成12年度にEる調査で検出され、溝と先端に付属する水溜状遺構から構成

される。残存全長14.1m、幅は溝部分が0.52m，...__0.84mを測り、水溜状遺構部分は長軸幅3.6m、短軸幅

1.95mを測る。深さは、溝部分が最深25cmを測り、水溜状遺構部分は110cmを測る。断面形状は、溝部

分は箱形状を呈し、水溜状遺構部分は措鉢状を呈する。また、水溜状遺構部分は西側の上面付近に突出

するテラス状の箇所があり、さらに、水溜状遺構部分に向かつて傾斜していた。底面は北に向かつて傾

斜している。

埋土は、溝、水溜状遺構部分とも自然堆積と考えられる。

出土遺物は比較的多く検出され、弥生土器嚢・壷、須恵器坪・輩、土師器細片、陶器播鉢、常滑窯産

の嚢破片などが検出できた。

第45号溝跡(第121・123図、第60表)

40-171・172グリッドに位置する。数基のピットと重複関係にあり、本遺構が切られている。南側

が調査区域外となっている。本遺構は調査区域外に跨って検出され、ちょうど調査によって排出される

土の運搬路部分で検出され、その部分も調査を実施した。

検出長6.67m、幅は一定していないが1.0m前後を測り、深さは最深で28cmを測る。断面形状は、やや

不整形で舟底状を呈するが、基本的には箱形状を呈すると考えられる。北に向かつて平面プランが明瞭

ではなくなり消滅する。これは、表土掘削の際に失われてしまったと考えられる。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷・嚢破片、土師器費破片などが検出できた。壷の内、ほぼ完全に復元できた

個体は、溝のほぼ底面で口縁部を南に向けて検出された。残念ながら胴部の一部は排出土運搬路の掘削

の際に失われてしまったようである。

時期は、弥生土器が示す時期と考えられる。

第46号溝跡(第121図)

40-171グリッドを中心に位置する。第20号井戸跡、 2基のピットと重複関係にあり、本遺構が切ら

れている。北側が調査区域外となっている。

検出長4.5m、幅は一定しておらず、最大幅1.55m、深さは浅く 10cmを測る。断面形状は、底面が幅広の

箱形状を呈する。北及び南に向かつて平面プランが明瞭ではなくなり消滅する。これは、表土掘削の際

に失われてしまったものと考えられる。また、本遺構の南延長上に第45号溝跡が所在し、同ーの溝跡で

あった可能性も考えられる。
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第41~44号溝跡
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a_?4.20 ー畠'第41号構跡

1褐灰色結質土(しまり強い、酸化鉄多量、パミス、

焼土少量吉む)

2黒J灰色粘質土(しまり強い、パミス、紘灰色砂、

焼士炭化物多量に吉む)

第42号溝跡

1青灰色粘置土(しまり強い、酸化鉄多量、パミス

わずかに吉む)

2青灰色砂質土(しまり強い、酸化鉄、パミスかずカヰこ

吉む)

_!!~第 43 号潜輔
1灰色砂質土織化鉄少量置物含む)

2青灰色枯置土樺化鉄多量、焼士、炭河凶勿、遺物古む)

3灰色結質土

4灰色シルト

5臨灰色粘質土レノレト若干混じる、灰白色土惜粒子焼土炭化物少量吉U

6灰色対虜士 (γルト多量に理じる、酸化鉄多量に含む)

7灰色粘讃土(暗灰色粘賀士プロック、灰白色粘土ブロック、灰白色ンルト粒子

若干、炭化物含む)

8灰色粘土(灰白色シルト粒子、炭化物、焼士若干吉む)

9灰色粘土(灰白色士微粒子、炭化物わずカヰニ吉む)

10灰色粘土(シルト混じる、灰白色結土ブロックオコずカ斗こ吉む)

II灰色結置土(暗灰色粘土ブロック、灰白色粘土ブロック多量に含む)

12灰色結士 t灰白色結土ブロック多量に吉む)

13灰色粘土(ンルト混じる灰白色粘土ブロック多量に含む)

調査区域外

S~ 色一

第44号潜跡

....!)~ 1灰色粘質士(灰白色ンル卜粒子わずか劇ヒ鉄多量、火山灰、炭化胸、焼土

少量、土器吉む)

2灰色対日質士 L灰色粘置土混じる、灰白色シノレト若干、火山灰少量、炭化物、

焼土含む)

3灰色粘土(シルト混じる、灰白色シルト粒二子'9量含む)

4灰色粘項士 t灰白色シルトブロック・粒子多量、火山灰若干含む)

5灰色粘土(灰白世結土粒子、灰白色シルト粒干サ量、炭化物若干、腐敗植物

片少量、離含む)

6灰色粘土(シルト混じる、明執灰色シルトブロック少量含む)

7灰色粘土(粘性強い腐敗植物片多量に含む)

8灰色粘土(明輯夜色シルトプロック粒子、灰白色粕土プロック多量、臨吉む)

9暗青灰色結土

10灰色粘土(灰色粘土粒子、焼土吉む)

II青灰色粘土(灰白色シルトブロックわずカヰこ含む)

12灰色粕質土(，"ノレト混じる灰白色シルト微粒子世量吉む)

13灰色粘土(粘性強い、明蜘疋色粘土粒子わずかに吉む)

14暗灰色粘土惜性強い、明輯灰色結士ブロックわずゆに吉む)

15灰色粘土偶音灰色粘土混じる、灰色粘土粒子、焼士、炭化物、腐敗植物片少量吉む)

川音青灰色粘土〈制主強い、明晶灰色粘土プロック多量に含む)

17オリープ黒色士リミ山灰少量、使仕掛焼土、酸{鴎党苦干含む)

18暗青灰色結質士(灰白色シルトブロック粒子若干含む)

5044 

5044 

第45・46号溝跡
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第45号潜跡

1黄灰色土(灰白色シルト粒子わずカヰこ吉む)

2灰色土(シルト感非常に強い、灰白色シルト粒子わずか、炭化物古む)

3黄灰色土と灰白色ンルトブロック多量混合層

4灰色結質士〈灰白色シル卜粒子わずカ判こ吉む)

巳一 s・

!第46号溝跡

1灰色土(灰白色土ブロック若干、劇猷多量に含む)

2灰白色土(酸化鉄多量に含む)
。 土層断面図

一 一平面図

第121圏第41-46号溝跡
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埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

時期は、第45号溝跡と同一遺構ならば同時期の可能性が考えられる。
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第122図第43号溝跡出土遺物
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第59表第43号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 弥生土器高杯 (10.3) (10.1) (6.8) AEHJKN 浅黄櫨色 A 35% キザミ口縁。杯部内外面赤彩。

2 弥生土器嚢 (9.8) AEGMN 灰黄褐色 C 30% 頚部櫛描簾状文。胴部刷毛目。

3 弥生土器饗 にぶい赤褐色 口縁部 櫛描簾状文。

4 弥生土器褒 黒色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

5 弥生土器費 浅黄燈色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

6 弥生土器饗 にぶい褐色 口縁部 キザミ口縁(縄押庄)。刷毛目の後櫛描簾状文。

7 弥生土器嚢 にぶい褐色 口縁部 キザミ口縁。条痕文。

8 弥生土器壷 にぶい燈色 胴部 外面赤彩。

9 弥生土器壷 灰褐色 胴部 細目刷毛目の後櫛描簾状文。胴下半部に同工具による刷毛目。

10 弥生土器壷 灰黄褐色 頚部 刷毛目の後櫛描簾状文及び波状文。

11 弥生土器壷 にぶい黄燈色 頚部 外面赤彩。

12 弥生土器壷 (5.5) 灰黄褐色 底部

13 弥生土器査 (5.3) 黒褐色 底部

14 弥生土器査 (7.1) 黒褐色 底部

15 弥生土器壷 (8.2) 灰黄褐色 底部

16 弥生土器壷 (7.0) 櫨色 底部

17 弥生土器棄 (8.8) 糧色 底部

18 打製石斧 長さ17.2 幅6.4 厚さ2.6 6アじff}ノ 重さ356g。酸性凝灰岩製。

19 円盤状打製石器 長さ10.4 幅10.1 厚さ2.8 一部欠損 重さ335g。中粒砂岩製。
」ー

第47号溝跡(第123・124図、第60表)

38・39-173グリッドに位置する。第5号住居跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。東西が調

査区域外となっている。

検出長は5.7m、幅は1.16m"'-'1.7mを測る。深さは西が深く 90cm、東はやや浅く 72cmを測る。断面形

状はやや漏斗状を呈しているが、基本的には薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷・嚢、土師器坪・嚢・甑などが検出できた。弥生土器については、第 5号住

居跡との重複から混入したと考えられる。

時期は、土師器杯・嚢が示す時期と考えられる。

第48号溝跡(第124・125図、第61表)

38・39-177グリッドに位置する。第10号掘立柱建物跡と重複関係にあるが、新旧関係を明確にする

ことはで、きなかった。西側が調査区域外となっている。

検出長は2.22m、幅は0.7m"'-'0.8mを測る。深さは49cmを測る。断面形状は、舟底状を呈しているが、

基本的には箱形状を呈すると考えられる。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、須恵器坪・嚢のほか、馬の歯、桃の種子などが検出できた。馬の歯は、歯の先端を上に

向けて検出された。

第49号溝跡(第124・125図、第61表)

38・39-177・178グリッドに位置する。第9・10号掘立住建物跡、第3号方形周溝墓、第23号井戸

跡と重複関係にあり、第3号方形周溝墓を本遺構が切っている。また、第23号井戸跡に切られている。

一方、第9・10号掘立住建物跡との新旧関係は明確にすることはできなかった。東西が調査区域外とな

っている。
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第60表第44・45・47号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 {庸 考

44-1 弥生土器褒 櫨色 頚部 櫛描簾状文。

44-2 弥生土器褒 にぶい怪色 胴部 櫛描簾状文。

44-3 弥生土器褒 にぶい黄褐色 胴部 刷毛目。

44-4 弥生土器壷 (8.5) にぶい黄燈色 底部

44-5 須恵器壷 (20.0) ABHN 黄灰色 A 10%以下 内面自然紬。

44-6 須恵器費 ABGH 灰褐色 A 10% 外面自然紬。肩部内面タール状物質付着。

44-7 須恵器音量 (10.4) AGN 灰色 A 10% 

44-8 須恵器奏 AN 黄灰色 A 胴部 外商格子日日き目。内面青海波文。

44-9 須恵器費 ABLN 黄灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。

44-10 須恵器褒 AB 灰色 A 胴肩部 外面ナデ。内面あて具痕。外面白然紬。

44-11 須恵器雪量 AFG 灰赤色 A 胴部 外面平行叩き目。内面ナデ。

44-12 須恵器杯 (6.9) ABF 灰白色 A 10%以下

44-13 陶器情鉢 (12.9) 灰色 10% 内面平滑。

44-14 陶器褒 灰色 暗赤褐色 胴部 外面縦位の刷毛目。内面横位の刷毛目。

45-1 弥生土器壷 (17.0) (41.2) (10.8) ABCH にぶい黄燈色 C 60% 口唇部RL縄文。頚部横帯にRL縄文。胴上半

部から中位平行沈線文、中間に波状文、地文R

L縄文。胴下半部へラ描連続山形文、ナデ。

45-2 弥生土器壷 (8.4) AEIJ 浅黄燈色 B 10%以下 口縁部刺突文、平行沈線文。頚部波状文、刺

突文、波状文下LR縄文。

45-3 土師器斐 (7.8) AGJLMN にぶい黄鐙色 B 10%以下 木葉痕。

47-1 弥生土器褒 にぶい赤褐色 胴部 刷毛白後櫛引簾状文及び波状文。

47-2 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 櫛描波状文。外面赤彩。

47-3 土師器坪 (17.5) AHJKM 燈色 A 20% 

47-4 土師器甑 (22.0) (11.7) ABCGHMN にぶい燈色 B 10% 

検出長は9.1m、幅は最大幅4.2mを測る。深さは93cmを測る。断面形状は、やや不整形な舟底状を呈

する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は多く、幅広い時期に亘っていた。縄文土器深鉢、弥生土器壷・費、須恵器杯、土師器坪な

どのほか、打製石斧が検出された。

第50号溝跡(第124・126図、第62表)

40""'42-178・179グリッドに位置する。第7号方形周溝墓と重複関係にあり、第7号方形周溝墓を

本遺構が切っている。北及び西側が調査区域外となっている。本遺構は、本来の調査区域から拡張した

箇所のため 2本のトレンチ及び平面の遺構確認により調査を実施した。

検出長は10.4m、幅は2.65m""'3.35mを測る。深さは0.9m""'1.1mを測る。断面形状は、やや不整形

な箱薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられるが、上層は複雑に堆積していることから、ある程度埋まった後人為的

に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物はトレンチ調査にも関わらず比較的多く、弥生時代の良好な資料が得られた。弥生土器注目

土器・壷・曹、土師器嚢破片のほか、磨石、打製石斧が検出できた。

時期は、弥生土器が示す弥生時代後期と考えられるが、第7号方形周溝墓の北溝が切られていること

から、少なくとも第7号方形周溝墓形成期以降であると考えられる。

また、第49号溝跡とは、少々出土遺物の傾向を異にしているが、双方とも同一延長上に所在し、同一

遺構の可能性も考えられる。

第51号溝跡(第127""'129図、第63表)
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第47号溝跡

調査区域外

寸F-三=ー

調査区域外

第49号溝跡

第50号潜跡

調査区域外

、三

第48号溝跡

.. ~_24.20 -.A: 
企}4.20 ...!!' 

調査区域外

第48号潜跡

1灰色粘質士師、たくしまる火山灰若干、酸化鉄非常に多く含む)

2灰色粘土(灰白色ンノレト若干混じる、陸化鉄若干、馬歯出土)

3暗灰色粘土(灰白色粘土粒子ごくわずか、土器吉む)

4灰色粘土(灰白色粘土粒子ごくわずか叡β

第47号す制罫

1灰色土働仕鉄多量に吉み褐色帯びる、土器含む)

2暗灰色土むた山灰わずかこ含む)

3灰白色土(断獄多量に吉む)

4灰色粘質土

5灰色粘土(灰白色粘士粒子多量、炭化物若干含む)

6灰色粘土(粘性強い、灰色粘土ブロック含む)

7オリープ黒色粘土〈紺生強い、灰白色粘土粒子少量吉む)

ι14.20 一且・

5049 

第49号潜跡

1灰色土〈灰白色シルト粒子、マンガ〆組子、酸化酷若干含む)

Z灰色土(かたくしまる、酸{回会少量、火山灰Jl暢多量に吉む)

3灰色粘質土働化鉄少量j暢多量に含む)

4暗青灰色土(験他生少量、炭化物若干含む)

5灰白色砂(暗青夜色土ブロック混じる)

6青灰色粘質士(かたくしまる、灰白色粘土粒子多量灰白色シノレト粒子、酸化鉄金量、炭倒勿，.'1樺苦干吉む)

7灰色粧紳士(ぎくざくした感じ、下層ほど粘性もつ、d暢苦干吉む)

8灰色粘土(青灰色粘土プロック若干、明緑灰色砂ブロック吉む)

9灰色躍紳士(ざくぎくした感じ、明融灰色ンルトフeロック若干吉む)

10青灰色砂 L灰色粘土プロック吉む)

I1灰色粘土 l粘性強川

12オリープ黒色結士(樹主強い、明絹灰色砂害量に吉む)

13青灰色粘土備性晶、)

14灰色料紳士(明韓灰色屈混じる)

15灰色粘土備性強い、明撮灰色砂混じる)

ι24.20 一畠'

5050 

第国号構跡

1灰色結質士恒創ほ実沙量、マンガン粒子宮む7
2黄灰色粘質士(明融灰色粘質士粒子若干、酸化粧少量吉む)

3灰色粘質土(灰色粘質土混じる)

4灰色粘土 (ft酎凶暗号干、カーボン骨髄ヂj，'量含む)

5灰色品質士(ンルト感強い)

6灰色粘土偶宜灰色粘土ブロック多量に吉む)

7)!;.色粘土(灰白色粘土微粒子少量含むカーホンまたは泥炭層)

8灰色粘土(灰白色粘土微粒子少量吉む)

9灰色結質土(かたくしまる、マンガン粒干少量、酸it激若干吉む)

10灰色粘士(シルト感あり、灰白色粘土ブロック若干、カーボン吉む)

11灰色粘土〈灰色粘台昆じる、灰白色粘土粒子若干吉む)

12暗灰色結質土(明輯灰色粘質土粒子多量に含む)

13灰色粘土(明輯訳色結質士粒子非常に多く含む)

14オリーブ黒色粘土(カーボシ/微粒子U少量吉む)

15灰色粘土(シルト感強い灰白色粘土粒子少量吉む)

16黄灰色粘土(シル卜感あり、灰白色粘土ブロック少量含む)

17灰色粘土(ンルト感あり、暗灰色粘土プロック、灰白色粘土粒チ、カーボン微粒子少量含む)

l同8黒色粘土(恢灰白世結土プロツク少量帯状に混じる

1円9灰オリ一ブ色結土(黒色粘土プロツク少量吉む)
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49----51-179グリッドに位置する。北及び、南側が調査区域外となっている。

調査範囲が非常に狭く詳細は不明であるが、推定検出長は7.75m、推定幅は5.1mを測る。深さは1.08

mを測る。断面形状は、やや起伏はあるが舟底状を呈する。西側の上面付近に木材を板目取りし、幅広

で短冊状の杭が打たれていた。この杭は先端を炭化させ、腐蝕防止の対策が施してあった。

埋土は、自然堆積と考えられる。
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第61表第48・49号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

48-1 須恵器杯 (5.1) ABH 灰白色 A 10%以下 末野産。
48-2 須恵器杯 (7.6) AGN 暗灰色 A 10%以下
48-3 須恵器賓 (25.8) ABGN 灰色 A 10%以下 内外面白然紬。
48-4 馬歯 歯冠両左から5.09、4.81、5.07、4.55、3.93 左下顎臼歯?右2つを除きやや湾曲している。
48-5 種子桃 長さ2.31 幅1.81陣さ1.30 重さ1.0g。下半左側故意による欠損。
49-1 縄文土器深鉢 (22.0) にぶい黄櫨色 B 20% 4単位の波状口縁。波I頁部より棒状工具によ

る押圧を加えた隆帯を縦位に貼付。口縁部無
節L縄文施文後沈線区画と円形貼付文。頚部
から胴部格子白状沈線文。内面ナデ後にへラ
ミガキ。口縁部外面及び内面煤及びコゲ状物
質付着。

49-2 弥生土器壷 (25.4) にぶい黄燈色 A 10% 2条 1組の棒状浮文ο 口縁部RL縄文施文後波
状沈線文。口唇部RL縄文。胴下半部斜位及び
縦位ミガキ。内面横位ミガキ。

49-3 弥生土器饗 (19.8) ADGHM にぶい燈色 A 10% キザミ口縁。
49-4 弥生土器壷 灰白色 胴部 沈線文。縄文。
49-5 弥生土器壷 にぶい燈色 胴部 縄文。
49-6 弥生土器壷 櫨色 胴部 沈線文区画内にLR縄文。
49-7 弥生土器壷 にぶい黄燈色 目岡部 LR縄文。
49-8 弥生土器奏 灰褐色 口縁部 キザミ口縁。内外面赤彩。
49-9 弥生土器費 灰褐色 口縁部 内外面刷毛目。
49-10 弥生土器費 灰褐色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。
49-11 打製石斧 障さ(9.9 幅6.5 厚さ2.8 重さ200g。ホルンフェルス製。短冊形。
49-12 土師器坪 (12.6) (8.6) ABEGJ 浅黄燈色 B 10% 

49-13 須恵器杯 (6.0) ABFH 灰色 A 15% 

出土遺物は狭い調査にも関わらず非常に多く、今回報告の溝跡中一番の出土量を誇った。また、時期

も幅広く器種も多種で、弥生時代中期から 8世紀末ないしは9世紀初頭の遺物が見られた。弥生土器高

杯・壷・費、土師器高坪・杯・壷・護、須恵器蓋・杯・椀・長頚壷・嚢・鉄鉢形土器などのほか、木製

の四脚盤・棒状製品、桃や胡桃の種子など低湿地ならではの遺物も検出できた。

第52号溝跡(第127・130図、第64表)

38・39-182グリッドに位置する。北側以外は調査区域外となっている。

調査範囲が狭く溝の約半分の調査であった。検出長6.1m、残存最大幅2.6mを測る。深さは最深で

1.28mを測る。断面形状は、不明であるが、壁面傾斜の緩急の違いはあるものの薬研状を呈すると考え

られる。

埋土は、自然堆積と考えられる。また、第3層中にFAと考えられる火山灰を確認した。

出土遺物は、狭い調査にも関わらず、本遺構も比較的多く検出できた。また、時期も幅広く弥生時代

後期から 9世紀後半までの遺物が見られた。弥生土器壷・費、土師器高杯・杯・費、須恵器杯・嚢など

が検出できた。 FA降下以前以後の出土遺物と土層の年代観は完全に一致していた。

また、本遺構、第37号溝跡、第51号溝跡は、現況道路に沿って検出されているが、この道が旧河道を

示す可能性があり、出土遺物の時期的差は若干見られるものの、これらの遺構がその裏付けとなり得る

と考える。

第53号溝跡(第127図)

18・19-187グリッドから18・19-188グリッドにかけて位置する。北及び南側は調査区域外となっ

ている。また、溝の検出中央部を横断して試掘調査時のトレンチが撹乱している。
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第62表第50号溝跡出土遺物観察表

第126圏第50号溝跡出土遺物

lOCIIl 

1 : a 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 弥生土器注口土器 (10.7) ABEGHJ にぶい黄燈色 A 60% 頚部内面から外面赤彩。

2 弥生土器壷 8.2 ABEHMN にぶい黄燈色 A 25% 外面刷毛目後縦位ミガキ。内面刷毛目。

3 弥生土器蜜 (21.5) 27.0 6.7 AEN 黒褐色 C 35% 頭部櫛描簾状文及び波状文。胴部組目刷毛目。

4 弥生土器賓 樺色 口縁部 キザミ口縁。刷毛日後櫛描簾状文2条及び櫛描波状文。

5 弥生土器饗 暗褐色 頚部 刷毛目後櫛描簾状文及び波状文。

6 弥生土器費 にぶい褐色 頚部 刷毛目後櫛描簾状文。

7 弥生土器費 褐灰色 胴部 刷毛目。

8 弥生土器壷 にぶい黄櫨色 胴部 ヘラ描重ね鋸歯文。

9 弥生土器費 にぶい燈色 胴部 刷毛目。

10 弥生土器壷 (8.7) にぶい燈色 底部

11 磨石 長さ7.8 中高6.0 厚さ4.0 欠損 重さ300g。砂岩製。

12 打製石斧 長さ(9.4) 幅7.3 厚さ1.3 刃部欠損 重さ 103g。粘板岩製。分銅形。
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第a号溝跡

1黄灰色粘土(シルト多量に混じる、炭仕効含む)

2炭化しfdj敏対審肋層

3灰色結士(シルト多量1こ混じる)

4灰色結土(灰白色粘土ブロック含むJ
5黄灰色粘土働性強ド、マンガン粒子若干吉u)

6灰色粘土[柑古車い、灰白色粘土粒子若干吉む)

7灰色粘土(灰白色シノレト混じる)

8暗灰色粘土偽国主非常に強い)

9灰色粘土備制宇常に強い、明青灰色粘土プロック

吉む)

10黄灰色粘土偽回全強ルサ

11オリープ黒色結土(粘性非常に強い)

_!!，: .~4.20 
第51号溝跡

.IL 

第位号満跡

1灰色土{炭仕掛帯状に混じる、酸化鉄若干含む)

2黄灰色土鎌化鉄事劃こ吉む)

3灰色粕質士(しまりな'¥炭化物帯状に多量記混じる灰オリープ

色土ブロック、火山灰〔明黄褐色秒質1プロック

若干吉む)

4灰オリープ色粘質土般化鉄プロック多量に含む)

5灰色結質土(オリープ灰色微締馳;子多量に含む)

6灰色粘質土織化鉄多量に含む)

7黄灰色土(シルト質、火山灰と思2オ1る白色粒子多量に含む)

8灰色粘置土強化鉄少量吉む)

9灰色粘買士(明揖灰色粘質士ブロック状に混じる、酸仕鉄多量1こ

含む)
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調査区域外
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5054 

第田号溝跡
第日号I劃跡

1黒色粘土(しまり強い、砂辛1)、炭化物
1暗青灰色粘質土(しまり強い)

吉む)

第臼号申跡

1オリーブ灰色粘土(しまり弱H

2黒色粘土(しまり強い、やや泥炭化j

直一

第51-55号溝跡
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第63表第51号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

l 弥生土器高杯 (14.2) AMG にぶい黄櫨色 A 20% 外面ナデ、刷毛目。内面横位ミガキ。外面一部に事彩。内面赤彩。

2 弥生土器高杯 (7.1) AEGJ 浅黄燈色 A 30% 外面ミガキ。

3 弥生土器壷 AGHIKN にぶい黄燈色 A 頭部~鯛部 櫛描波状文。胴部外面赤彩。

4 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 沈線文区画内にLR縄文。縄文部赤彩。

5 弥生土器壷 にぶい褐色 胴部 沈線文区画内にLR縄文。縄文部赤彩。

6 弥生土器査 燈色 胴部 沈線文区画内に刺突文。

7 弥生土器壷 にぶい赤褐色 胴部 地文縄文。重ね沈線文。

8 弥生土器壷 黄灰色 頚部 地文LR縄文。沈線文。

9 弥生土器査 にぶい黄燈色 胴部 沈線文。

10 弥生土器壷 にぶい黄褐色 胴部 LR縄文。沈線文。

11 弥生土器壷 にぶい黄権色 胴部 沈線文。

12 弥生土器壷 浅黄櫨色 頭部 沈線文。

13 弥生土器壷 にぶい黄樺色 鯛部 地文RL縄文。沈線文。

14 弥生土器壷 にぶい黄燈色 胴部 地文LR縄文。沈線文。

15 弥生土器壷 浅黄樫色 胴部 沈線文。

16 弥生土器壷 にぶい黄燈色 頭部 櫛描波状文。

17 弥生土器壷 にぶい褐色 頚部 櫛描波状文。

18 弥生土器壷 灰白色 頚部

19 弥生土器饗 にぶい黄燈色 胴部 コの字重ね文。ボタン状貼付文。

20 弥生土器奏 灰黄褐色 口縁部 櫛描波状文。

21 弥生土器費 にぶい褐色 口縁部 口縁部刷毛目。頚部櫛描簾状文。

22 弥生土器費 にぶい黄撞色 頭部 櫛描簾状文及び波状文。

23 弥生土器饗 にぶい燈色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

24 弥生土器褒 燈色 口縁部 口唇部LR縄文。頚部櫛描簾状文。

25 弥生土器壷 (6.1) 灰褐色 底部

26 弥生土器壷 (7.1) にぶい黄褐色 底部

27 弥生土器壷 (8.6) 浅黄櫨色 底部 外面ミガキ。

28 弥生土器寮 (9.6) 灰白色 底部

29 弥生土器斐 (8.4) 浅黄燈色 底部 外面刷毛目。

30 土師器高杯 ABEHJ にぶい黄櫨色 B 10% 

31 土師器高杯 AEHJ 燈色 C 10% 

32 土師器高杯 (7.4) AJM にぶい樫色 A 10%以下

33 須恵器蓋 ABGHKM 灰色 A 25% 

34 須恵器蓋 ABFG 灰色 A 10% 

35 土師器杯 AEHJK にぶい黄燈色 B 10% 内外面黒色処理。

36 土師器杯 ADHJM にぶい櫨色 C 10%以下

37 土師器杯 (13.6) AHJKM 燈色 B 40% 

38 土師器杯 (13.0) (2.2) AIJ 鐙色 A 10%以下

39 須恵器杯 (14.2) 3.8 8.7 ABEGHLN 燈色 C 50% 末野産。

40 須恵器杯 (12.7) 2.9 (7.6) ABFGM 灰色 A 25% 内外面火だすき痕。南比企産。

41 須恵器坪 (6.6) ABFGN 灰色 A 15% 南比企産。

42 須恵器坪 (9.9) ABFN 灰白色 A 40% 

43 須恵器杯 (9.1) ABFGN 灰色 A 15% 南比企産。

44 須恵器杯 (12.2) ABFH 灰白色 A 10%以下 南比企産。

45 須恵器杯 (11.8) ABFN オリーブ灰色 A 10% 南比企産。

46 須恵器椀 (17.1) ABFG 灰色 A 10%以下 南比企産。

47 土師器壷 (12.5) AG にぶい黄燈色 A 10% 口縁部内外面漆状物質付着。漆壷用途?

48 土師器嚢 (26.8) AEHJM 燈色 A 10% 

49 須恵器雪量 (14.8) ABN 灰色 A 10% 外面口縁部内面白然紬。

50 須恵器斐 (27.6) ABGN 青灰色 A 10%以下

51 須恵器寮 AGH 灰色 A 胴肩部 外面格子叩き目。内面青海波文。

52 須恵器費 ABFGN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。

53 須恵器費 ABFGN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕。

54 須恵器長頚壷 ABGH 灰白色 A 15% 内外面自然紬。

55 須恵器長頚壷 ABGN 灰色 A 10% 

56 須恵器鉄鉢型土器 (20.6) ABFG 灰色 A 10%以下 南比企産。

57 四脚盤 長さ48.7 幅9.4 高さ19.0 40% 脚の高さ6.2cm。平面方形の浅い容器と推定さ

れる。脚長辺と平行に 2対4脚付くと推定さ

れる。底部は平坦。横木取り。

58 棒状木製品 長さ35.0 幅4.6 厚さ3.2 欠損 端部丸く加工されている。割材。用途不明。
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番号 器種 口f圭 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

59 杭 長さ29.4 幅8.5 厚さ1.8 欠損 板日取り。先端及び側端炭化。

60 杭 長さ36.8 幅8.8 厚さ1.3 欠損 板目取り。先端及び周囲炭化。

61 種子桃 長さ2.8 幅2.1 厚さ1.4 一部欠損 重さ1.9g。左上故意による欠損。

62 種子桃 長さ2.2 幅1.7 厚さ1.3 一部欠損 重さl.lg。

63 種子梅 長さ2.2 幅1.7 厚さ1.2 完存 重さ1.2g。

64 種子胡桃 長さ3.3 幅2.7 厚さ1.2 半欠損 重さ2.1g。
」一一

検出長7.5m、幅は南で狭く O.96m、北で広く 5.05mを測る。深さは10cm前後'"'-'17cmを測る。断面形

状は、底面が幅広のやや舟形状を呈する。

埋土は、単一層で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器の柑などの破片がごく少量検出できた。

時期は、古墳時代中期と考えられる。

第54号溝跡(第127・130図、第64表)

19・20-187グリッドから19・20-188グリッドにかけて位置する。北側は調査区域外となっている。

また、溝の検出中央部を横断して試掘調査時のトレンチが撹乱している。

第53号溝跡と並行しており、検出長6.85m、幅は第53号溝跡と同様に南が狭く 0.5m前後、北がやや

広く1.5mを測る。深さは底面の起伏が激しく、 15cm前後-20cm前後を測る。断面形状は、底面が幅広で

壁面傾斜が緩やかな箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器の壷などの破片がごく少量検出できた。

時期は、第53号溝跡と同様に古墳時代中期と考えられる。

第64表第52・54号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成

52-1 弥生土器壷 AEGHJMN 浅黄燈色 C 

52-2 弥生土器壷 (11.1) にぶい燈色

52-3 弥生土器壷 灰黄褐色

52-4 弥生土器壷 にぶい黄褐色

52←5 弥生土器壷 にぶい鐙色

52-6 弥生土器査 にぶい燈色

52-7 弥生土器壷 にぶい黄燈色

52.8 弥生土器壷 浅黄燈色

52.9 弥生土器費 浅黄燈色

52子 10 弥生土器褒 にぶい黄褐色

52-11 弥生土器壷 (6.0) 燈色

52-12 弥生土器壷 (7.9) にぶい燈色

52-13 弥生土器蜜 (7.3) にぶい黄櫨色

52-14 土師器高杯 ADHJ にぶい燈色 B 

52-15 土師器杯 (12.2) AEHJKM 燈色 C 

52-16 土師器界 (12.4) (10.0) AEGHJ にぶい黄燈色 C 

52-17 土師器杯 (11.4) (10.0) ABE 燈色 C 

52-18 土師器饗 (14.6) ACHKN 浅黄燈色 C 

52-19 須恵器杯 (8.0) ABFN 青灰色 A 

52-20 須恵、器杯 (12.5) 3.7 (7.6) ABGMN 灰白色 A 

52-21 須恵器杯 (6.8) ABF 灰色 A 

52-22 須恵器杯 (6.3) ABFN 灰色 A 

52-23 須恵器杯 (6.0) ABFH 灰白色 A 

52-24 須恵器費 ABGN 灰白色 A 

52-25 須恵器奏 ABMN 青灰色 A 

52-26 須恵器饗 ABGK 灰白色 A 

54-1 土師器壷 (15.2) (28.5) (8.5) ABGIJKLN 燈色 C 
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残存率 備 考

10% 櫛描簾状文及び波状文。

底部

頚部 RL縄文。

頚部 櫛描簾状文を挟んで櫛拙波状文。

頚部 櫛描簾状文2条、櫛描波状文。

頚部 刷毛目後櫛描波状文。

頚部 櫛描波状文。

E買部 櫛描波状文。

口縁部~頚部 刷毛目後櫛描簾状文、櫛描波状文。

胴部 条痕文。

底部 木葉痕。

底部

底部 内面煤付着。

15% 

10% 

10%以下

10% 

10% 

15% 南比企産。

40% 体部外面墨書土器「会J。

15% 南比企産。

15% 南比企産。

10% 南比企産。

胴部 外面平行叩き目。内面青海波文。

胴部 外面斜格子叩き目。内面青海波文。

胴部 外面ナデ。内面あて具痕。外面自然紬。

30% 
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第55号溝跡(第127図)

10-186グリッドから22-187グリッドにかけて位置する。東及び、西側は調査区域外となっている。

検出長9.0m、幅0.8m'"'-'1.15mを測る。深さは21cm前後を測る。断面形状は、箱薬研状を呈する。

埋土は、単一層で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第56号溝跡(第131・135図、第65表)

21-189グリッドから27-188グリッドにかけて位置する。西側は撹乱を受けている。また、南側は

調査区域外となっている。

溝はほぼ東西に走り、検出残存長29.4m、幅0.8m'"'-'1.06m、深さは30cm前後を測る。断面形状は、舟

底状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器壷・嚢破片などが検出できた。

第57号溝跡(第132・135図、第65表)

31-188グリッドから39-187グリッドにかけて位置する。第59・60号溝跡と重複関係にあるが、直

接切り合わず、上下の関係にある。すなわち、上下の関係は、第60号溝跡、本遺構、第59号溝跡の順に

下面へいく。東側は撹乱を受けており、西端で試掘調査時のトレンチによりさらに撹乱を受けていた。

また、西側は調査区域外となっている。

溝は、やや蛇行し幅を広げたり狭めたりしてほぼ東西に走り、検出残存長37.92m、幅0.56m'"'-'1.36m、

深さ20cm'"'-'25cmを測る。断面形状は、箱形状を呈する箇所と舟底状を呈する箇所がある。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷破片などが検出できた。

第58号溝跡(第132・135図、第65表)

35-187グリッドから38-186・187グリッドにかけて位置する。第60号溝跡と重複関係にあり、上

下の関係にあるが、本遺構が切られている。南側を除いて調査区域外となっている。

溝は、やや蛇行するがほぼ東西に走り、検出長21.0m、幅3.6m前後、深さ1.02mを測る。断面形状は、

薬研が崩れ、 2段に掘り込まれた漏斗状を呈し、底面は30cm'"'-'50cmと上幅に比べると非常に狭い。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷破片、土師器費などが検出できた。

時期は、土師器が示す古墳時代と推定できる。

第59号溝跡(第132・135図、第65表)

33-188グリッドから39-188グリッドにかけて位置する。第57・60号溝跡と重複関係にあり、上下

の関係にある。第60号溝跡、第57号溝跡、本遺構の順に下面へいく。東西が調査区域外となっている。

また、西端で試掘調査時のトレンチによる撹乱を受けていた。

溝は蛇行して東西に走るもので、 39-188グリッドから南西方向に向かい、 38-188グリッドでやや

北西方向に向きを変え、調査区域外へと至る。

検出長28.6m、幅0.7m'"'-'1.0m、深さ1.02mを測る。断面形状は、箱薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

-166-



~: 

一畠'

旦一

ι24.20 

第60・61号溝跡.......-;マー--

一畠'

第56号溝跡

f費舌L

トレンチ
→7乙ヱー

調

査

区

域

外

~:・L 

「ー「

if-ー-Qiト
j一一-r--
l撹乱!

SE 

L-」
_I!: 

J. 

Eー

__Q: !L 

' E 

トレンチ
第56号構跡

1暗育灰色粘土(しまり強い、炭化物吉む)
2オリープ灰色粘土(しまり弱い、黒色泥炭層とのE層)
3暗青灰色粘土(しまり弱い、炭化物含む)

41音緑灰色粘土(しまり弱い、炭仕効多量に吉む)

5暗緑灰色粘土(しまり号事¥炭化駒少量吉む)

2m 
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土層断面図

平面図

第56・60・61号溝跡
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5057 

第57京都野

1灰色粘置土(しまり弱い、黒色高波層との互層)

2黒色粘土(しまり強しウ

_f' 

第田号潜跡

1オリ プ灰色粘土(泥炭との互層)

2灰オりーブ色粘質土(しまり弱ハ植物、開凶勿多量に吉む)

3青灰色粘土(しまり強ウ

4時灰黄色砂質士(しまり、粕性弱し、)

5緑黒色粘質土(しまり、粘性やや強い、や平砂質、炭化拘多量iこ含む)
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第国号満跡

1青黒色結士(しまり強し、泥炭層との互層)

2青黒色粘土(しまり強い、泥炭層との互層)

2m 

1:60 

土層断面図
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平面図 5m 
1 160 

第57-59号溝跡
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出土遺物は、弥生土器嚢破片がわずかに検出できた。

第60号溝跡(第131・135図、第65表)

38-184グリッドから39-191グリッドにかけて位置する。第57""'59・61号溝跡と重複関係にあり、

本遺構と第61号溝跡は、同一遺構確認面上の遺構で、その他の遺構は下面の遺構であり上下の関係にあ

る。さらに、第58号溝跡とは直接切り合いの関係にあるが、第57・59号溝跡とは完全に隔絶している。

また、第61号溝跡との新旧関係は、明確には判断できなかった。北及び、南部の西側が調査区域外となっ

ている。

溝は、 33-184グリッドから若干西に傾きながら南北に走り、南端の水溜状遺構に至る。また、 38-

187グリッドから西側のもう l条と分岐し、並行して走る。

検出長37.8m、幅は東側の溝が0.44m""'1.16m、西側の溝が0.36m""'0.6mを測る。深さは、東側の溝

が20cm""'30cm、西側の溝が20cmを測る。断面形状は、やや不整形な箇所もあるが、基本的に箱形ない

しは箱薬研状を呈する。一方、水溜状遺構は不整形なテトラポッド状の平面形で、南北幅3.7m、深さ

55cmを測る。断面形状は、箱形状である。

また、溝南端の底面に杭が打たれているのが確認できた。およそ1.3mから1.5mの間隔で、杭が4本検

出され、長いもので35cmを測った。杭の先端は、 20cm程地面に埋め込まれていた。

埋土は、溝本体、水溜状遺構とも自然堆積と考えられる。

出土遺物は、須恵器杯・長頚壷・嚢、土師器嚢などが検出できた。

第61号溝跡(第131図)

38・39-190グリッドに位置する。第60号溝跡と重複関係にあるが、明確に新旧関係を判断できなか

った。東側は調査区域外となっている。

検出長は、途中が途切れているので、東側が2.1m、西側が0.9mを測り、総延長で4.96mを測る。幅

は0.25m""'0.35m、深さは非常に浅く 3cm""' 4 cmを測る。断面形状は、底面が幅広の箱形味を呈する。

出土遺物は、検出できなかった。

第62号溝跡(第133図)

38・39-191・192グリッドに位置する。第40・41号士坑と重複関係にあり、第40号土坑に本遺構

が切られ、第41号土坑を切っている。西側は調査区域外となっている。

溝は、 39-191グリッドの西調査区域外から39-192グリッドの西調査区域外まで弧を描くように屈

曲した平面形である。検出長7.7m、幅0.85m""'2.75m、深さ47 cm""'60cmを測る。屈曲部の底面は、さ

らに一段深い士坑状の掘り込みがあり底面が2段に掘り込まれている断面形状を呈する。その他の箇所

は箱形状である。また、溝の南部では、底面に中の島状の隆起した箇所が存在する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第63号溝跡(第133図)

22-195グリッドに位置する。第19号住居跡と重複関係にあり、本遺構の上面が切られている。北側

は撹乱を受けている。また、南側は調査区域外となっている。

検出残存長3.8m、幅は上面が第19号住居跡によって削平されているため現存幅であるが、 0.4m""'0.7

mを測る。深さも現存値で18cm""'2 2cmを測る。断面形状は、舟底状や箱形状を呈する。

一169一



自然堆積と考えられる。埋土は、

出土遺物は、検出できなかった。

より古くなる。時期は、少なくとも第19号住居跡 (8世紀後半)

第64号溝跡(第133・135図、第65表)

北側は調査区域外となっまた、27・28-194・195グリッドに位置する。南側が撹乱を受けている。

ている。
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第 64号骨輯庫

1灰色粘質土(しまり強い、白色粒子多量に含む)

2暗オリーブ灰色粕質土(しまり拾い、白色粒子、割方利多量に含む)
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検出残存長2.85m、幅2.85m'""-'3.15m、深さ20cm前後を測る。断面形状は、底面が幅広で箱形状を呈

する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・費、須恵器蓋・杯・費・瓶などが検出できたが、図示可能な遺物はほとんど

なかった。

時期は、 8世紀前半と考えられる。

第65号溝跡(第134・135図、第65表)

29・30-195グリッドに位置する。第66号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切られている。南側は調

査区域外となっている。

検出残存長7.3m、幅は不明であるが、残存最大幅1.05mを測る。深さは20cm前後を測る。断面形状

は、底面が幅広で箱形状を呈する。

埋土は、単一層で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は比較的多く検出され、土師器高杯・杯・嚢・甑などのほか、土錘が検出できた。

第66号溝跡(第134・135図、第65表)

29-195グリッドから31-194グリッドにかけて位置する。第65・67号溝跡と重複関係にあり、本遺

構が第65号溝跡を切り、第67号溝跡に切られている。西側が撹乱を受けている。南側は調査区域外とな

っている。

溝は、 29-195グリッドから北西方向に向かい、 31-194グリッドの中央部付近で真西に向きを変え

撹乱箇所へ至る。検出残存長12.95m、幅0.25m'""-'0.55m、深さ44cmを測る。断面形状は、箱薬研状を

呈する。

埋土は、単一層で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・費、須恵器坪・嚢などが検出できた。

第67号溝跡(第134・135図、第65表)

30・31-194・195グリッドに位置する。第66号溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っている。ちょ

うど検出中央部付近が撹乱を受けている。北及び、南側は調査区域外となっている。

溝は南北に走り、南に向かうに従いやや東へ弧を描くように曲がる。検出長7.25m、幅0.35m'""-'0.6m、

深さ58cmを測る。断面形状は、箱薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・嚢・台付嚢などが検出できた。

時期は、第66号溝跡との切り合いも考慮に入れ8世紀前半と考えられる。

第68号溝跡(第134図)

33-194・195グリッドを中心に位置する。北側の一部が撹乱を受けている。北及び南側は調査区域

外となっている。

検出長7.85m、幅0.65m'""-'1.0m、深さ24cm'""-'28cmを測る。断面形状は、底面がやや幅広の箱薬研状

を呈する。

埋土は、単一層で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器査、土師器杯・嚢破片などが検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。
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時期は、弥生土器が混入するが、土師器が示す古墳時代後期と考えたい。

第69号溝跡(第134図)

38・39-198グリッドに位置する。第5号竪穴状遺構と重複関係にあり、本遺構が切られている。東

側は調査区域外となっている。

検出残存長3.4m、幅0.55m"""0.7m、深さ28cm"""37cmを測り、西に向かつて傾斜していた。断面形状

は、底面に起伏があり整いの悪い箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器嚢、須恵器坪破片などが検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、遺物の若干の混入が認められるが、第5号竪穴状遺構との切り合いを加味して古墳時代後期

と考えたい。

第70号溝跡(第134図)

39-200グリッドを中心に位置する。東及び南側は調査区域外となっている。

検出長6.57m、幅0.4m"""0.6m、深さ 13cm"""18cmを測り、南に向かつて傾斜していた。断面形状は、

底面にやや起伏があり整いの悪い舟形状を呈するが、本来箱形を呈する考えられる。

埋土は、単一で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

第71号溝跡(第134図)

14・15-200グリッドに位置する。東及び、西側は調査区域外となっている。

若干蛇行する溝で、検出長3.9m、幅1.2m"""1.6m、深さは浅く 15cmを測る。断面形状は、底面が幅広

の箱形状を呈する。

出土遺物はわず、かであったが、弥生土器査・嚢破片が検出できた。

第72号溝跡(第136・137図、第66表)

14・15-202グリッドを中心に位置する。東及び西側は調査区域外となっている。

検出長6.8m、幅0.55m"""0.95m、深さは北で浅く 5cm、南で深く 18cmを測る。断面形状は、基本的

には底面が幅広の箱形状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器坪・嚢破片が検出できた。

第73号溝跡(第136図)

15・16-202・203グリッドに位置する。北及び南側は調査区域外となっている。

溝は、 3条の溝に分岐した形態で、検出総延長は9.1m、幅は0.2m"""0.6m、深さは浅く 7cm""" 9cmを

測る。断面形状は、底面が幅広の箱形状を呈する。

出土遺物は、検出できなかった。

第74号溝跡(第136・137図、第66表)

55・56-186・187グリッドに位置する。北及び南側は調査区域外となっている。

溝はやや蛇行して南北に走り、検出長は7.1m、幅は1.86m"""2.65m、深さは68cmを測る。断面形状

は、上幅が広く底面が非常に狭い薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。
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第65表第56-60・64-67号溝跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器品 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

56-1 土師器壷 (6.0) ABJM にぶい黄燈色 C 10% 内外面赤彩。

57-1 弥生土器壷 7.2 にぶい燈色 底部 底部穿孔。

58-1 弥生土器壷 にぶい黄櫨色 頚部 地文LR縄文。縄文施文部挟んで上平行沈線

文、下波状沈線文。

58-2 弥生土器壷 にぶい黄燈色 頚部 平行沈線文聞にRL縄文、無文部。

58-3 弥生土器壷 (8.8) にぶい黄櫨色 底部 木葉痕。

58-4 土師器饗 AEJKM 灰黄色 A 20% 外面煤付着。

59-1 弥生土器褒 黒褐色 口縁部 口縁部外面地文LR縄文、波状沈線文。口唇

部縄文押圧。

60-1 須恵器杯 6.7 ABFGHMN 灰色 A 40% 内外面火だすき痕。南比企産。

60-2 須恵器坪 5.4 ABFHMN 灰色 A 35% 

60-3 須恵器長頚壷 ABH 灰白色 A 10%以下

60-4 須恵器蜜 ABH 灰色 A 10%以下 口縁部内面、肩部外面自然紬。内面青海波文。

64-1 須恵器瓶 ABH 灰色 A 胴部 外面カキ目。内面青海波文。

65-1 士師器高士不 ABEM 燈色 A 15% 

65-2 土師器杯 (14.4) AEN にぶい燈色 A 10%以下

65-3 土師器饗 (19.5) ABDGHMN 灰黄褐色 A 30% 

65-4 土師器費 (19.8) ABEHM 燈色 C 10%以下

65-5 土師器饗 (17.2) ABHJM 暗灰黄色 B 10%以下

65-6 土師器甑 ABEM にぶい黄燈色 B 10%以下

65-7 土錘 長さ6.8 幅1.8 厚さ1.8 灰黄色 完存 重さ26.7g。

66-1 須恵器杯 (6.6) ABFHN 灰色 A 20% 南比企産。

66-2 須恵器褒 (17.2) ABFGN 灰色 A 10%以下 南比企産。

66-3 須恵器賓 ABN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面あて具痕、ヨコナデ。

66-4 須恵器費 ABHJN 灰色 A 胴部 外面平行叩き目。内面青海波文。

67-1 土師器杯 ACHK 燈色 C 10% 

67-2 土師器饗 (22.4) AEGH 灰黄色 A 10%以下

67-3 土師器台付費 (14.4) ACJK 燈色 C 10%以下
」

出土遺物は、唯一磨石と考えられる石製品が検出できた。

第75号溝跡(第136・137図、第66表)

57 -186グリッドから59-184グリッドに位置する。第11・13号方形周溝墓と重複関係にあり、本遺

構が第13号方形周溝墓に切られている。一方、第11号方形周溝墓との新旧関係は明らかにできなかった。

北側及び、東側の一部は調査区域外となっている。

検出残存長14.15m、幅0.44m，...__.0.8m、深さは50cm前後を測る。断面形状は、箱薬研状を呈する。

埋士は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器壷・嚢破片が検出できた。

第76号溝跡(第136図)

59-187グリッドから60-186グリッドにかけて位置する。第77・78号溝跡と重複関係にあり、本遺

構がそれぞ、れを切っている。新旧関係は、第77号溝跡、第78号溝跡、本遺構という順に新しい。北及び

南側は調査区域外となっている。

検出長7.75m、幅0.73m，...__.1.36m、深さは51cmを測る。断面形状は、箱薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、土師器嚢破片などが検出できたが、図示可能な遺物ではなかった。

時期は、第78号溝跡との切り合いから、古墳時代後期でも 7世紀後半と考えられる。
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1黒褐色粘置土〈炭仕蜘吉む)

2縄灰色粘置土〈灰色士粒子多量に含む)

3黄灰色粘土(制封也、、灰色土粒子吉丈f)

一/物物協級協

級協物
第76~78号溝跡

/ 

.A]4.20 一品'

第百号構跡

1黒色土(灰色プロックー粒子多量に

含む)

2褐灰色土(灰色粒子宮む)

3褐灰色粘土(紺主強い関凶吻吉む)

〆々

調査区域外
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第円号溝跡

1褐灰色士(灰色粒子多量、炭仕拘吉む)

2黒色土 L灰色粒子宮む)

3黄灰色土〈灰色プロック・粒子吉むj

第78号構跡

l黒褐色土

Z褐灰色土(伊多量に含む)

3黒色粕質土抽性強い、砂含む)
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第77号溝跡(第136・137図、第66表)

59-187グリッドから61-186グリッドにかけて位.置する。第76・78号溝跡、第24号井戸跡と重複

関係にあり、本遺構がそれぞれに切られている。新旧関係は、本遺構、第78号溝跡、第76号溝跡、第

24号井戸跡という順に新しい。北及び南側は調査区域外となっている。

検出残存長13.25m、幅は推定O.95m前後、深さは51cmを測る。断面形状は、箱薬研状を呈する。

埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、弥生土器高坪・壷・費、土師器杯・嚢などが検出できた。弥生土器高杯は、赤彩が施し

てあった。また、土師器は、重複関係にある第78号溝跡からの混入遺物と考えられる。

時期は、弥生土器が示す弥生時代後期と考えられる。
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第137図第72.74・75・77号溝跡出土遺物

第66表第72・74・75・77号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 {蒲 考

72-1 土師器杯 (14.2) AHJM 褐灰色 B 20% 内面放射状暗文。

72-2 土師器褒 (19.4) AEGHMN 灰褐色 B 10%以下

74-1 磨石 長さ6.1 幅4.2 厚さ1.5 欠損 重さ51.3g。輝石安山岩製。敵石としての用途ももっ。

75-1 弥生土器褒 (20.0) AGHJ 灰黄褐色 A 10%以下 内外面細目届rJ毛目。

75-2 弥生土器壷 黒褐色 胴部 無節R縄文。

77-1 弥生土器高坪 ADGKM 灰白色 A 10% 外面ミガキ。外商赤彩。

77-2 弥生土器高坪 AHIJKM 灰色 A 20% 内外面赤彩。

77-3 弥生土器豪 にぶい燈色 頚部 櫛描波状文の後櫛描簾状文。口縁部内面赤彩。

77-4 弥生土器壷 にぶい燈色 頚部 櫛描波状文。

77-5 弥生土器褒 にぶい褐色 胴部 横位及び斜位届rJ毛目後、櫛描波状文、条痕文。

77-6 弥生土器褒 黒褐色 胴部 刷毛目。

77-7 土師器杯 (12.0) AEJ にぶい褐色 A 10% 

77-8 土師器褒 (7.4) ADJLMN 灰白色 A 10%以下
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第67表第78号溝跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 弥生土器壷 にぶい黄燈色 口縁部 口縁部RL縄文。

2 弥生土器奏 灰黄褐色 日縁部 キザミ口縁。内外面刷毛目。

3 弥生土器賓 褐灰色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

4 弥生土器饗 明褐色 頚部 櫛描簾状文及び波状文。

5 弥生土器褒 黒褐色 胴部 櫛播波状文。

6 弥生土器嚢 にぶい褐色 胴部 内外面刷毛目。

7 土師器杯 11.7 4.5 AEHJKM にぶい燈色 C 85% 内面放射状暗文。内外面黒色処理。

8 土師器杯 11.7 4.6 AEHJKM にぶい掻色 B 95% 内外面黒色処理。

9 土師器杯 (19.3) (7.0) AEHJ 灰黄褐色 B 30% 内外面黒色処理。

10 土師器杯 13.3 4.5 AHIJK にぶい褐色 B 100% 内外面黒色処理。

11 土師器杯 (12.9) AEGHJ 浅黄燈色 A 10% 

12 土師器鉢 (26.5) 18.2 (8.8) ACHKMN 灰黄褐色 A 55% 

13 土師器壷 (6.5) ABEHK 灰褐色 A 40% 外面煤ける。両把手かは不明。

14 土師器嚢 (15.4) 20.0 9.2 AGHM 灰黄褐色 A 75% 

15 土師器褒 (18.0) 34.1 8.8 ABEGHKMN にぶい穫色 A 65% 

16 土師器雪量 ABEGKMN 灰黄色 A 25% 

17 土師器褒 ABGHLM 灰黄色 A 10%以下

18 種子桃 長さ2.19 幅2.14厚さ1.68 一部欠損 重さ2.5g。一部故意による欠損。

第78号溝跡(第136・138図、第67表)

59-187グリッドから61-185グリッドにかけて位置する。第76・77号溝跡と重複関係にあり、本遺

構が第76号溝跡に切られ、第77号溝跡を切っている。北及び、南側は調査区域外となっている。

検出残存長13.7m、幅は2.0m前後と推定され、深さは37cmを測る。断面形状は、やや不整形な舟形

状を呈する。

埋土は、ほぼ並行に堆積しており、人為的に埋め戻された可能性が高い。

出土遺物は比較的多く、また、遺存状態が良好なものが多かった。弥生土器壷・嚢破片、土師器杯・

鉢・査・棄などのほか、桃の種子が検出できた。土師器杯は大小あり、ほぼ完全な状態で上向きないし

は下向きで出土した。また、ほとんどの個体が吸炭による黒色処理を施し、内面に放射状暗文を施す個

体も見られた。壷は、把手が 1ヶ所確認され、両耳壷の可能性が考えられる。また、外面が煤けており、

この個体も吸炭による黒色処理を施している可能性が考えられた。一方、弥生土器破片は、第77号溝跡

からの混入遺物と考えられる。

第79号溝跡(第139図)

52-192グリッドから53-190グリッドに位置する。東及び西側は調査区域外となっている。

検出長12.1m、幅は0.55m""""0.1mと一定していない。深さは北で深く 60cm、南で浅く 20cmを測る。

断面形状は、基本的には箱形状を呈するが、幅広の箇所は崩れた舟形に近い形状を呈する。

埋土は、単一層で、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、検出できなかった。

本遺構は、第75号溝跡の南延長上に所在し、同一の溝跡の可能性が考えられる。

第80号溝跡(第139・140図、第68表)

67-192グリッドから68-191グリッドに位置する。北及び、南側は調査区域外となっている。

検出長7.83m、幅1.9m""""2.33mを測る。深さは北で56cm、南で80cmを測り南へ向かつて傾斜してい

る。断面形状は、整いの悪い箱薬研状を呈し、斜面の中聞がテラス状になっている箇所がある。
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埋土は、自然堆積と考えられる。

出土遺物は、頚部より上が欠損する弥生土器壷が唯一、やや傾いていたがほぼ正位に検出された。

第79号溝跡

6..J I 11...11: 
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第百号構跡

1黒色土

第80号溝跡
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。 土層断面図

第田号構跡

1黒色土

第140図第80号溝跡出土遺物

1加

平面図

2褐灰色土(灰オりープ色土ブロック吉む)

3灰オリープ色土働省む)

第139圏第79・80号溝跡

第68表第80号溝跡出土遺物観察表

番号 器種 口f圭 器高 底径 胎土 色調

1 弥生土器壷 9.0 ACHK にぶい黄燈色

焼成 残存率 備 考

C 70% 地文LR縄文。頚部から胴上半部方形区画重

ね沈線文。その下4条の平行沈線文。胴中位

連続山形文、 5条の平行沈線文を交互に施文。

胴下半部ヘラケズリ後、丁寧なへラナデ¥ー

部ミガキ。胴中位より下コゲ状物質付着。
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12 遺構外出土遺物

重機による表土除去の際に出土した遺物及び遺構外グリッド出土遺物を掲載する(第141""144図、

第69表)。弥生時代から中世までの、土器、石器、瓦、土製品、石製品、古銭が出土した。

第69表遺構外出土遺物観察表

番号 器種 出土位置 口径 器局 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 弥生土器壷 19-156 5.9 (4.8) ABEGLN にぶい燈色 A 15% 平行及び山形沈線文。

2 弥生土器壷 第6区 (25.3) ACEJMN にぶい燈色 C 10% 口縁部櫛描波状文。器面荒れる。

3 弥生土器褒 46-180 8.0 AEGJKN にぶい褐色 B 35% 胴上半部刷毛目。下半部ミガキ、ヘラケズリ。

4 弥生土器斐 23-188 (19.2) AEJM にぶい黄燈色 A 20% 口唇部LR縄文。胴上半部縦位

櫛描羽状文。内面横位ミガキ。

口縁端部から内面赤彩。

5 弥生土器壷 第 1区 浅黄燈色 胴部 方形区画及び弧状沈線文。刺突文。

6 弥生土器壷 19-162 明赤褐色 胴部 地文RL縄文。披状及び平行沈線文。刺突文。

7 弥生土器査 46-179 にぶい黄燈色 目岡部 沈線文。刺突文。

8 弥生土器壷 38-194 にぶい褐色 胴部 地文RL縄文。沈線文。

9 弥生土器壷 38-187 灰黄褐色 胴部 方形区画沈線文内RL縄文。

10 弥生土器壷 36-171 にぶい燈色 頚部 へラ描格子目文。

11 弥生土器壷 第6区 にぶい黄櫨色 口縁部 口唇部櫛描波状文。外面刷毛目。

12 弥生土器壷 36-171 黒褐色 口縁部

13 弥生土器壷 第6区 浅黄燈色 口縁部

14 弥生土器壷 第7区 にぶい黄燈色 口縁部 口縁部上下端キザミ。

15 弥生土器壷 第 7区 燈色 口縁部 櫛描波状文。ボタン状貼付文。

16 弥生土器褒 第6区 にぶい褐色 胴部 ボタン状貼付文。コの字重ね

文(下方へやや八の字に聞く)。

17 弥生土器費 第2区 灰褐色 口縁部 刷毛目の後櫛描波状文。

18 弥生土器褒 第7区 にぶい燈色 口縁部 櫛描簾状文。

19 弥生土器賓 46-179 黒色 胴部 櫛描簾状文の後櫛描波状文。刷毛目。

20 弥生土器費 第2区 褐灰色 胴部 櫛描簾状文及び波状文。刷毛目。

21 弥生土器査 39-179 6.2 にぶい黄燈色 底部 外面ミガキ。底部外面ナデ。外面赤彩。

22 弥生土器壷 第7区 6.9 燈色 底部

23 弥生土器査 36-171 4.5 にぶい樫色 底部

24 弥生土器褒 第7区 7.9 明赤褐色 底部 内外面刷毛目。

25 弥生土器奏 46-180 11.9 浅黄撞色 底部

26 土師器高杯 22-162 13.2 9.1 8.1 AEIJKM 撞色 A 95% 

27 土師器坪 30-195 (12.2) (3.5) AEHJM 燈色 C 20% 

28 土師器杯 第6区 11.7 (3.8) ABEHJM 樺色 C 80% 内外面黒色処理。

29 土師器杯 33-171 (12.5) ADHJ 燈色 C 15% 

30 土師器杯 第4区 (12.9) AHJKMN 燈色 C 15% 

31 土師器坪 第 l区 (15.8) ABEGJK にぶい鐙色 A 10% 内面放射状暗文。

32 土師器杯 22-154 (12.4) AHJ 権色 C 20% 

33 土師器杯 第 l区 (12.9) ABJK にぶい燈色 A 20% 

34 土師器杯 第4区 (12.5) (3.5) (9.8) ABHJM 燈色 A 30% 

35 土師器鉢 22-162 (21.3) AGHJM 灰黄褐色 C 10% 

36 土師器壷 第2区 (8.0) ADHIJ 浅黄燈色 B 10%以下 底部穿孔。

37 土師器費 21-170 (17.6) ABEJKM 燈色 A 10% 

38 土師器費 第6区 (9.9) ADGKMN にぶい黄褐色 A 15% 

39 土師器褒 第6区 21.8 AEHJN 灰白色 B 30% 

40 土師器羽釜 第 1区 ABEGHKM にぶい燈色 B 10%以下

41 須恵器高杯 第2区 AHN 青灰色 A 10%以下

42 須恵器蓋 第4区 ABHN 灰白色 B 20% 

43 須恵器蓋 第3区 ABFN 灰色 A 10%以下 南比企産。

44 須恵器蓋 第2区 AGHJ 灰色 A 10%以下 外面赤彩?

45 須恵器蓋 第 1区 ABGJN 灰色 B 10%以下

46 須恵器蓋 第 1区 ABGI 灰色 A 10%以下
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番号 器種 出土位置 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

47 須恵器蓋 27~ 195 ABFMN 灰色 A 10%以下 南比企産。

48 須恵器蓋 36~ 171 (17.0) ABHJM 灰白色 B 10%以下 末野産。

49 須恵器蓋 第2区 ABFHN 灰色 A 20% 南比企産。

50 須恵器蓋 第4区 (15.8) AFHN 灰白色 A 30% 南比企産。

51 須恵器蓋 19~ 195 (14.0) AF 暗灰色 A 15% 南比企産。

52 須恵器蓋 第 3区 (16.3) AFN 灰色 A 10% 南比企産。

53 須恵器蓋 第 1区 (16.0) AGJKN にぶい黄櫨色 C 15% 

54 須恵器坪 30~ 195 (8.5) AFGJ 灰色 A 15% 南比企産。

55 須恵器原 第4区 (13.4) 3.4 (8.0) ABFHN 灰色 A 25% 南比企産。

56 須恵器杯 20~ 195 7.0 ABFHN 灰色 A 40% 南比企産。

57 須恵器杯 第 5区 6.6 ABDFHKM 灰白色 B 40% 南比企産。

58 須恵器杯 第4区 (12.9) 3.0 (6.2) ABLMN 灰白色 C 30% 末野産。

59 須恵器双耳杯 第4区 5.8 ABEK 掻色 C 55% 

60 須恵器皿 20~165 (16.0) 2.9 6.2 ABFGN 灰色 A 30% 南比企産。

61 須恵器皿 第 1区 (6.7) ABJ 灰色 C 30% 

62 須恵器椀 22~ 154 (12.9) 6.0 (5.9) ABGMN 灰色 B 25% 末野産。

63 須恵器杯 第 l区 7.6 ADHLMN 灰色 A 35% 

64 須恵器杯 39・40.180・181 (12.2) 3.3 6.1 AEHN にぶい褐色 B 60% 底部内外面墨書 fXJ。

65 須恵器杯 第 1区 (6.0) ABFGHN 燈色 C 40% 南比企産。

66 須恵器材〈 第 2区 (1l.2) 4.0 4.7 AJN 明赤褐色 C 30% 内外面油煙付着。灯明皿用途か?

67 須恵系土師質土器杯 20~ 162 (5.6) AEJ にぶい褐色 C 25% 内面ミガキ、黒色処理。

68 須恵器短頚壷 第4区 (8.0) 5.5 (7.8) ABHMN 灰色 A 40% 

69 須恵器壷 第2区 ABLN 灰色 A 10%以下

70 須恵器壷 第 3区 ABN 灰白色 A 10% 外面白然紬。

71 須恵器長頚壷 第 1区 ABN 灰白色 A 10% 外面自然紬。

72 須恵器蜜 第 1区 (33.8) ABHN 灰色 A 10%以下

73 須恵器蜜 第4区 (27.4) ABGHN 灰白色 A 15% 外面平行叩き目。内面あて具車。外面自然紘

74 須恵器費 第2区 AHLN 灰色 A 底部 外面平行叩き目。内面ナデ。外面自然紬。

75 須恵器褒 第 I区 (13.0) ABN 灰色 A 10%以下

76 須恵器蜜 第 I区 (27.4) ABFGN 青灰色 A 10% 南比企産。

77 灰紬陶器椀 第 5区 (15.5) 5.0 8.1 AB 灰白色 A 60% 回転車切り後高台ナデツケ。灰軸ツケガケ。東農産?

78 灰紬陶器椀 第 3区 ABLN 灰白色 A 10% 高台ケズリ込み。東濃産?

79 陶器椀 第 1区 (7.0) 灰白色 10% 灰紬。瀬戸・美濃産?

80 瓦質土器内耳土鍋 第 l区 灰白色 10%以下 在地産。

81 土師質土器杯 第 l区 (4.3) AEJK 浅黄燈色 A 159ら 底部内面ユビナヂ圧症。底部外面未調整。日夕日成形。

82 土師質土器杯 第 l区 (5.0) AEHJ 燈色 A 25% 底部内面ユビナデ圧痕。ロクロ成形。

83 土師質土器杯 第 l区 (4.7) EJHM 浅黄鐙色 B 20% 底部外面証目lio底部内面ユビナデ圧症。ロクロ成冊。

84 土師質土器杯 第 l区 (4.5) AEJ i主黄燈色 A 50% 底部内面ユビナデ圧痕。ロクロ成形。

85 土師質土器杯 第 1区 (4.1) AEIJ 浅黄燈色 A 15% 底部内面ユビナデ圧躍。底部外面未調整。ロクロ成形。

86 平瓦 第 1区 厚さl.5 ABH 灰白色 A 凹面布目痕(9X9本/cm)。凸面縄叩き目。

87 土錘 32~ 171 長さ6.3 幅2.3 厚さ2.0 燈色 完存 重さ26.9g。

88 土鍾 第3区 長さ5.5 幅2.4 厚さ(2.6) 燈色 半欠損 重さ16.7g。

89 土錘 39・40.180・181 長さ4.8 幅l.2 厚さl.6 にぶい樺色 一部欠損 重さ13.3g。

90 土錘 第 3区 長さ5.0 幅l.9 厚さ1.9 にぶい燈色 完存 重さ16.4g。

91 土錘 第 3区 長さ4.5中面l.55 厚さl.6 鐙色 一部欠損 重さ 10.9g。

92 土錘 19.195 長さ4.2中面1.35厚さl.3 燈色 完存 重さ6.7g。

93 土錘 第 3区 長さ4.2 幅l.3 厚さl.2 にぶい澄色 一部欠損 重さ6.5g。

94 土錘 36~ 171 長さ3.65 幅l.4 厚さ(1.45) にぶい櫨色 欠損 重さ4.5g。

95 士錘 第4区 長さ3.0幅l.05厚さl.0 明赤褐色 一部欠損 重さ2.6g。

96 紡錘車 第 l区 広面径3.9狭面径一 厚さl.3 欠損 重さ27.8g。滑石製。

97 古銭 第 l区 直径2.45 完形 開元通輩。真書体。初銭年唐621年。裏面摩滅。

98 石鍛 34.171 長さl.9 幅l.8 厚さ0.4 完形 重さl.2g。チャート製。

99 打製石斧 28~ 195 長さ12.1 幅6.0 厚さ1.6 完形 重さ 145g。中粒砂岩製。分銅形。

100 打製石斧 第2区 長さ(13.6)幅10.5厚さ3.0 基部欠損 重さ550g。中粒砂岩製。援形。
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第144図遺構外出土遺物 (4)
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V 調査のまとめ

前中西遺跡についての小結その 2

(1) はじめに

上之土地区画整理事業地内には、本遺跡のほか諏訪木遺跡、藤之宮遺跡の 3遺跡が所在する。前中西

遺跡の調査は、調査原因の違いはあるが平成14年度までに6次を数える。ちなみに、諏訪木遺跡は4次、

藤之宮遺跡は 1次である。

本遺跡の調査報告は、第 1・2次の調査にあたる平成8・9年度調査分については平成13年度に既に

報告済みであり、今回はそれに続く 2回目となり、第4・5・6次調査地点の報告である(第3次は熊

谷市前中西遺跡調査会調査箇所)。平成10・11・12年度に調査を実施した箇所の内、第 1・2次調査地

点の東で、その第 1・2次調査地点と地形が連続すると考えられる箇所及びその南にやはり東西に細長

く展開すると考えられるもう一つの自然堤防上の遺構の調査報告となる。今回も、主に弥生時代の集落、

墓域が発見された成果である。特に、墓域としては、方形周溝墓が13基、土器棺墓が3基、今回初めて

木棺墓 l基が確認された。本遺跡での通算にすると、方形周溝墓16基、土器棺墓6基となり、さらに初

めて木棺墓という墓制が発見され、本遺跡さらには当地域における弥生時代の墓制が徐々にではあるが

明確になりつつある。しかし、区画整理事業に伴う調査という性格上、街路築造箇所部分の調査に代表

される制約があり部分調査に終始してしまい、なかなかそれぞれの遺構全体を把握するに至っていない

のが現状である。しかしながら、このような現状ではあるが、前中西遺跡の全貌を明らかにするという

命題の解決を実現すべく調査にあたっている。

それでは今回報告の概要を述べることにしたい。

(2) 第4・5・6次調査の成果(第145図)

今回報告の第4・5・6次調査地点で検出された主な遺構は、住居跡28軒、掘立柱建物跡18棟、掘立

柱列 1列、方形周溝墓13基、土器棺墓3基、木棺墓 l基、土坑47基、井戸跡25基、溝跡80条で、弥生

時代中期後半から後期、古墳時代後期を中心にして、奈良・平安時代そして中世にまで及ぶ集落跡及び

墓地跡である。

それでは最初に、本遺跡の立地する地形を見てみたい。遺跡の立地する地区は、 JR熊谷駅にもそれ

ほど遠くなく、近年市街化が進み住宅が増加傾向にあるが、まだ、まだ、水田や畑が多く存在する地区であ

る。こういった状況から、依然旧地形を読みとるには十分な状態で、区画整理事業に伴う試掘調査の結

果や発掘調査の成果などと合わせて旧地形が推定できる。これらから、本遺跡には、大きく 3つの東西

に横たわる微高地である自然堤防の存在が推定できた。この微高地は、現河道及び旧河道の名残りであ

ると推定される現況道路や現況河川なと、から判断できるものである。その旧河道は、遺跡の北端を東西

に走る現況道路(河川①とする)、第 1・2次調査地点の北を東西に流れ、河川①に接続する現況河川

(河川②とする)、第 1・2次調査地点の南を流れる現況河川及び本報告の第 1・2区と他の区を南北に

分けて東西にはしる現況道路(河川③とする)、そして、遺跡の南端をかすめるように東西に流れる現況

河川(河川④とする)の4本の河川で、微高地はその河川によって分かたれるものである。河川①は、

現況道路が東西の直線道路に整備され、その傍らを側溝として流れる河川に変貌しているが、下流の東
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側、河川②と合流する付近は、試掘調査の結果河川跡が確認され、さほど当時から流路を変えずに現在

に至っていることが判っている。河川②は、第 1・2次調査時に現河道付近で湿地化した低地を確認し

ており、現況河川が当時とほぼ同じ位置にあったことを示唆し、また、現河道の中央部南付近の試掘調

査で河川跡が確認されていることもこの事実を補完している。河川③は、本調査において現況道路沿い

の3箇所で規模の大きい溝跡(第37・51・52号溝跡)を確認したことからもこれらが河川跡であり、

現道が旧河道の可能性があることを物語っている。河川④については、はっきり判らないが、この現況

河川を境に遺跡が途絶えることから地形を分かつ旧河道と推定できるものである。また、さらにこれら

の微高地内にもいくつか小河川が流れていたことが、本報告の第49・50号溝跡などからも判かるが、こ

れらは、出土遺物から時期にあまり幅がなく、ごく短期間存在した可能性が考えられる。例えば、第49

号溝跡は弥生時代後期から 7世紀後半の遺物を出土しており、弥生時代の遺物については、方形周溝墓

を切っていることから混入の可能性が考えられるが、古墳時代を通じて存在し、 8世紀代には完全に埋

没し、井戸や掘立柱建物がつくられていることが確認されている。

以上のような地形に形成された遺跡が本遺跡の前中西遺跡である。ちなみに、各旧河道によって分か

たれた微高地を北から微高地①、微高地②、微高地③と呼称しておく(本報告に該当するのは微高地

②・③のみ)。それでは、集落や墓域の様相を、復元した旧地形と絡めて見ていくことにする。

集落の様相は、住居跡については、弥生時代中期から後期に所属するものが 5軒所在した後は、第

1・2次調査地点とは様相を異にして、本報告地点では古墳時代後期にまたピークをむかえる。そして、

それに続く奈良時代は、 8世紀後半に集中し、平安時代初期へと次のピークをむかえる。住居の時期と

しては、 9世紀末から10世紀初頭まで存在が確認されている。

第145図 前中西遺跡周辺旧地形復元図
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これを地形から見ると、弥生時代の住居跡は主に微高地②に散見され、 1軒だけ微高地③に離れて所

在する。古墳時代後期の住居跡は大半が微高地②に分布する。一方、奈良時代の住居跡は微高地③に大

半が所在し、微高地②にはわずかである。そして、平安時代になると、初期から 9世紀前半は引き続き

奈良時代と同じ微高地③の地区に分布し、 9世紀後半から10世紀初頭には再び微高地②の古墳時代後期

から奈良時代に集落が営まれた地区に住居跡が展開するといった傾向が見られた。

一方、掘立柱建物跡を見てみると、こちらは、第 1・2次調査地点の 8世紀代を中心とした大型掘立

柱建物跡で構成される状況と異なり、小規模な掘立柱建物跡が中心であった。しかし、時期が明確にで

きなかった建物が多い中、時期的には幅広く確認された地点であった。 6世紀末から 7世紀後半までの

掘立柱建物跡が6棟と実に多く、第 1号掘立柱建物跡の柱穴からは、赤彩が施された比企型坪が出土し

ている。次に 8世紀代のものが2棟、そして、平安時代おそらく 9世紀代でも後半から末にピークがあ

ると考えられる。また、規模を見てみると、 7世紀代に大型の建物が2棟見られるが、同時期、他時期

とも住穴が小さく柱材も15cmから20cmと比較的小さな建物が大半であった。ただし、掘立柱建物跡に関

しては、調査の制約もあり、建物全体を調査できたものは、わずか 1棟に過ぎなかった。

これをまた、地形から見ると、古墳時代後期は住居跡とほぼ同じ状態で分布し、奈良時代まで継続さ

れて営まれている傾向にあるが、奈良時代の住居跡が集中する地区には掘立柱建物跡は所在せず、奈良

時代は同じ微高地②でもやや距離を置く位置に集中して所在する。そして、平安時代でも特に後半にな

ると、古墳時代後期の掘立住建物跡が所在した箇所に再びつくられるといった特徴があった。

さらに、ここで集落の構成要素でもある溝跡、井戸跡を見てみる。溝跡については、所属時期が比較

的分かるものについて数を見てみると、古墳時代後期にピークをもち23条、次に平安時代 (9世紀後半

が最も多い)の17条、そして弥生時代中・後期の16条となる。奈良時代、中世は非常に少ない。これら

を地形で見ると、弥生時代、古墳時代、及び平安時代において微高地②には多くの溝が存在し、住居跡

と掘立柱建物跡の状況とほぼ符合する。また、奈良時代についても同じ状況がみられ、微高地②に展開

する住居群に近い位置に溝が所在する。しかし、同時期の住居が展開しない微高地③に弥生時代や古墳

時代中・後期の溝が多数所在し、特異な様相を示している。ところで、弥生時代の溝に関しては、微高

地③の西には弥生時代の住居跡 1軒の他に方形周溝墓群が展開しているが、これらとの関連を考慮しな

ければならないと考える。

ところが一方、井戸跡の分布を見てみると、ほとんどが微高地②に集中しており、時期にも偏りがあ

った。そのほとんどが中世に所属し、平安時代、特に 9世紀代が数基で次点である。その中世の井戸跡

が集中分布する箇所は、大きく 2箇所に分かれ、 1つは古墳時代後期から平安時代に集落が展開した地

区で、もう一つは、弥生時代、古墳時代後期の住居が散見された地区に集中している。こうしてみると、

中世段階には、それ以前の時期に集落が営まれていたところに引き続き集落の展開があったと推定でき

る。

以上が、狭い範囲での見解ではあるが、集落の様相について時期を通じて見てきたものである。おお

まかな傾向が読みとれたと思う。では、次に、弥生時代中期から後期という限られた時期ではあるが、

墓域としての本遺跡の状況を見ていきたいと思う。

弥生時代の墓域はいくつかのゾーンに分かれて所在する。それは、微高地②の束、第 1区の中央部箇

所、同じく微高地②のやや中央寄り第2区の南端の河川③に沿った箇所、そして、微高地③の中央部で
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あり河川③に沿い、かつ第二のゾーンと河川③を挟んで対岸の箇所の 3つである。第 1のゾーンには、

方形周溝墓が2基所在する。さらに、弥生土器を出土する両端が閉じる溝跡がいくつか所在するので、

これらが方形周溝墓と把握できれば数基増えることになる。第2ゾーンには、方形周溝墓が7基、土器

棺墓が3基、木棺墓と判断した墓が 1基所在する。第3ゾーンには、大型の方形周溝墓が混在し 4基所

在する。いずれの方形周溝墓も中期後半から後期に所属し、土器棺墓は中期末から後期に所属する。木

棺墓については、管玉の検出だけで時期が明確ではないが弥生時代のほぼ同じ時期であると考えたい。

再葬墓の系譜を引く墓制である土器棺墓と外来の墓制である方形周溝墓が混在する状況は、第 1・2次

調査地点と同じであるが、第 1・2次調査地点の場合は、方形周溝墓群と土器棺墓が所在する場所が分

離していたが、今回の調査地点では、どちらの墓制も同じ箇所につくられていることが相違する点であ

る。地形的には、前述したが河川③沿いに集中して分布する。このことは、第 1・2次調査地点でも言

えることで、やはり河川③沿いに分布していた。なお、木棺墓については、方形周溝墓の主体部とも考

えたが、周溝が確認で、きなかったため単独墓として把握した。

以上が、弥生時代の墓域の状況であるが、調査を重ねるたびに弥生時代の墓制の状況が明らかになっ

てきている。ちなみに、今回報告の対象外ではあるが、もう 1つの第6次調査地点が位置する微高地①

でも河川①沿いと考えられる箇所で、弥生時代中期後半の集落と伴に方形周溝墓が3基確認されている

ことから、今後さらに状況がつかめてくると期待したい。この第6次調査地点の方形周溝墓などの内容

に関しては、次年度以降の報告となるのでここでは割愛する。

このように本遺跡における弥生時代の墓制が明らかになる中で、方形周溝墓、土器棺墓の検出件数が

増加しているので、ここで若干まとめておきたいと思う。

(3)方形周溝墓(第146図)

本遺跡における方形周溝墓の検出数は、既に19基に及ぶ。その中で、本報告を含めて成果を報告でき

たものは、 16基を数えることからこの時点での状況を簡単にまとめておくことにする。

まず、形態的特徴は、規模の大小はあるものの四隅が切れるタイプが大半で、唯一第 1・2次調査地

点第3号方形周溝墓が溝の全周するタイプである。

次に、分布については、前述したとおり河川③沿いに集中し、しかもある一定の群を形成している。

同じ地形と考える微高地②における状況は、本報告第 1区に所在する第 1グループは溝外法一辺 8mか

ら11mと推定される方形周溝墓が点在する。ただし、本報告第 1号墓と第2号墓は、未調査部分を挟ん

で約17mの距離で、近接しており、この未調査部分に数基存在していた可能性が考えられる。また、本報

告第18号溝跡は遺物が検出で、きなかったが、 7世紀後半及び9世紀後半の溝に切られ、さらに第 1号墓

とほぼ同じ主軸をとっていることから方形周溝墓の北溝の可能性が考えられる溝である。

次の第2グループは、本報告第2区の河川③沿いに集中分布するグループである。大小の墓が混在し、

切り合いの関係にある墓も存在する。第 5号墓や第6号墓はやや小さく溝外法6mから6.5m前後の規模

で、その他の第3・4・7・8・9号墓は、 8m前後から9.5m前後の大規模なものである。特に第7号

墓は大きく溝外法9.6X9.1mを測った。大規模墓同士の切り合いもあるが、傾向として大規模なものを

小規模なものが切っている傾向にあった。第4・7・8号墓と第 5・6・9号墓がそれぞれほぼ同じ主

軸方向を示していた。切り合いと絡めて形成された順を推定すると、第 3号墓が最初で、次に第4・

7・8号墓、最後に第5・6・9号墓という順になる。概ね大規模墓から小規模墓へという形成変遷を
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とる。

同地形のもう一つの第4グループは、第 1、第2グループよりさらに西に所在し第2グループと同じ

く河川③沿いに形成された群で、第 1 ・ 2 次調査地点第 1~3 号墓である。規模は、溝外法13m前後か

ら14mのものと、 17mから 18mのものがある。第 3号墓は溝が全周することなどから他の 2基より後

出するものと考えられる。本グループは、規模を見ると最大級規模の墓を含んでいるが、平均規模は報

告16基中の中間の位置にあたる。

最後の第 3 グループは、本報告第1O~13号墓が該当し、第 1 ・ 2 ・ 4 グループと地形を異にし微高地

③に所在するが、他グループと同じく河川③沿いで、ちょうど第2グループと河川を挟んで対岸の位置

にあたる。ここに所在する墓は、全グループ中で最大級の墓が所属する群であり、第10号墓や第12号墓

は、推定規模が溝外法で17mから18mのかなり大きなものである。第2グループ中最大規模の墓のちょ

うど 2倍の大きさである。ちなみに、第11・13号墓は10m前後と推定される規模である。

以上が、非常に簡単ではあるが方形周溝墓群の様相である。いずれも数基で群を構成しており、河川

沿いないしは近い箇所に分布する。一方、規模を見ると西、すなわち河川の上流部に大規模なものを中

心として構成された群が分布する傾向にある。

(4)土器棺墓(第147図)

本遺跡における土器棺墓の検出数は、総数6基を数える。全てが、 1つの墓墳に 1つの棺を納めてお

り、時期は弥生時代中期末から後期に所属する。形態的にも、時期的にも再葬墓の範時には入らないも

のであるため土器棺墓と考える。その分布状況は、第 1・2次調査地点の 3基はそれぞれある一定の距

第146図 前中西遺跡方影周溝墓分布図
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離をおいて分布し、さらに方形周溝墓群とも距離をおいて所在した。一方、本報告の 3基はそれぞれ近

接し、方形周溝墓群中に所在した点が様相を異にする。時期的には、前者の 3基が後者の 3基より先行

すると考えられる。

それでは、それぞれの埋葬状態を順番に見ていきたいと思う。

第 1・2次調査第 1号墓は、表土除去の際に発見されたため詳細がやや不明ではあるが、大型の奮を

棺身として墓横内に据え、棺蓋として、別個体の壷胴中位部をおそらく倒立させて被せ、さらに同じく

別個体の費胴下半部を正位に被せていたと推定している。同調査第2号墓もやはり表土除去の際に発見

され、墓壌のプランの約半分を削平してしまったが、墓壌内に棺身として小型の嚢を埋設し、別個体の

査胴下半部を倒立させ棺蓋として覆っていた。同調査第3号墓は、弥生時代の住居跡の床面下に墓墳を

掘り込み、頚部より上半を横載した壷を棺身として据え、棺蓋として大型の費の胴部、底部が被せられ

ていた。これらの土器は住居床面より下に検出されたが、棺蓋の嚢は、破砕されて被せられていたのか、

倒立させて被せられていたものが土圧で破砕されたかのように検出されたのかは検討の余地があると考

える。

一方、本報告の土器棺墓については、やはり表土除去の際の掘削でかなり削平を受け、実際の埋葬状

態を復元するには限界があった。第 l号墓は、墓墳の掘り方が床面からわず、か10cm程しか残っておらず、

土器の大部分を失っていた。棺身であるやや小型の嚢を倒立させ墓横内に据え、棺蓋として壷の胴下半

部を倒立させ被せていたと推定した。第2号墓は、本報告 3基の中で、は比較的遺存状態が良かったが、

埋葬の詳細については明確に把握できなかった。検出時には斜位に検出されたが、棺身の査を正位に墓

墳内に据え、棺蓋として別個体の壷を覆い被せたと推定した。しかし、調査段階では、棺身の壷の上半
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部がスライドし、下半部の脇に落ちており、その隙間ないしはその下で棺蓋の壷破片を検出したので、

実際どのような埋葬状態だ、ったかは不明確な状態である。第3号墓は、土層断面観察からほとんどを推

定したため非常に不明確な状態である。また、棺身の壷は完全に横たわって検出されたため墓墳内に斜

位に据えたのか、正位に据えたのか不明である。棺蓋と推定した別個体の査も倒立して被せられていた

と推定したに過ぎない。結果的にいずれも非常に暖昧な状態になってしまった。

それぞれの埋葬形式をまとめてみると、推定した土器棺墓の埋葬状態も含めての分類であるが、 2形

式ないし 3形式に分類される。第 1類は、正位の棺身(上半が横載されている場合を含む)に、蓋とし

て別個体の倒立した土器を覆う例である。第2類は、第 1類に似た形態であるが、正位の棺身に、蓋と

して別個体の土器の胴部破片を被覆する例である。第3類は、横蔵された胴上半部を倒立伏位に置いて

棺身として、別個体の横哉された土器の胴下半部を倒立させ覆う例である。第 1類が最も多く、第 1・

2次調査地点第 1号墓、同第2号墓、同第3号墓、本報告第3号墓の4例が該当する。(ただし、第 1・

2次調査地点第3号墓は第2類の可能性ももっ。)第2類には、第 1・2次調査地点第3号墓が検出状態

と同じ形態ならば該当し、さらに本報告第2号墓が該当する。第3類には、本報告の第 1号墓の 1例が

該当する。 6基という少ない例ではあるが、第 1類が最も多いという事実は、近畿から関東地方におけ

る他の例の土器棺墓形式もこの形式が他を圧倒しているという事実とも合致していることになる。

次に、器種構成についてだが、壷と衰の組合せ構成を本遺跡例において見てみる。棺蓋+棺身の順で

記述すると、査+嚢が3例、嚢+査 1例、壷+壷が2例となり、棺身が壷、嚢如何に関わらず棺蓋は壷

の場合が多い結果となった。また、棺身・棺蓋に使用される器種は、大小はあるものの壷が圧倒的に多

いという結果になった。さて、棺身についてだが、中に遺骸を納める関係で、横蔵しているしていない

に関わらず口径が問題となると思われる。本遺跡例では、第 1・2次調査地点第 1号墓嚢が頚部の内径

で最大値22.5cm、第 1・2次調査地点第2号墓棄が頚部内径で最小 9cm弱を測った。この最小例の曹は、

器高も小さく内側で約14.5cmを測るに過ぎないものであった。ちなみに棺身内側の最大高を測る本報告

第2号墓は54cm程であった。ただし、この棺身は頚部内径が小さく llcmしかないものである。一般的に

土器棺は、埋葬時の棺身の口径規模から被葬者を、胎児を始め、乳児、幼児まで想定しているが、この

口径値から、やはり小さなものについては、不幸にして死産した胎児、早産にて早くに死亡した嬰児、

大きなものについては、不慮の事故などで死亡した乳児、幼児が想定できると考える。

以上が、本遺跡における弥生時代の墓制について概観をまとめたものであるが、今回初めての例とし

て確認された木棺墓については報文中の事実報告に止め、ここでは言及を避けたいと思う。

以上、本報告を含めて過去に実施された調査及び今回の報告にあたって特筆すべき点を取り上げたも

のである。今後、本報告以降の調査地点の報告がまとまるにしたがい前中西遺跡の性格がより明らかに

なることを期待してまとめに代えたいと思う。

なお、引用・参考文献について、紙面の都合もあり割愛した。
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土坑4 井戸跡 l 溝跡3 土製品

平安時代 住居跡8 掘立住建物跡7 土師器須恵器灰紬
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特記事項

方形周溝墓、土器

棺墓、木棺墓の 3

種類の墓制が検出

された。
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